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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ







　夜、誰だれもいない僕の部屋。

　ベッドに腰こし掛かけたまま、僕は左手を見る。

　五本の指が動く、人間の手。

　僕が強く念じると、そこに黒い盾たてが生まれた。

　身体からだの半分は覆おおえる大きさの、カグラの魔ま力りよくで作られた盾だ。

　僕はこの盾で何度も仲間の命を救ってきた。

　悪あく魔まの攻こう撃げきを防いだり、逆に盾からワイヤーのようなものを出して悪魔の動きを阻そ害がいしたりと、非常に万ばん能のうな盾だ。この盾のおかげで、僕は悪魔使いとしての道を歩むことができたんだ。

　さらに魔力を込めると、盾が変化する。

　左半身を全すべて覆えるくらい細くて長い、爪つめのような形。

　攻撃も防ぼう御ぎよもできる形だが、この形態の本当の力はそれじゃない。

　爪がさらに大きくなり、牙きばになる。この牙で悪魔を喰くらい、魔力を蓄たくわえる。その魔力が僕の力になり、悪魔を駆く逐ちくする。

　この牙で、僕は悪魔を喰い殺した。

　悪魔を体内に取り入れ、その力でさらに多くの悪魔を殺してきた。

　殺して、殺して、さらに殺した。

　もっと強力な悪魔が現れ、今の牙では喰い殺せなくなると、僕はさらに大きな力を欲ほつした。そして手に入れ、また悪魔を殺した。

　そして今の僕は──

　カグラの魔力で作った牙が、僕の影かげに取り込まれる。

　足あし下もとに広がる影は、徐じよ々じよに大きさを増し、やがて部屋全体を取り込む。

　影が支配する部屋にただひとり、僕がいる。

　この影全てがカグラの力。

　それを自在に操あやつる事ができるのは、僕だけだ。

　魔ま王おうに匹ひつ敵てきする力を持った今、僕はほとんどの悪魔を殺せるだろう。

　人々を脅おびやかす悪魔は、皆みな殺ごろしだ。

　殺して、殺して──

　その先に平和があると、信じて。

　だけど、気がつけば僕の手の中にあるのは、小さな盾。

「…………」

　最初はこの盾だけで悪魔と戦っていた。

　いや、違ちがう。

　僕がしたかったのは、仲間を守る事だ。

　──本当にそうだったか？

　両親が死に、七ナナ星セ降こう霊れい学園に入ったのは、仲間を守るためか？

　それとも絶対的な力で悪魔を屠ほふる事だったのか？

「……僕は」

　答えが出ないまま、僕は足下を見る。

　僕の影が、ゆらゆらと動いているように見えた。







　Page1　降天祭要綱

　はじめに／降天祭を開催する意図







　三つのカップを置くと、カグラは校長先生のイスに勝手に座る。その偉えらそうな態度は、校長先生以上である。いや、今の校長先生はルシファーなのか。だとしたら偉いも何もない。

　人間の形をしているが、顔もなければ身体の凹おう凸とつもない。マネキンのようなその姿は、不気味さの中にある種の機能美があった。

「ルシファー……」

　その名は、バルベルから聞かされた。

　七人いる魔王のうちの一人。

　カグラやバルベルに匹敵する力を持った悪魔だ。

　それが、どうして七ナナ星セ降こう霊れい学園に──しかも、校長の姿になって。

　そのルシファーのアバターは、先ほどから校長室の隅すみに立っているだけだ。

　陶とう器きのような質感は、他ほかの悪魔とは一線を画している。

「まず、武器を収めてください」

　言われて、僕は左手を見る。

　カグラの魔力が生み出した手てつ甲こうがはまっている。この手から魔力の光こう弾だんを撃うち出す事ができるが、もしもそれをやったら校舎が破は壊かいされていただろう。

「……っ！」

　しかし僕は手をルシファーに向けたまま。

　当たり前だ。

　魔王が目の前にいて、武器を下ろせるわけがない。

「月げつ斗と。やるのはかまわんが、無む駄だだぞ」

「カグラ……？」

　校長先生のイスに座ったカグラは、僕を止めるでもけしかけるでもない、曖あい昧まいな言葉を放つ。

「魔王は──滅ほろぼさないとっ！」

　その意味を確かめる前に、僕は撃った。

　手甲から放たれる光弾がルシファーの身体を砕くだき──

　いや、ルシファーには当たっていない。

　光弾はルシファーをすり抜ぬけ、背後にあったキャビネットを粉々に粉ふん砕さいする。衝しよう撃げきが校長室に広がり、その余波で窓ガラスやサイドボードの扉とびらにヒビが入った。

　大だい爆ばく発はつに目を背そむけ、再び視線を戻もどす。

「無駄です。やめてください」

　破壊された校長室とは裏腹に、ルシファーは平然とそこに立っていた。

　ダメージがない、というよりそもそも僕の攻撃がすり抜けたように見えたんだけど。

　もしかして、この身体は──

「……あっ、にぃちゃんコレ偽にせ物ものだよ！」

　恐おそれ知らずの雪せつ伽かがルシファーの身体に触ふれようとするのだが、手が向こう側にすり抜けてしまう。どうやら幻げん影えいのようなものらしい。

「はい。これは監かん視しカメラを改造した投とう影えい機きによるホログラムです」

　魔力ではなく、ハイテクなのか。

　狐きつねに化かされたような気持ちだ。

　僕と雪伽が呆ぼう然ぜんと立っていると、ルシファーは片手を上げて、

「召喚コール」

　そう呟つぶやくと、校長室にＴ字型をした天使が十体ほど出現した。それは建物を修復する時に用いる天使で、よく牧まき原はら先生が自分で壊こわしたものの修理に使っている。今もＴ字型天使からスプレーのようなものが噴ふん射しやされると、壊れたはずのキャビネットや窓がみるみるうちに元通りになっていく。

　──天使召喚。

　まず驚おどろき、次にさらに驚いた。

　魔王が天使を召喚した事よりも、十体以上の天使を操っているという事実。

　普ふ通つう、人間が操れる天使は一体がせいぜいだ。柚ゆ子ずなどは独自のソフトで複数の天使を使えるが、それでも低級のが四体程度が精せい一いつ杯ぱい。

　このように上位の天使を十体呼び出すなど、化け物の域を超こえている。

　ルシファーが召喚したのだとしたら、恐ろしい力だ。

　それと同時に、なぜ魔王が天使を召喚するのだ、という最初の疑問も拭ぬぐえない。

　だけどよく見ると、このルシファーの凹凸に乏とぼしい姿。

　まるでロボットというか、無機物のように見える。

　それって──




「はい。あなた方人間の分類だと、私も天使族になります」




「……っ!?」

　今までの価値観がひっくり返りそうになる。

　天使は無機質な物体であり、ただの道具だ。

　人間と意い思し疎そ通つうができる天使など考えもつかない。そもそも生物だと思っていないのだから。

　さらに、天使族が魔王なんて。

「てことは……天使も悪魔？」

「分類上はそうなります。どちらも『幻げん獣じゆう種しゆ』というカテゴリに入っていますが、天使だけが特別な存在ではないのです」

　僕が習ってきたものとは、違う。

　天使も悪魔も「幻獣種」の仲間ではあるが、天使は崇すう高こうな存在であり、悪魔とは異なるものだと教えられてきた。それに異を唱える生徒もいたけど、遺伝子の差などを根こん拠きよに否定されていたっけ。

「私は天使──つまり、人間の味方です。どうか武器を収めてください」

　あくまで冷静に告げるルシファーに、僕の戦意は失われる。僕の手から魔ま力りよくが霧む散さんし、カグラに吸収されていく。

「どうして、魔王──天使が、校長先生に？」

　根本的な疑問が口をついて出た。

　まずはそこからだ。

　なんでルシファーがここにいるのだ。

「本物の校長先生はどこへやったんですか？」

「私が本物の校長です」

「本物の……？　入れ替かわったのではなく？」

「はい。私はこの学園で七十年間、校長をやっています」

　七十年？

　ええと、確か悪あく魔まが人間界に現れたのもそのくらい昔だっけ。

　その頃ころから七星降霊学園ってあったっけ？

　もしそうだとしたら、この魔王は学園設立からずっと校長をやっていた事になる。つまり七星降霊学園を作ったのは──

「ルシファーが……学園を作った……？」

「はい。ここは人類が悪魔から身を守るための学園です。私の立場を理解していただけましたか？」

「…………！」

　反論する理由は、ない。

　七十年前から七星降霊学園の頂点にいるのだとしたら、人類に敵対する意思はないとみていいだろう。もしも人類を滅ぼす、あるいは支配するのだとしたら、とっくにそうできる立場なのだから。

　理り屈くつでは分かる。

　けど魔ま王おうが目の前にいるという事実が、僕の気持ちを歪ゆがませる。

　こんなに身近に魔王がいて、それに気づかなかった自分の不ふ甲が斐いなさも感じている。

「でも、どうしてそれを今になって僕たちに教えたんです？」

「自衛のためです。あなたが私を攻こう撃げきしないように」

「……僕は、別に攻撃なんて」

　言いかけて、ついさっき自分が引き起こした惨さん状じようを思い出す。すでに修理用天使はどこかへ姿を消していた。

　ルシファーは魔王だ。いくら言葉を重ねても、その事実は変わらない。カグラやバルベルと同じくらいの力を持った強力な悪魔だ。それと対面して警けい戒かいしない方がおかしい。

「一．五二三一秒」

「え？」

「花はな村むらくんが私を魔王だと認にん識しきし、武器を召喚して構えるまでの時間です。これは七星降こう霊れい学園の生徒の平均を大きく上回る数値です。学年では二番目にあたります。その反応速度でアバドンの魔力を使った場合、ほぼ全すべての魔王は苦戦を強しいられる」

「そんな、僕は」

「いいえ花村くん。自覚してください。あなたは強い。悪魔殺しの経歴としては、一いつ般ぱん的な退たい魔ま士しをも凌りよう駕がする」

　悪魔殺し。

　──そんな力が、僕にある。

　僕はたくさんの悪魔を殺した。

　その上、魔王にまで手をかけようとした。

　別にバルベルだって、倒たおしたかったわけじゃなかった。ただ、カグラを取り戻せればそれで良かったんだ。

　大切なものを取り返すために最善だと思う行動を取っていたら、いつの間にかそうなっていただけだ。

　魔王を殺して回るような殺さつ戮りく者になったつもりもないし、人類を救う救世主になるつもりもない。

　そう思う僕を目の前にして、ルシファーはこう言い放つ。




「私は自分の身を守る義務がある。悪魔殺しのあなたに殺されたくないのです」




　魔王の口から出る言葉とは思えない。

　しかしルシファーは確固とした意志で僕を、僕の力を拒きよ絶ぜつしている。

「僕は、悪魔殺しなんかじゃありません……！」

「では花村くんはご自身が何だと考えているのですか？」

「僕は……人間です。ただの人間」

「いいえ、それは違ちがいます」

　明確な否定が返ってきた。

「あなたはもはや魔王に匹ひつ敵てきする存在です。だからこそ私は脅きよう威いだと感じた。あなたはもはや人間の領域を逸いつ脱だつしている。人間を超ちよう越えつした何かだ」

「違ちがうっ！」

　それを否定したのは、僕ではなく雪伽。

「にぃちゃんは人間ですっ！　ただ強くなっただけでしょ!?」

「生物学上は人間ですが、そのスペックは人類を遥はるかに凌駕しています。悪魔使いとしての領分を超えた『魔王使い』の力は見過ごせない」

「僕は……」

　魔王使い。

　人間。

　僕はいったい、何なのだろう。

「それでも花村くん。あなたが人のままでいたいのなら、今の力を人のために使いなさい。英えい雄ゆうになるも魔王になるも、あなた次し第だいです。あなたの力で人類が変わる」

「……僕は、そんな」

　魔王に匹敵する力なんて、欲しいと思わなかったんだ。

　ただ両親の仇あだを討うちたかっただけなんだ。

　──そもそも両親の仇って、誰だれなんだ。

　バルベルなのか。

　いいや、バルベルは日本に攻せめ込んだ元げん凶きようというだけだ。

　それを言うなら両親が死ぬような状じよう況きようを作った悪魔や人間全てに責任がある。

　だったら皆みな殺ごろしにするのか。

　──それこそ魔王じゃないか。

「花村くん」

　顔を上げると、ルシファーはそこにいなかった。

　太っちょのおじさんがいる。校長先生だ。

　ルシファーのアバターのひとつと名乗った彼は、優やさしい笑えみをたたえている。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　顔色が悪いですよ？」

「あなたは……僕にどうしろと言うんだ。命いのち乞ごいをしたいんですか。それとも……」

「最初に言った通り、敵対するつもりはありません。私が人類と退魔士のために尽じん力りよくしたのも、私の安全のためですから。ただ──」

　校長先生は笑顔のまま、こう語る。

「私が守っている人類は、か弱い存在です。それを逸脱するイレギュラーは見過ごせない。どうか花村くんには理性的な行動を望みます。けして人類の敵にならないよう」

　人類の──敵？

　そんなバカな。

　僕は、誰のために戦っていると──

「ああ、それから」

　唐とう突とつに口調が変わる校長先生。

「明日あしたから『降こう天てん祭さい』の準備期間が始まります。ぜひ、あなた方も積極的に参加してください」

　さっきまで魔王の話をしていたのに、いきなり学校行事の話に変わった。

　この話は、これでおしまいという事か。

「……はい」

　その言葉を絞しぼり出すので精せい一いつ杯ぱいだった。

　僕は校長先生の顔もまともに見られず、雪伽に支えられながら校長室を出た。

　そしてカグラは、最後まで何も言わなかった。







　ルシファーとの話が終わり、僕らは帰宅する。

　バスを降りて家までの道を歩きながら、僕は変わり始める世界に不安を覚えていた。身体からだより心が疲つかれており、甘いものを食べたい気分だ。

「結局、魔王なのに戦いもしなかったね」

　僕の腕うでを摑つかみながら、雪伽が呟つぶやく。

「……うん」

「気にすることないよ！　にぃちゃんはにぃちゃんだよ！」

　明るく笑う雪伽だが、彼女にも事の深刻さは理解できているはずだ。

　天使が悪あく魔まの一種族だなんて、周りに知れ渡わたったら大事件になる。そして学園を支配しているのが魔王なんていう事実は、下へ手たしたら世界中を揺ゆるがすだろう。

　僕たちが口外しないと信用してもらっている、と思っていいのだろうか。

「でもさ、ルシファーの言う事にも一理あったよ。降天祭はがんばらないとね！」

「そうだね。魔王と降天祭は別だよね」

　降天祭なんて、すっかり忘れていた。今までカグラを取り戻もどすために戦っていたのだし、その前だって学校に悪魔が攻めてきて──

　そんな状況なのに、お祭りなんてやっているヒマがあるのだろうか。

「そういう行事もルシファーが考えてるのかな？」

「ま、学校の行事を作る悪魔がいてもおかしくないよ。毎日の献こん立だてを考えてくれる悪魔もいるんだしね」

「フフン。悪魔とて千せん差さ万ばん別べつ。己おのれの仕事に忠実な悪魔など、腐くさるほどいるわ」

　僕たちの足あし下もとを歩く、黒ネコのカグラ。

「ルシファーの場合、それがちと病的だがな。奴やつは自らの要よう塞さいを守る事に心血を注いでいる。完かん璧ぺきな防ぼう御ぎよを求め、そのために完璧な行程を望む。イレギュラーを嫌きらうが、対策もしっかりと考えている」

「機械みたいな魔王だね」

「その通りだ。奴の杓しやく子し定じよう規ぎな考え方は、吾わが輩はいとは相あい容いれない」

　完璧主義のルシファーと、風ふう来らい坊ぼうのカグラ。性格、合わないだろうなぁ。だけどルシファーもカグラの性格を熟知していて、だから戦わずに済んだんだ。

　悪魔の寿じゆ命みようは長いと聞く。

　魔王なら、さらに長生きだろう。

　そんな魔王が争えば、自然とお互たがいの性格や戦略も分かってくる。だからこそ戦いが泥どろ沼ぬま化かして、人間界まで飛び火してしまうんだ。

「ところで月斗よ、ルシファーが言っていた『コーテンサイ』とは何だ？」

「そうか、カグラは知らないよね。降天祭はウチの学園のお祭りなんだ」

「ほう、祭りか」

　毎年、中間テストが終わると始まる降天祭。

　だけど今年は六月に開かい催さいするという。理由はいろいろあって、悪魔の襲しゆう来らいで亡なくなった生徒の慰い霊れいや、その時に壊こわされた結界の修復記念など。サージ＝ルークの爪つめ痕あとを消すために、例年よりも早く開催されるのだそうな。

　そのあたりの事情もルシファーが考えたのだろうか。無機的な喋しやべり方だけど、学校の事情を理解して予定を変へん更こうするだけの器量は持っているのか。

「祭りとは、具体的に何をするのだ？」

「うーん、普ふ通つうの高校の文化祭と変わらないと思うけどなぁ。屋台やるクラスもあったり、お化け屋や敷しきや演劇をやるクラスもあるし」

「でも、天使を使った出し物は楽しいよ！」

　雪伽の言う通り、七星降霊学園の祭りには天使を用いる。

　たとえば演劇ならば照明や小道具になったり、お化け屋敷なら雰ふん囲い気きを出すために匂においや冷気を発したりする。一般のお客さんも来るので、医い療りよう用天使によるリラクゼーションルームなんてのもあった。

「料理を扱あつかう店もあるのか？」

「もちろんあるよ。やきそばとか、たこやきとかホットドッグとか──」

「ほほう」

　雪伽の説明を聞いて、カグラの目が光る。

　それは食しよく欲よくではなく、自分で作りたいという欲よつ求きゆうだろう。僕もカグラが屋台のようなジャンクフードを作ったところを見た事がない。

「なかなか楽しげな催もよおしではないか。だが所しよ詮せんは素人しろうと集団の馴なれ合いだろう？」

「……そりゃカグラから見ればそうかもしれないけどね。でも、楽しいよ。むしろ素人だから盛り上がれるんだよ」

　普ふ段だんできない事をみんなでやる。結果はどうでもいい。陰いん惨さんな戦いがあった後だから、少しでも生徒の気分が紛まぎれればいいじゃないか。

「そうだよ、みんなで楽しむお祭りなんだから！　ね、にぃちゃん！」

「雪伽も楽しみにしてたんだね」

「もちろんだよ！」

　確かに僕たちも少しは学園生活を楽しんでもいいと思う。今まで苦しい戦いの連続だったのだから、降天祭くらいは無事に終わらせたい。

　きっとそれは僕たちだけでなく、学園に関かかわる全すべての人が願っている事だ。

「フハハハハハ！　ならば何も知らぬ素人どもに、吾輩が祭りの神しん髄ずいを叩たたき込むのも一興ではないか！」

「あのカグラ、頼たのむから祭りを壊さないでね」

　控ひかえめにお願いするが、聞いてくれるだろうか。多分無理だろうなぁ。だけどカグラも期待しているみたいだ。

　そんな事を話しつつ、僕らは帰宅する。

　マンションのエレベータを降り、家の鍵かぎを開けて中に入ると──

「やっ、おかえり」

　先客がいた。

　パーカーにジーンズという軽装でリビングのソファを占せん領りようしているのは、かつて世界中が恐おそれた魔ま王おうベルゼブブその人だった。勝手にテレビを観みつつ、茶ちや菓が子しを食べている。

「バルベル、また勝手に入って」

　彼の身勝手さは、僕たちもいい加減慣れた。なにしろ魔王なのだから、物理的な障害もルール的な禁きん忌きもあったものではない。入れるのであれば、どこだろうと勝手に入ってしまうのが魔王なのだ。

「あ、おかえりー」
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　そしてキッチンから紅茶を淹いれて戻ってきたのは、彼の妹であるアナベル。今までは文字通り白衣しか着ないほど服装に無む頓とん着ちやくな子だったが、今は普通の格好だ。あれ、だけどその服って──

「あっ、アナベル、また私の服着てる！」

「うん。セッカの服は可愛かわいいから参考になるの」

　こちらもルールに縛しばられない自由な思考の持ち主だ。自分の知識の糧かてになるなら、どんな事にも手を出す。

「ちなみに、こっちがセッカの服」

　そう言ってアナベルはもう一着、まったく同じ服を取り出す。

「あれ？　じゃあ今着てるそれは？」

「自分で縫ぬったの。面おも白しろかったよ」

　雪伽に服を返し、ニッコリと笑うアナベル。さすがバルベルも認めるほどの研究者は、手先も器用だ。たった半日で上から下まで洋服を作ってしまうとは。何かを一いつ瞬しゆんで破は壊かいするよりも、一瞬で創造してしまう方が凄すごみを感じるものだ。

「フン。その程度の服、吾輩でも縫えるわ！」

　何な故ぜか対たい抗こう意識を燃やしているカグラ。

　とりあえず僕はカバンをテーブルに置き、ネクタイを緩ゆるめる。バルベルたちが何をしに来たのか、だいたい分かっている。だから僕はバルベルの隣となりに座った。

「ルシファーに会ったよ」

「うん、知ってる」

　だからこそ、彼らがここにいるのだろう。

「どうだった？　ルシファーと話をしてみて」

「……僕を警けい戒かいしているみたいだった」

「だろうね」

　驚おどろく点は多かったが、ルシファーそのものの存在は悪ではないと思った。七星降霊学園の設立者という事実と、人類の味方であるという点は噓うそではないだろう。

　そんなルシファーが警戒しているのは、僕。

　まるで僕が人類の敵になるとでも言わんばかりの発言だった。

　そうでなければ、人類のために戦えって──僕はそこまで偉えらくなったつもりはないのに。

「逆に君に訊ききたかったんだ。バルベル、君はどうしてルシファーを攻こう撃げきするんだ？」

「気にくわないからさ」

　簡潔な返事だった。

「そもそも魔王同士の戦いに限らず、戦争なんてそんなものだろう。相手の性格が気にいらない、相手の持ち物が気に入らない、相手の領土が気に入らない──だから攻撃するのさ」

「そんな身勝手な理由で戦争しているのか！」

　思わず立ち上がってしまったが、そんな僕をバルベルもカグラも冷ややかな目で見つめている。

「知っているだろう？　悪魔は欲よく望ぼうに忠実な存在だ。気に入らないものがあれば、気に入るようにする。人間だって同じ事だろう」

「でも──」

「じゃあゲット。君はルシファーに正義があると感じるのかい？」

　唐とう突とつな質問に戸と惑まどう。

「そ、それは……ルシファーは君のように乱暴者じゃない。戦争を仕し掛かけたりしない。あくまで自分の領土を守ろうとしているだけだ」

「自分の領土？　いつから日本はルシファーに支配されたんだ？」

「支配じゃないよ！　ルシファーは学園を作って、安全を守ってくれているんだ！」

「ふぅん？」

　バカにしたような態度のバルベルに腹が立つ。

「兄様。ゲットを怒おこらせないで」

　と、アナベルが僕とバルベルの間に割り込んで座った。雪伽の洋服を着ているので、一いつ瞬しゆん間ま違ちがえそうになる。

「でもね、ゲット。ルシファーを過信しちゃダメ」

「え？」

　アナベルも同じ事を言うのか。

「兄様も言ったでしょ？　悪あく魔まは欲望に忠実な存在。ルシファーだって自分の欲望で動いてるのよ」

「ルシファーの、欲望……」

　天使族は、悪魔の一種だと彼は言っていた。

　だとするとルシファーにも欲望があってしかるべきだ。

「言ったであろう」

　僕が考えていると、テーブルの上にカグラが乗ってきた。

「ルシファーは臆おく病びよう者だ。身を守る事に全てを捧ささげている。欲望といえば人間にとってマイナスイメージが強いが、何も他者から奪うばったり破壊したりするだけではなかろう？」

「あ、そうか……ルシファーにとって、守るのが欲望なのか」

「現状の維い持じ、そして領域の構築。それも立派な欲望だ」

　自分で決めた一定の地域を、自分の好み通りに作り上げる。

　部屋のインテリアや掃そう除じだって、突つき詰つめれば欲望だ。

　それを壊こわそうとする者がいれば、排はい除じよする。

　外敵への反はん撃げき。

「じゃあ、ルシファーにも戦う理由があるって事？」

「そうだ。戦う理由──あいつにとっては守る理由なんだろう。それがある限り、彼は僕たちへの攻撃を止やめない」

「攻撃……」

　いったいルシファーは何を隠かくしているのか。

　ただ日本を守るだけの魔王ではなかったのか。

「魔王ルシファー……」

　呟つぶやいて、思い出す。

　そもそも何の実績もない悪魔が「魔王」などという大それた存在になるはずがない。

　魔王同士の争いには積極的ではないと言ったルシファーだが、そもそも七十年前に日本にやってくる前も、戦争は続いていたんだ。

「ゲット。君たち人間が平和を望むのは分かるよ」

　バルベルは先ほどまでとはうってかわって優やさしい口調になる。

「だがその平和を、ルシファーが与あたえてくれるかどうかは分からない。君が自分の目で見て、判断するんだ」

「……うん」

「その結果、新たな戦いが起きるかもしれない。そうなったらセッカだけは守れよ。さもなくば僕がもらっていく」

「言われなくたって」

　どんな未来が待っていようと、雪伽だけは守る。

　こんな魔王なんかに渡わたすわけがない。

「でも、にぃちゃんはすごいね」

　雪伽が笑っている。

「たくさんの魔王に注目されてるもんね」

「そうだね……どうしてこうなったんだか」

「それだけゲットがすごい人間ってこと」

　座ったまま僕の袖そでに抱だきつくアナベル。

「兄様、アバドン、ルシファー、多分他ほかの魔ま王おうもゲットを見てる。もちろん私も」

　僕は、そんな特別な存在じゃないのに。

　だけど魔王たちはそう思っている。

　アナベルが触ふれている僕の腕うでに、人類を左右する力が備わっているのだとしたら、僕はどう振ふる舞まえばいいのだろう。

　もちろん人類を救いたいという気持ちはある。

　でも、僕が人類の代表なんてちょっと想像できない。

「ちょっとアナベル！　くっつかないでって言ってるでしょ！」

　僕にしがみつくアナベルの腕をひっぱる雪伽。アナベルの言葉は正しいかもしれないけど、そんな魔王の妹に全力でくってかかる雪伽も充じゆう分ぶんすごいと思う。

「本当に貴様らはいつ見ても退たい屈くつしないな」

「ああ。アバドンがこの家にいる理由がよく分かるね」

　いがみ合っていた魔王同士が、はた迷めい惑わくな理由で合意していた。

　少なくとも我が家の平和を守りたいという欲望は、僕にだってあるんだけどな……。
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　翌日、僕らが登校する頃ころには、すでに学園は様変わりしていた。

　正門前に大きな木材が並べられている。他にも丸めた模造紙やペンキ缶かんなど。それを丁てい寧ねいに検分する生徒の姿。

　きっと降天祭の看板を作ろうとしているのだろう。

　今日から始まる降天祭の準備期間。

　正門に限らず、あちこちで準備は進められている。正門をくぐると資材を運ぶ軽トラックの姿がちらほら見え、登校する生徒たちの持ち物も変わっている。教科書や端たん末まつだけでなく、出し物で使うであろう文ぶん房ぼう具ぐや小道具など。

　見た目だけじゃない。なにより雰ふん囲い気きが違ちがう。

　浮うかれている、って言うと失礼になるのかな。だけど学園全体に流れる雰囲気は、間ま違ちがいなく降天祭への期待だ。そこに不安要素は一つも存在しない。

「にぃちゃん、あれ見て！」

　雪伽が指さす方向を見ると、校舎の壁かべに「降天祭まであと20日！」と書かれた巨きよ大だいな看板がぶら下げてあった。去年はあんなものなかったから、もしかして有志が作ったのだろうか。よっぽど楽しみにしてるんだなぁ。

「人間どもは奇き妙みような風習を持つものだ。学園を改造して暴れ回って、楽しむとは」

　僕の肩かたに乗ったカグラが笑っている。もちろんカグラには学園祭がどういうものか説明してある。

「む──おい月斗、あそこに雅みやびがいるぞ」

「ホントだ」

　校門前にクラスＳの集団がいた。

　もともと体格のいい集団が背筋を伸のばして立っているものだから、余計に目立つ。雅も背の高い方だが、男子に紛まぎれれば小さい。それなのに集団の中で一ひと際きわ目立っていた。

「その資材はＢ棟とうに運んでくれ！　ああ、授業開始までに頼たのむ！　おい、あのポスターを貼はった部活動にペナルティを科せ！　ポスターの掲けい示じは決められた場所のみだ！　早朝準備時間の終しゆう了りようまで、あと十分だ！　各自、作業を急がせろ！」

「了りよう解かい！」

　まるで軍隊のように雅の指示に従うクラスＳの面々。ゴツイ男子が散り散りになる。別にやましい事もしていないのに、彼らを避さける生徒もいた。

　そして残った雅は僕たちを見つけ、

「あ～、月斗ちゃん、雪伽ちゃん、カグラちゃ～ん！」

　無む邪じや気きに微笑ほほえんで手を振った。

　周りの生徒の視線が集まっているんだけど、大だい丈じよう夫ぶなのかな。もはや隠す気なくなってるよね、最近。

「お姉ちゃん！」

　雪伽が駆かけ寄るのを見て、僕も歩き出す。

「みんな、おはよ～！」

　学園の憧あこがれの的である『法王』は、挨あい拶さつのように僕らをまとめて抱だきしめた。

「今日から降天祭の準備が始まるから、一いつ緒しよに登下校できなくて寂さびしかったよ～」

「雅お姉ちゃん、これから毎日？」

「そうよ～」

　降天祭に限らず、雅はイベント毎ごとに駆り出される。例えば去年のクリスマス会などは、実行委員が別にいるのに、なぜか雅が毎日呼び出されていた。それに嫌いやな顔ひとつせず参加していた彼女も彼女だが。

　彼女が『法王』として評価が高いのは、能力ではなくその責任感だろう。雅ならなんとかしてくれる、という期待が大きいのだ。

　もちろん僕だって雅の事は信しん頼らいしている。

　だからこそ、あまり頼たよってはいけないと自省しているんだ。

「でもね、降天祭の当日は遊べるの！」

「ええっ、お姉ちゃんが遊べる!?」

　僕も雪伽も驚おどろいた。

　だって降天祭当日なんて、雅が一番忙いそがしい時間じゃないか。

「と言っても、巡じゆん察さつ任務も兼かねてるんだけどね」

　なるほど。巡察と称しようして、学内を見回るのか。それは遊んでいるのと大差ない。事件が起きたら仕事をしなければならないが、基本は自由だ。

「だから当日は、みんなで遊びましょう！」

「うん！」

　雅と遊べる。そう聞いただけで僕も雪伽も嬉うれしかった。

　学年も違うし、『法王』の仕事で忙しかったから、こういう学内のイベントで一緒に遊ぶ機会があまりなかったのだ。だから降天祭で一緒にいられるのはとても喜ばしい。

「でも、本当に大丈夫なの？」

「大丈夫よ～。千せん手じゆ院いんくんとかが本部に残ってくれるから。あの子、遊ぶの好きじゃないから、待機してた方が性しように合ってるんだって」

　千手院──ああ、雅のサポートをしていた二年生の。

　なにかとクラスＸに突っかかってくる彼だけど、そういう事なら今回は甘えさせてもらおう。

「ただ、問題がひとつあるの」

「？」

「当日の巡察任務なんだけど……私、目立つ格好をしなくちゃならないの。なんか『法王』が歩いてるって事をアピールしなくちゃいけないんだって」

「犯罪抑よく止しとかになるのかな？」

「それもあるけど、困り事ってそれだけじゃないでしょ？　当日でも書類や届け物なんていっぱいあるから、そのへんを全部把は握あくしてる人が歩いてるって分かるだけでも安心するじゃない」

　言わば、歩く生徒会室みたいなものか。

　ただ、それだけでもない気がする。

　やっぱり雅は外見も含ふくめて七星降こう霊れい学園のシンボルだ。そんな彼女を本部で待機させておくだけなんて、勿もつ体たい無ない。

「ちなみに、どんな扮ふん装そうをするかは決定しているのか？」

　唐とう突とつにカグラが質問する。

「え？　まだ決まってないけど」

「ならば吾わが輩はいに任せておけ！　どんな堅かた物ぶつな男でも篭ろう絡らくできる淫いん靡びなコスチュームを作ってやろう！　石いし部べ金きん吉きちハンターと呼ばれる日も近いぞ！」

「あらぁ、それは楽しみね」

「待ってカグラ！　祭りの日になんてもの作ろうとしてるんだよ！　そして雅お姉ちゃんも同意しないでよ！」

　降天祭をどんな惨さん劇げきにするつもりだ。

「愚おろか者が！　月斗よ、貴様は吾輩がそのようなミスをすると思うか!?　吾輩が悪あく魔ま的センスで衣い装しようを作るならば、人間の法にひっかかるようなものは作らぬ！　肌はだを一いつ切さい露ろ出しゆつさせず、なおかつ公こう序じよ良りよう俗ぞくに反しない衣装で誘ゆう惑わくさせてこそ真のデザイナーであろう！」

「そっちの方がタチ悪いよ！」

「現に吾輩が着ているドレスも、一部のペドフィリアどもには大層評判が良いぞ」

「どこでリサーチしたんだよ！」

　ああ、なんだか久しぶりだ。カグラにここまでツッコミを入れるのって。今までおとなしかったけど、もしかしてカグラも祭りの熱気に中あてられてるのかな。

　それとも、アナベルに対たい抗こうしようとしているのかな。昨日、雪伽の服と同じものを縫ぬっていたのを見て、火がついたのかもしれない。

「うふふ、でも楽しみ。当日は何して遊ぼうかな」

　雅は本当に嬉しそうだ。カグラが作ると言った衣装も含めて、期待に胸を膨ふくらませている。

　僕も期待している。降天祭は平和の祭典だ。学園のみんながひとつになって、団結力を強めるためのものだ。何も問題なく終わればいいけど。

　そんな事を思っていると、大きな影かげが歩み寄ってきた。

「あー、すまない。君が責任者かな？」

「ええ、そうですが」

　瞬しゆん時じに『法王』の仮面を被かぶり、キリッとした表情で相手を見る雅。

　話しかけてきたのは退たい魔ま士しだった。戦せん闘とう用のローブではなく、白い制服だ。どちらにせよ校外の大人はよく目立つ。

「資材の搬はん入にゆう口なんだけど、正門以外だとどこを使えばいいのかな？」

「退魔省のイベント会場でしたら、東門が空いています。むしろそちらの方が生徒の搬入とかち合わず、より早く搬入できると思います」

「そうか、詳くわしくありがとう。これからよろしくお願いするよ」

「ええ、こちらこそ」

　退魔士は微笑むと、近くに停とめてあった装そう甲こう車に走っていく。全体に対魔ま術じゆつコーティングがされている、悪魔退治専用の車両だ。

　その退魔士と入れ違いに近づいてくる、小さい影。

「やぁ」

　気さくに手を上げるのは、雪伽よりもずっと小さな女の子──に見える成人女性。

「大おお山やまさん！」

　退魔省、ＸエクＸソｉシｓスｔト部隊所属の凄すご腕うで退魔士。

　性格は怖こわいが、なにかとサポートをしてくれる人だ。

「どうしたんですか？　今日はどういう用件で？」

「今日は珍めずらしく君に用がない」

　大山さんは腕うでを組んだまま、相変わらず強気な態度だ。世間話でも威い圧あつ感かんを感じるのはどうしてだろう。

「私も今日は降天祭の設営の手伝いだ。打ち合わせがメインだがな」

「あ、なるほど」

　去年まで、降天祭は七星降霊学園だけのものだった。

　しかし今年からは事情が違ちがう。

　サージ＝ルークの襲しゆう来らいから、退魔士は堂々と学園の門をくぐれるようになった。そのおかげで退魔省と学園の摩ま擦さつもなくなり、援えん助じよを受けられるようになった。

　学園を守る結界が短期間で修復できたのも、退魔省の協力があってのことだ。

　だから今年の降天祭は、退魔省と学園の親交を深める意味もあるんだ。

　例年より時期が早まったのは、退魔省側の要よう請せいもあったと聞く。どういう意図なのかは分からないが。

「今年は退魔省の出し物もあるんですよね？」

「ああ。研究発表だけじゃないぞ。屋台や天使を使ったパフォーマンスも行う。プロの技わざをとくと見るがいい」

　パフォーマンスはともかく、屋台ってどんなものが出るんだろう。

　自然災害が起きれば自衛隊が派は遣けんされるけど、悪あく魔ま被ひ害がいが起きたら退魔士が出動する。どちらも避ひ難なん民みんへの炊たき出しをするんだけど、噂うわさでは自衛隊と退魔士の料理当番はかなり対抗意識を燃やしているらしい。そのためどちらも非常に美お味いしい炊き出しが出てくるんだとか。

「楽しみにしています」

　そう答えたのは、雅。

　大山さんは自分より背の高い雅を睨にらむように見上げる。

「君が今年の『法王』だったな。前任よりずっと頼たのもしいじゃないか」

「新しん開かい先せん輩ぱいをご存じで？」

「ご存じも何も、彼は卒業してすぐに国家試験を受けて合格したからな。今は東京で訓練中で、私もそれに参加した事があるのだが、最近の新人ではかなり有望株だぞ」

「そうでしたか。これからも鍛きたえてあげてください。あの人、かなりタフですから」

　先輩談義に花を咲さかせる二人。関係ないように見えて、意外なところで共通点が見つかるものだ。

「当日まで、よろしく頼むぞ」

「いいえ、これからも末永くよろしくお願いします」

「ああ」

　大山さんと雅は固い握あく手しゆを交かわす。

　まるで戦友のようだ。

　実際、僕らはただの学生ではない。悪魔と戦うために教育されている退魔士の卵なのだ。だからこそ団結力が試ためされる。

「共に悪魔を倒たおすため、がんばろう」

　力強く宣言する大山さん。

　そうか、降天祭にはそういう目的もあるのか。戦いによって失った生徒を悼いたむと同時に、生徒と退魔士の双そう方ほうが力を合わせ、士気を上げる。

　全すべては悪魔を倒すために。

　それもルシファーの狙ねらいなのだろうか。

　彼が校長先生の姿をしていた時、悪魔の襲しゆう撃げきで生徒を失っても、結果として他ほかの生徒が強くなればいいと言っていた。ルシファーはシステムだけでなく、強い退魔士を育てる事も考えている。

　それに、学園の設立をしたという事は、退魔省と無関係なはずはない。

　おそらくルシファーは退魔省の深い部分と関かかわっている。

　それを大山さんに確かめたいけど、今は無理だ。

「ところで、退魔省の出し物の件なんですが」

　雅が見ているのは、先ほどの特とく殊しゆ装甲車が走り去っていった方角。

　雅が言っていた東門の方角には、今は何もない。

　この学園は無む駄だに広いので、ほとんど校舎と道路と訓練用フィールドしかないのだが、退魔士が集まっているのは校舎のはずれの空き地だ。

　そこに巨きよ大だいなテントのようなものを建てているのが見える。

　まるでサーカスのようだ。登校中の生徒も何事かと立ち寄って見学しており、それをクラスＳの人たちが危険だからと押しとどめている。

「ああ、パフォーマンスと発表会はあそこで行う予定だ」

「ええ、それは事前に頂いた書類の通りです。ただなるべく授業中に大きな音を立てないようにしていただければ」

「了りよう解かいした」

　鷹おう揚ように頷うなずく大山さん。

「あの、大山さん。発表会って、何を発表するんですか？」

「ああ、それは企き業ぎよう秘密なんだが──」

　雪伽の質問に、大山さんは困った顔をしつつ、

「ま、君たちに話しても不利益にはならないからいいだろう。退魔省が新たに開発した新兵器のお披ひ露ろ目め会だよ」

「新兵器？」

　そんな単語を出されて、僕も雪伽も雅も首をかしげる。

「新しい天使の発見とかじゃないんですか？」

　退魔士は天使を使って戦う。新戦法が見つかったとしたら、それは新しい天使の召しよう喚かん方法だったり、既き存そんの天使をより効率的に使う方法だったり。

　どちらにせよ、降天祭で発表するほどのものとは思えない。

「ああ。それは天使を使った新しい戦術だ。これが実用化されれば、悪魔の脅きよう威いから大勢の人を救えるぞ」

「そんなすごいものが……」

　てことは、やっぱりその開発にはルシファーが関わっているのかな。

　だとしたらこの降天祭で発表、というスケジュールもルシファーの計画通りなのか。

　その新兵器のお披露目が、この降天祭の目玉になるわけだ。

「どんな兵器なんですか？」

　試しに聞いてみたが、

「それはまだ言えない。どこに耳がついているか分からないからな」

　大山さんはきっぱりと断る。そもそも優ゆう秀しゆうな退魔士である大山さんが、ここまで話してくれるだけでも珍しい事なのだ。

　だけどＸＸｉｓｔ部隊の大山さんですら期待しているその兵器、どんなものなのか非常に気になる。

　悪あく魔まを倒せる兵器、か──

　そう聞いた僕の胸中は、思っていたほどワクワクしなかった。

　その兵器を凌りよう駕がするほどの力が僕にあるからか。

　それとも──悪魔を倒す事に興味がなくなっているのか。




　　　　＊




　その日の夕食も賑にぎやかだった。

「今日は私が作るね」

　と宣言したのは、なんとアナベル。

　カグラと雪伽が猛もう抗こう議ぎしたが、「とりあえずやらせてみよう」という事になり、キッチンを任せた。なんだかカグラが初めて家に来た時の雪伽も、そんな態度だったな。

　食事の支し度たくをするのにエプロンでなく白衣を着ているのが気になったし、そもそも調理器具がビーカーとフラスコだったのも気になった。だけどカグラの調理風景を見ていると、それでもマシだと思えてしまうのだ。

　そうして待つこと、約一時間。

　出てきたのは、高級料理店も真っ青な料理だった。

「うわっ……」

　見た途と端たん、思わずそんな声が出てしまった。

「……変かな？」

「ち、違うよアナベル！　なんか予想してたのよりずっと凄すごいのが出てきたから、驚おどろいちゃって！」

　そもそも食器が違う。銀製のナイフとフォーク、ウチにないはずの大皿、真っ白なスープカップ、どれをとってもリビングのテーブルに載のせるのすらためらうものばかり。その器うつわに盛られた料理から漂ただよう、美味しそうな匂におい。

「さあ、食べようじゃないか！」

　もはや何の遠えん慮りよもなく食しよく卓たくにつき、ワインをグラスに注ぐバルベル。いや、別にいいんだけどさ。作ったのはアナベルだし。

「フ、フン。見た目は良いようだが、問題は味だ。吾わが輩はいの舌を満足させてくれるのだろうな、アナベルよ」

　カグラもネコから人間の姿に化け、ナイフとフォークを手に難しそうな顔で肉料理を見ている。コース料理にしなかったのは、我が家のキッチンの狭せまさのせいだろう。

「んー、城の調理担当に教わったから、アバドンに合うかどうかは分からないよ」

「城の料理か……」

　そういえばバルベルの居城に招かれた時、すごく美味しい料理をご馳ち走そうになったっけ。あれを作ったのはカグラだけど、ああいう食卓を用意しているって事は、普ふ段だんからそれに近いものを食べているんだ。

「い、いただきます」

　両手を合わせて、僕らは同時に食べ始める。小さな皿に盛られた肉にソースをからめて口に運ぶ。

「美味しい……」

　ため息が出るほど美味しかった。肉がとろけるようだ。なのにソースの味が肉の感かん触しよくを思い出させてくれる。

「うん、美味しいよ。高級レストランみたいだ」

「本当に、美味しいね……」

　雪伽も目を丸くしている。

「私、全然かなわないな」

「そんな事ないよ雪伽」

　アナベルの料理は美味しいけど、それとは別だ。

「雪伽の料理はアナベルとは違ちがう。なんていうか、いつも食べる家庭の味がする。毎日食べても飽あきないんだ」

「え、えへへ、そうかな」

　照れる雪伽。

「月斗の言う通りだ。アナベルよ、貴様の料理は人間から金を巻き上げられるレベルだが、毎日食べるにはいささか濃こすぎる。材料費もバカにならないだろう」

　ペロリと全部平らげてから、偉えらそうに講こう釈しやくをするカグラ。

「その点、吾輩はコストも味も栄養も考えておる。月斗の舌はすっかり吾輩の味を覚えてしまっているからな。もはや吾輩なしでは飢うえて死ぬだろう」

「いや、さすがにそこまでは……雪伽もいるし」

　雪伽が毎日食べられる家庭の味、アナベルが高級料理店の味だとして、ならカグラは何なのかと考える。うーん、難しいな。珍ちん味みとも呼べるけど、慣れ親しんだ味にも思える。形容しがたい存在だ。

「でも、美お味いしいよ、アナベル」

「うん。ありがとゲット」

　小さく微笑ほほえむアナベル。

「こんなに美味しいものに囲まれて、ゲットは幸せものだねぇ」

　バルベルが笑っている。しかし彼の目の前にある皿はあまり減っていない。

「食べないの、バルベル？　こんなに美味しいのに」

「美味しいことは美味しいんだが……いささか食べ飽きてね。妹の練習台にさせられて、かれこれ四十万食は食べさせられたか」

「そんなに練習したの!?」

　悪魔の反復練習って、そんなにかかるのか。ただでさえ頭のいいアナベルですら、そこまで練習したなんて……恐るべし、悪魔の料理。

「そんなわけで、たまにはジャンクフードでも食べたいものさ」

「贅ぜい沢たくな悩なやみだなぁ」

　苦く笑しようするが、バルベルの気持ちは分からないでもない。

「そういえばゲット。今度君の学園で行われる、なんて言ったっけ、あの祭り」

「降天祭？」

「そう、それだ。ああいう祭りではジャンクフードが出るって聞いたけど」

「そうだね、やきそばとかクレープとか、あとはフランクフルトとか」

「いいじゃないか！　確か三週間後だったな！」

　なんでこの魔ま王おうは僕の学校の学園祭に詳くわしいのだ。

「魔王が人間の学園祭なんて見て、楽しいの？」

「なんだって楽しいさ。楽しもうと思えば」

「けど、ウチの学園祭は──」

　そこまで言って、気づいた。

　僕は、なんでこんな話題を続けているんだ。

　自分の浅はかさが恥はずかしい。

「どうしたゲット？」

「……ごめん。でも、僕の学園が何をする所か、君も知っているだろう？」

「ああ、ルシファーの根城って事か。なるほど、それは面めん倒どうだな」

「そうじゃなくて！」

　力が余って、ついテーブルを叩たたいてしまった。

　大きな音に、食卓が静まり返る。

　どうしてバルベルは笑っていられるんだ。

　カグラもずっと今まで言わなかったけど。




　降天祭は、人間が悪魔を殺そうと一いつ致ち団結する祭りなんだ。




　ずっと胸に残っていた疑問の正体がようやく分かった。

　僕は退たい魔ま士しを目指す七星降こう霊れい学園の生徒だ。

　悪魔は殺すべき存在であり、悪魔は両親の仇かたきだ。

　なのに僕は、今何をしているんだ。

　悪魔の作った食事を食べ、その腕うで前まえを褒ほめ、喜んでもらえた事が嬉うれしいと思っている。その兄の境きよう遇ぐうに同情し、ジャンクフードの話をする。

　その一方で、僕らは悪魔を殺すための祭りを楽しもうとしている。

　──何をしているんだ、僕は。

　今のこの状じよう況きようは、非常に矛む盾じゆんしている。

　悪魔を殺すはずの僕が、悪魔と一いつ緒しよに食事をするなんて。

「にぃちゃん？」

　心配そうな顔で僕を見る雪伽。

　彼女はこの矛盾に気づいているのか。

「──ごめん。ごちそうさま」

　アナベルの料理は一通り食べ終えていたので、残すような真ま似ねはしなかった。僕は空いた皿を片付けやすいように積み上げると、そのまま自室へ戻もどった。

　強きよう烈れつなストレスに、吐はきそうになる。

　せっかくアナベルが作ってくれたものを吐いてなるものか、という気持ちと、そもそも悪魔が作った食べ物を大事にする自分に対する気持ちがせめぎ合っていた。







　ドアの向こうから、バルベルとアナベルの声が聞こえる。

　おそらく僕の体調を心配する言葉と、別れの挨あい拶さつだ。雪伽とカグラがそれに応じ、しばらくするとキッチンから食器を洗う音が聞こえてきた。

　水の音を聞きながら、僕は思う。

　今の僕は、何なのだ。

　どうして悪あく魔まと馴なれ合っているのだ。

　悪魔とは、人類の敵だ。

　両親の仇だ。

　僕らは悪魔を殺すために七星降霊学園に入ったんじゃないのか。

　そうだ。悪魔は殺すべきなんだ。

　でも──

　カグラは悪魔だ。

　そのカグラが、今の僕たちには必要だ。

　何のために。

　それは悪魔と戦うためだ。

　バルベルのような邪じや悪あくな悪魔と──

　待て。

　バルベルは、本当に邪悪なのか。

　両親の死に関かかわっているといったが、彼が直接手を下したわけじゃない。それを言ったら、ゼノンのように家族を殺された悪魔にとって、人間は全すべて仇だ。

　どこまでを恨うらめばいいんだ。

　僕は──

「にぃちゃん、入るよ」

　ノックの音と共に、雪伽が入ってきた。

「雪伽……」

「具合どう？」

「う、うん。割と平気」

　噓うそをついた。

　身体からだはともかく、頭は混乱している。正直、雪伽にも出ていってもらいたいくらいだ。今はひとりで考えたい。

「あのね、にぃちゃん」

　雪伽は僕のベッドに腰こし掛かけ、こう言った。

「どうして私たち、悪魔と戦うのかな？」

「……！」

「バルベルやアナベルと楽しくお話できるのに、学園祭では悪魔を殺すためにがんばって──私、どうしたかったのかな」

　まさにそれは僕が考えていた事じゃないか。

　やっぱり双ふた子ごだからかな。

「雪伽。今、君は何を考えてる？」

「……戦いたくない」

　正直に、彼女は言った。

「人を襲おそう悪魔は別だけど、少なくともバルベルやアナベルとは戦いたくない。きっとそういう悪魔は魔ま界かいにもいっぱいいると思う」

「僕も同じ気持ちだよ」

　逆に殴なぐりたい人間だっている。人間でも悪魔でも、それは変わらないはずだ。

　異なる存在がいれば、戦いは起きる。

　その結果、悲しみや恨みが募つのる。

「戦いたくない──いいや、戦いを終わらせたい」

　それが僕の結論だった。

　悪魔退治も、魔王の力を手に入れたのも、全てはそのためだ。

　これ以上、苦しむ人が増えるのを見たくないんだ。

「どうすれば戦いが終わるんだろう」

　僕の質問に、雪伽は簡単に答える。

「戦いをやめればいいんじゃない？」

「……それ、答えになってないよ」

「アハハ」

　苦笑してツッコミを入れる。

　が──

「いや、雪伽。それ案外間ま違ちがってないよ」

「え？」

「戦いの終結って、そういう事だよ。相手を全ぜん滅めつさせるとか、攻せめ込む土地に旨うまみがなくなるとか、戦いを継けい続ぞくするだけの力がなくなるとか、色々理由はあるんだ」

「う、うん。そうだね」

「だったら、今の僕たちは──それなら──」

　きっとこの問題について考えなければ、ずっと辿たどり着かなかった。

　だけど、たった今、僕は──




　思いついてしまった。




　それは「目的」と「手段」。

　本当に、よからぬ事だ。

　きっと一ヶ月前の自分だったら笑って却きやつ下かした事だ。

　できるわけがない。

　そもそもやる意味がない。

　でも、今の僕には可能だ。

　やる意味も、ある。

　けど、この考えは──

「あ、あれ？」

　思考が変な方向に向かっている。

　今の僕は、明らかにおかしい。

　だけど思いついたこの考え方が、間違っているとも思えない。

「にぃちゃん」

　雪伽が僕の手を握にぎる。

　洗い物の後でひんやりと冷たい手が、僕を現実に戻してくれた。

「話して。何を思いついたの？」

　まっすぐに僕を見る雪伽。

「僕は──」

　少し迷い、僕は全部打ち明けた。

　たどたどしい口調で、だけど雪伽なら理解してくれると信じて、今思った事を全てぶちまけた。否定してくれても、不可能だと笑ってくれても構わなかった。むしろそうして欲しかった。

「──って、思ったんだ……」

　全てを語り終えると、雪伽はやっぱり驚おどろいていた。

　口元に手をあて、少し引いている。

「にぃちゃん、それ、退魔士の考え方じゃないよ……」

「やっぱり、そうかな？」

「下へ手たしたら逮たい捕ほされるよ？」

「だよね……」

「でも、私はアリだと思うよ」

　笑って、彼女はそう言ってくれた。
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「他ほかの人が言うならともかく、にぃちゃんなら実現できると思う」

「雪伽──」

　そこで雪伽は、少しだけ僕から目をそらす。

「だってにぃちゃんは、人類を背負える力を持っているから」

「……うん」

　結果として、ルシファーの言葉を肯こう定ていする形になってしまった。

　でも、僕の目的を達するには、それに乗っかるしかない。

「だから私は、にぃちゃんについていくよ。逮捕される時も、一いつ緒しよだよ」

「……ありがと」

　思わず、雪伽を抱だきしめた。

　柔やわらかい彼女の温ぬくもりが僕の全身に伝わる。

　──よかった。

　たった一人でも、僕の話を聞いてくれる人がいてくれて、本当によかった。

　でも、他の人の反応は違ちがうだろう。

　きっと僕をなじり、貶けなすはずだ。逮捕というのもあながち間違ってはいない。

　そんな醜みにくくて邪よこしまな考えが、今、僕の頭の中にあるんだ。
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「却下だ」

　提出したはずの用紙は、五秒で突つき返された。

　普ふ通つうの教室がある校舎の隣となり、主に文化部や生徒会室が並ぶ部室棟とうの一室。普ふ段だんは使われていないそこは、今は「降天祭管理委員会」の看板が下がっていた。

　多くの書類が詰つめられた棚たなと、それを管理する一台のノートパソコン。そしてそれを操作する机。

　それだけしかない簡素な教室の主あるじは、クラスＳの千せん手じゆ院いんだった。

　冷たい目で僕らを見上げるその態度は、一いつ片ぺんの妥だ協きようも許さない鋼鉄の意志が感じられる。もう最初から議論を拒こばんでいる。

　だからといって引き下がれない。

　この書類だって、僕らクラスＸが一日かけて話し合った結果なんだ。

　それが、どうして五秒で却下されないといけないんだ。

　だから僕は声をあげて抗こう議ぎする。

「どう──」

「どうして却下なのっ!?」

　……はずが、僕より先に渚なぎさに言われてしまった。

「おう、そうだそうだ！　書類に不備はねーだろうが！」

　渚の隣で腕うでを組んでいるボブ。彼らに威い圧あつされたら、普通の人間はビビッて逃にげ出すだろう。かたやプロ退たい魔ま士し、もう片方は自衛隊も真っ青のマッチョ。

「……書類は私が書いたんだけど」

　そんなボブを睨にらむのは柚ゆ子ず。千手院の視線もかなりの冷気を纏まとっているはずなんだけど、柚子のそれにはかなわない。ボブですら萎い縮しゆくしてしまっている。さすがに彼らの剣けん幕まくにはかなわず、雪せつ伽かと銀ぎん河がは彼らの後ろで笑っているだけだ。

　と、こんな風にクラスＸ全員の抗議を受けつつも、千手院の態度は変わらない。

「却下の理由が知りたいのか」

　なぜか僕だけを睨み付け、千手院は突き返した書類の上に、薄うすい冊子を置く。

　それは降天祭の要綱。各団体に一冊ずつ配られるもので、僕らはこれに書いてある書式の通りに申しん請せい書しよを作ったのだ。

「二ページ目を読んでみろ」

　冊子を開いてすぐだ。僕がページをめくると、全員がのぞき込む。

「そこにはこう書いてあるはずだ。『各団体の出し物は、公こう序じよ良りよう俗ぞくに反しない程度のもの。七ナナ星セ降こう霊れい学園の生徒としてふさわしいものに限ります。飲食物を取り扱あつかう場合は保健所への申請も必要です』と」

　見てもいないのに、正確に文面を読み上げる千手院。

「保健所にはちゃんと申請するつもりだけど」

「そこじゃない、バカが」

　苛いら立だった表情で、千手院は申請用紙を見せる。

「なんだこの出し物は？　我々を舐なめているのか？」

「舐めてるって、そんなわけないだろう！」

　どうしてそういう話になるのだ。

「じゃあ説明してみせろ！」

　からかわれていると思ったのか、激げつ昂こうした千手院は申請用紙を投げつける。




「悪あく魔まが料理を作る屋台なんて、認められるわけがないだろう！」




　静まり返る室内。

　気まずい沈ちん黙もくの中、最初に口を開いたのはボブ。

「……やっぱりダメなのか？」

「当たり前だ低脳が！　退魔省と手を取り合って悪魔を退治しよう、と盛り上げるのが降天祭の役割だ！　それなのに悪魔がメインの出し物をやるゴミクズがどこにいる！」

　そう言われると一言もない。

「でもこの悪魔の作るジャンクフード、すごく美お味いしいよ？　きっとお客さんもたくさん来てくれると思う」

　渚が援えん護ご射しや撃げきしてくれるが、

「味の問題ではない！　そもそも悪魔の屋台に行列ができてみろ！　それこそ退魔省の権けん威いは失しつ墜ついするだろうが！」

「それは退魔省の問題じゃん」

「学内の士気の問題だ！　得をするのは君たちだけだっ！」

「なんでよー！」

　さらに抗議しようとする渚。

「ま、待って。落ち着いて渚。ボブもちょっと待って」

　飛びかかりそうな渚を取り押さえると、僕はクラスＸのみんなにこう告げる。

「あの、これだけ人がいると話し合いにならないから、僕が代表して千手院くんと話をつけるよ。なんとか折り合うようにするから、みんなは先に教室に戻もどってて」

「月げつ斗とくんの言う通りだよ。これじゃまるでケンカだ。僕たちは書類を提出しに来ただけなんだからさ」

「……しょーがないなぁ」

　苦く笑しようする銀河を見て、渚もボブも矛ほこを収めてくれた。

「じゃあ、にぃちゃん。あとは頼たのんだよ」

「うん」

　雪伽と銀河に押されるようにして退室していくクラスＸのみんな。渚は最後までぶつくさ言っていたが、僕と目が合うと素す直なおに戻っていってくれた。

　そして降天祭管理委員会に残る僕と千手院。

「……確か瀬せ川がわくんは退魔士だったな。それなのに悪魔の屋台を推おすのか」

「逆に退魔士だから悪魔に慣れてるんだよ。あと、実力主義な所もあるから、カグラの料理でお金が取れると思ったんだろう」

「フン。効率的な商売の方法も悪魔が伝授したと伝えられているからな」

　千手院は僕を強く睨み、

「そもそもこんな企き画かく、教師が黙だまっていないだろう。君たちの担任は何をしていたんだ」

「牧まき原はら先生は『自主性に任せる』って言って、会議には参加しなかったんだ」

　そもそも彼女は教師主しゆ催さいの「天使プロレス」の代表を任されており、僕たちにかまっていられないという事情もある。行事に参加するのは苦手だと話していた牧原先生だけど、最近はとても燃えていた。

「それでどうするんだ？　僕を説得できる言い訳はできたのか？」

「言い訳じゃないよ。僕は悪魔の力を知って欲しいと思ったから、この案を提案したんだ」

「ほう、君の発案か。悪魔使いである君らしいな」

「退魔士にだって悪魔使いはいるよ」

「だがこういう場では空気を読んで出さないものだ」

　分が悪いのは分かってる。

　だけど僕は、どうしてもこの出し物をやりたかった。

　せめてカグラの存在を、校外の人にも知ってもらいたかった。

「失礼する」

　ノックの音で会話が中断された。

　入ってきたのは、雅みやび。

「これは『法王』！　御ご用ようがあるなら、僕が参りましたのに！」

　彼女に心しん酔すいしている千手院が起立する。

「いや、手を煩わずらわせるわけにはいかない。各部活動からの予算申請と、足りない資材をリストアップさせたものだ。明日あしたまでに必要だったんだろう？」

「ありがとうございます！　これで作業がかなり捗はかどります！」

　まるで賞状のように書類を受け取り、一礼する千手院。

　書類を渡わたした雅と、僕の目が合う。

「で、次の問題は彼だな」

　と、僕の制服の襟えりを摑つかむ雅。

「ちょっと借りていくぞ」

「は……はい」

　僕を引きずって部屋を出ていく雅と、多少不満げに頷うなずく千手院。僕が雅と親しくするのは嫌いやだけど、彼女なら問題をうまく解決してくれるという安心がせめぎ合っているのだろう。







「ん～……ダメね」

　部室棟の屋上で雅に今あった事を話したら、十秒ほど考えて却きやつ下かされた。なんと千手院の二倍だ。そのくらいは考こう慮りよに値あたいする事案だったのだろう。

「やっぱり天使の祭典なんだから、悪魔を使っちゃダメだと思うの」

　放課後の屋上からは、学内の活気がよく伝わる。

　校庭で巨きよ大だいな垂れ幕を広げる団体や、何台ものトラックに資材を積んで戻ってくる退魔士たち。吹すい奏そう楽がく部の演奏や、演劇部の練習風景も見える。

「そっか……」

「たとえばカグラちゃんに料理を教わって、それでクラスＸのみんなが店に出るっていうなら認められるけど」

　雅は代だい替たい案あんを考えるのも早い。

　それならカグラの料理に近づいたものを出せるかもしれない。

「それじゃ意味がないんだよ。カグラが料理をしないと」

「どういう事なの？」

　僕が雅にも食い下がったのは、それが原因だ。

　カグラを祭りに参加させたかった。

　本当は渚やボブよりも、僕が千手院に怒ど鳴なりたかったくらいだ。

「ねぇ月斗ちゃん。どうしてカグラちゃんじゃないとダメなの？」

「……それは」

　僕の中には、明確な理由がある。

　それを雅に相談すべきか、かなり迷っていた。

　しかしここで『法王』に自分の考えを聞いてもらわないと、後々もっとこじれてしまうと思った。

　それでも、緊きん張ちようする。否定されるのが分かっているから。

「雅お姉ちゃん」

　屋上の風が、小さな僕の声を雅に届けてくれる。

「僕はね、この降天祭に反対なんだ」

「えっ？」

「最近、自分が何をしたいのか分からなくなって、雪伽と二人で考えたんだよ。僕が本当にやりたいのは、悪魔退治なのかって」

「ちょ、ちょっと待って月斗ちゃん。話がよく見えないんだけど──」

　自分でも変だと思う。

　降天祭の出し物から、こんな話に変わるなんて。

「少し前までは、僕も何も思わなかった。このまま天使の使い方を学んで、学園を卒業したら立派な退たい魔ま士しになるって決めてたんだ」

「月斗ちゃん、本当にどうしちゃったの？」

「聞いて、雅お姉ちゃん」

　心配そうな雅の言葉すら遮さえぎって、僕は話し続ける。

「僕は、もう以前のような考え方はできなくなっちゃったんだ。カグラを召しよう喚かんして、人より何倍も死線を彷徨さまよって、魔ま王おうとも戦って──そんな経験をしてたら、色々な疑問が浮うかんできたんだ」

「疑問って、悪魔に対する疑問？」

「ちょっと違ちがうかな。僕が感じたのは、今の戦いそのものに対する疑問だよ」

「戦うのが嫌になった？」

「それも違う……かも」

　否定はできない。今の僕は前ほど悪魔に対する怒いかりがなくなっているのは事実だ。

　正確には、悪魔そのものに対する憎ぞう悪お。

　たとえば多くの人を殺し、学園を破は壊かいしたサージ＝ルークなんかは、アバドンを憑ひよう依いさせてでも倒たおしたかった。あんな悪魔がこの世に存在してはいけない。

　しかし、それ以外の悪魔は。

　魔ま界かいに存在している無数の悪魔は、どんな性格をしているのか。

「お姉ちゃん。どうして人類と悪魔は戦うの？」

　雪伽にもした質問を、僕は雅にもぶつける。

「それはもちろん、悪魔が攻せめてくるからよ。悪魔から人間を守るために戦わなくちゃいけないでしょ？　月斗ちゃん、本当に大だい丈じよう夫ぶ？　どうしちゃったの？」

「大丈夫。僕はちゃんと考えてる」

「でも、そんな根本的な話なんて今まで一度もした事ないじゃない」

「そうだよ、した事がないんだ」

　これが重要なんだ。

「そもそも雅お姉ちゃん、どうして七星降こう霊れい学園に入ろうと思ったの？」

「それは、悪魔に困っている人を助けたいと思ったからよ。私のお父さんも退魔省に勤めてるし、私も役に立ちたいと思って」

　知っている。雅が入学する時に教えてもらった。

　僕たち兄きよう妹だいと違って、雅には直接的な悪あく魔まに対する憎悪はない。その代わりご両親から受け継ついだ強い正義感が彼女を動かしている。

　その気高い志は僕も尊敬している。

　でも──

「悪魔が攻めてくるから、戦う。それはいいとして、じゃあどうすれば戦いは終わるの？　悪魔を全ぜん滅めつさせるつもり？」

「そんな事は、できない……よ」

「じゃあこの戦いは永遠に続けるの？　本当にそれでいいの？」

「そんなわけない。どこかで戦いを終わらせないとダメよ」

「じゃあ、どうやって終わらせるの？」

「それはもちろん、悪魔を徹てつ底てい的に叩たたいて降こう伏ふくさせるのよ」

　彼女だけでなく、他ほかの人間もそう信じている。

　もちろん降伏させるのも方法のひとつだ。だけどそれ以外にもやり方はいっぱいあるだろう。これから技術が発展すれば、その選せん択たく肢しはさらに増えていく。

「僕はそれ以外の方法があるんじゃないかと思ってる。戦いを終わらせるために、もっと平和的な方法があるはずなんだ」

「そりゃ戦いはない方がいいけど……」

「僕は今までの戦いの中で、その方法をずっと考えていたんだ」

「それで、結論は出たの？」

「──出たよ」

　だから迷っているのだ。

　手の中が汗あせばんでいる。どういう結果を招くか迷っているから。

「少なくとも、悪魔は人間と会話ができる。知能の差はあるけど、魔王クラスになれば人間よりずっと頭がいい。そんな彼らと人類は、今まで一度も交こう渉しようをした事がないんだ」

「交渉……？」

「悪魔使いが低級悪魔と契けい約やくするための交渉じゃなくて、もっと大きな国同士の会話の事だよ。人間同士の戦争でも、戦いが泥どろ沼ぬま化かする前に交渉して停戦条約を結ぶでしょ？」

「月斗ちゃん、まさか──」

「うん」

　震ふるえる雅の声に、僕は頷く。




「僕は悪魔と和平を結べないかと思ってる」




　雅の眉まゆが歪ゆがむ。

　うん、それが普ふ通つうの感覚だ。

「何を言ってるの月斗ちゃん！」

　雅が僕の肩かたを摑んだ。

「悪魔と和平なんて、無理に決まってるじゃない！　悪魔は人類の敵なのよ!?」

「人類の敵だけど、話し合いに応じないわけじゃない」

「知能の高い悪魔もいるけど、全すべてが人類に牙きばをむく存在じゃない！　今さら話し合いなんて、誰だれが得するのよ!?」

「でも、戦いが終わるかもしれないんだよ！」

「……っ！」

　雅の目は、今まで見た事もないほど怖こわかった。

　僕と接する時ではない──そう、悪魔と対たい峙じした時のような恐おそろしい目だった。

　だけど聡そう明めいな彼女は僕の言葉をちゃんと聞いてくれている。僕の言葉の矛む盾じゆんを探しているのが分かる。

「……百ひやつ歩ぽ譲ゆずって、悪魔との会話が成立したとしましょう。でも、誰がどうやって交渉するの？　戦いをやめてくださいって、頼たのみに行くの？　それによって悪魔がどのようなメリットを得るの？　そもそも交渉に強制力はあるの？」

「それは──」

　一いつ瞬しゆん、言葉に詰つまる。

「考えていないの？」

「そんな事ないよ！」

「なら、それがとてもとても難しい事だって理解してるわよね？　個人が戦争を止めようとしているのよ？　しかも人間同士の戦いならともかく、種族も違う悪魔との戦いを止めるのよ？」

「……うん」

　雅と話せば話すほど、それが困難な道だと分かる。

　だけど、不可能じゃない。

　成功すれば全ての戦いが終わるというのに。

「!?」

　その時、僕は反射的に振ふり返った。

　鍵かぎをかけたはずの屋上に、校長先生がいる。

「よく気がつきましたね、花はな村むらくん？」

　いつものように笑え顔がおで立っている、小太りのおじさん。

　だけどその正体は──

「ウソ……私は気づかなかった……」

　口元を押さえる雅。

　僕も何かを察知したわけではない。ただそんな気がしただけだ。

「校長先生、どうしてここに？」

　彼の正体を知らない雅は動どう揺ようしている。普ふ段だんの校長先生はどこか頼たよりないおじさんで、気配を消して近づくようなマネなどできないと全校生徒が思っている。

　本当の事は、言えない。

　まさか彼が──

「秋あき月づき雅さん。あなたは『法王』としてよくやってくれています。その功績に免めんじて、私の正体をお教えしましょう」

　校長先生の姿が消えた。

　テレビを消すようにノイズが走ったと思ったら、白い人型天使の姿に変わっていた。

「ルシファー……！」

「なんですって!?　なぜ七人の魔王のひとりが、ここに？」

　とっさに『法王』に戻もどる雅。僕とは違い、カグラ以外の悪魔に対しては瞬しゆん時じに戦せん闘とうモードになれる。だから彼女は強いのだ。

「会話をしにきました。花村くんが言うところの、交渉です」

「なんだと……!?」

「『法王』ならば、名前くらい聞いた事があるでしょう。私はいわゆる『管アドミ理ニスト者レーター』と呼ばれる者です」

「……そうか、そういう事か！」

　納なつ得とくする雅だが、僕には何の話か分からない。

「学内や退魔省のネットワーク管理者の事だ。それらを統とう括かつする者が人間ではないという情報は知っていたが、まさか魔王だったとは……」

　やっぱり退魔省とも繫つながっていたのか。関係性もそうだけど、ネットワークでも上位の管理者という事は、日本の退魔省はルシファーの手の中という事か。

「雅お姉ちゃんも知ってたの？」

「退魔省との繫がりもあるけど、私は自分で調べたの。この学園、不思議な事が多すぎるからね。だけどまさか魔ま王おうが管理していたなんて──」

　不満はあるようだが、雅はルシファーに対して警けい戒かいを解いた。ルシファーの功績を知っているからこそ、味方だと瞬時に判断したのだろう。

「失礼ながら、今までの花村くんの発言を聞かせてもらいました。あなたの意思は理解しましたが、同時に遺い憾かんの意を禁じ得ません」

「……どこから聞いてたんですか？」

　屋上にマイクの類たぐいはなかったはずだ。録音用の天使の気配もしなかったのに。

「この学園は私の手足のようなものです。どの生徒がどこで何をしていようと、全部私に伝わります。視覚、聴ちよう覚かく、嗅きゆう覚かく──そして記録として。あなたもそれを承知で話していたのでしょう？」

「……はい」

　遅おそかれ早はやかれルシファーにもバレると思っていた。

「花村くん。私は人類の平和を望みますが、降りかかる火の粉は払はらわなくてはなりません。そのための退魔士であり、そのための七星降霊学園です」

「ルシファー、あなたは……！」

　雅もルシファーの言葉に驚おどろいている。魔王と呼ばれた存在から「平和」という単語が出てくる事なんて、滅めつ多たにないだろうから。

「完かん璧ぺきな平和のために、私たちは武装するのです。『抑よく止し力りよく』という意味もあります。対話で戦争を終わらせる前に、まず自衛する力をつけなくてはなりません」

「…………」

　僕も雅も黙だまる。

　おそらくは別々の気持ちで。

「ルシファー、ならばひとつ訊ききたい」

　顔を上げた雅は、厳しい視線を投げかける。

「あなたが魔王であり、かつ退魔士のシステムを作ったという前提で質問する。現状、悪魔から確実に身を守る方法は結界のみだ。しかも結界にも優ゆう劣れつがある。この学園に張られている熾し天てん使し級の結界でなければ安心できない」

「はい。それはゲートを開ける悪魔による、無差別な侵しん入にゆうが原因だと考えています」

　これが人間の戦争と違ちがう点だ。悪魔は人間界の至る所から出現する。ゲートさえ開いてしまえば、どこだろうと容易に出現できてしまうのだ。いわばゲリラ戦のような状態で、退魔士も後手に回ってしまうのだ。

「平和を望むと言うのなら、被ひ害がいが出てから対策するという現在のシステムに対して、どう思っているのか教えて欲しい」

「私もその問題を解決する方法を探していました。魔ま界かいのゲートから現れる悪あく魔まに対し、いかに早く対処するかが最優先課題でした」

「過去形……と、いう事は」

「はい。その問題はもうすぐクリアされます」

　ゲートから現れる悪魔に対処できるようになるのか。無差別に開くゲートに対して、どうやれば対処できると言うんだ。

　質問をする前に、ルシファーはそれを語りだす。

「私と退魔省によって開発した新兵器です」

「新兵器──今度の降天祭で発表するという」

「そうです。退魔省の方々が呼びやすいというので『兵器』と呼んでいますが、正確には兵器ではありません」

「兵器じゃない……？」

　ルシファーは小さく頷うなずく。

「我々はこれを『捌はち号ごう防衛システム』と呼んでいます」

　システム。

　兵器ではなく、何かをするための仕組み。

「簡単にご説明しましょう」

　ルシファーが手を振ると、目の前に映像が映し出された。日本地図だ。スクリーンもないのに。ルシファー本人を投射しているのと同じ原理なのか。

「このシステムは日本中に薄うすい結界を張ります。結界自体に攻こう撃げき力はありませんが、ゲートの発生を感知する機能があります」

「それだけでも、すごい事じゃ……」

「はい。ゲートの発生を感知するだけなら、今でもかなり実用化された結界があります。今回はその効果範はん囲いと感知精度を大おお幅はばに強化したものを使います。そして重要なのはここからです。ゲートを感知した後、自動で攻撃型天使がその場に出現します」

「ええ!?」

　その結果どうなるか、誰でも想像できる。

　悪魔が出現したその瞬しゆん間かんに、天使が現れて倒たおしてくれるのだから。

「出現する天使の階級は？」

　やはり雅は冷静に考え、質問を投げかける。

「ゲートによって異なります。最低でも権ごん天てん使し、大きなものになれば熾天使も召しよう喚かん可能です」

　そして雅の質問に対しても、想定しているかのように答えるルシファー。

「システムの発動に必要な魔ま力りよくは？　電力は？」

「電力はさほど必要ありません。独立電源を使いますので、発電所に事故が起きても平気です。そして魔力は結界内の人間の魔力──つまり日本人の魔力を少しだけ借ります。当然ですが生活に支障のない量です」

「馬ば鹿かな……そんなものが……」

　雅も舌を巻くほどの、強力な結界だ。

「あの、ルシファー」

　僕も質問する。雅ほど突つっ込んだ内容ではないけれど。

「そのシステムが完成したら、今の退魔士って必要なくなりませんか？」

「はい。退魔士の戦せん闘とう行こう為いはほぼ必要ありません。唯ゆい一いつ、人間の悪魔召喚士を捕つかまえるための武装は必要になりますが、これも悪魔召喚を封ふうじられるので警察官程度の武装で問題ありません」

「あと、今人間界にいる悪魔は……」

　たとえば渚のお父さんは退魔省で働いている悪魔だ。そういう人たちはどうなってしまうのだろうか。

「システムの発動前に申しん請せいが受理された悪魔に関しては、天使に攻撃されません。それ以外の悪魔は全すべて攻撃対象です」

　なるほど、人間にとって益のある悪魔は残してもいいのか。

　本当によくできたシステムだ。問題は実現可能かどうかって事だけど、ルシファーと退魔省が降天祭で自信を持って発表するのだから、きっと何度も実験を重ねたのだろう。

「いかがですか。この『捌号防衛システム』は」

「……素す晴ばらしいと、思う」

　答えたのは、雅。

「月斗ちゃん。これはあなたの言っている戦いの終わりじゃないの？」

「え……」

「戦わなくていい世界が来るのよ！　平和な日本になるのよ！」

「そう……だね」

　僕はもう一度考えて、頷く。

　そうなのだ。

　このシステムが完成すれば、事実上の戦いはなくなるのだ。

　なくなる──んだろうか。

「どうしたの、月斗ちゃん？」

「あ──うん」

　ルシファーの言葉は、いつも正しいと思う。

　なのに僕の心の中には常に小さなしこりのようなものが生まれる。

　バルベルに言われたからではない。ルシファーが僕を騙だましているとも思えない。だけどルシファーの言葉を肯こう定ていできない自分がいる。

　考えるんだ。

　捌号防衛システムとやらが起動した場合、僕にとって何が不利益なのか。

「月斗ちゃん。ルシファーのやろうとしている事は、月斗ちゃんが理想としていたものじゃないの？」

「──違う、と思う」

「どうして!?　悪魔との争いがなくなるのよ？」

「なくなる──本当になくなるのかな」

　自分自身に問いかける。

　そして自分の問いを否定する。

「なくならないよ。戦いが自動化されるだけで、悪魔との戦いが終わるわけじゃない。戦争を機械に任せても、悪魔の憎にくしみは人間に向けられたままだ！」

　僕は悪魔を根絶したいんじゃない。

　悪魔と交こう渉しようしたいと思ったのは、戦いそのものをなくすためだ。

　むしろシステムが発動すれば、より悪魔の怒いかりを買う。悪魔はシステムを克こく服ふくしようと、さらに強大な力を使ってゲートをこじ開けてくるかもしれない。そうなったら今よりもひどい戦いが待っている。

「ルシファー。僕はあなたの考えを否定します。あなたは平和のためと言うが、やっている事は戦争そのものだ」

「平和のための戦いです」

　ルシファーは無感動に答える。

「月斗ちゃん……私は」

「ごめん雅お姉ちゃん。僕はルシファーのやり方を受け入れられない。僕は僕のやり方で、平和を手に入れたいと思う」

「月斗ちゃんの気持ちは理解したいけど──」

　うなだれる雅。

「でも、やっぱり賛成できない。私は『抑止力』という言葉に賛成する。そもそも全ての悪魔が交渉のテーブルについてくれるとは限らない。それに、今も悪魔被ひ害がいに困っている人がいるのに、黙ってはいられない」

「雅お姉ちゃん……」

　いつもなら彼女が困った時は、強ごう引いんに僕や雪伽を抱だきしめて、全力で悲しいと泣なき叫さけんでいた。それは僕たちにだけ見せる顔で、逆にそういう感情を見せられた僕らは安心したものだ。

　けど、今の雅は僕に触ふれようとしない。

　僕と彼女の、わずか一メートルほどの距きよ離りの間に不可視の壁かべが生まれたようだった。

「花村くん」

　前とまったく同じ口調で、ルシファーが問いかける。

「あなたの考え方は、おそらく人間には容よう認にんされないどころか危険視されるでしょう。それでも意見を変えるつもりはありませんか？」

　彼の言う「人間」というのはルシファーそのものを意味する。

　つまり、敵対してもいいのか、と訊いているのだ。

「──もう、決めましたから」

　僕は雅とルシファーに背を向ける。

「……っ」

　雅が僕に何か言いかけたが、僕は振ふり返らずに屋上から出た。

　笑った顔も泣いた顔も知っているけど、雅が冷たく悲しんでいる表情など初めてだった。そんな顔を見ていたくなかった。

　だけど、僕は決めてしまったのだ。




　　　　＊




　タンカを切って別れたものの、不安がないと言えば噓うそになる。

　もともと世間の考えとズレている自覚はあるけれど、それでも誰だれかに自分の正義を保証してもらえないのは、とても寂さびしい。

　独りよがりの正義なんて、周りから見れば恥はずかしいものだ。

　僕も無意識に、誰かのそういう姿を笑ったかもしれない。あるいは激げき怒どして反はん抗こうしたかもしれない。

　人の考えなど違ちがっていて当たり前。だけど内容が人類の未来に関かかわるものなら話は変わってくる。

　たったひとりの間ま違ちがった考えによって全てが滅ほろぶかもしれないのだ。

　そういう意味では、僕は今、世界を滅ぼせる力を持っている。

　アバドンの力を自由に使えるようになった今、カグラが僕についてきてくれる限り、魔ま王おうの真の力を意のままに操あやつれる。

　だからこそ、僕は和平という考えに至ったんだ。

「……ただいま」

　クラスＸに戻もどると、まだ全員残っていた。

「おう月斗！　どうだったよ!?」

「ごめん。やっぱりダメみたい」

　少なくともカグラの屋台はどうにもならないだろう。千手院だけならともかく、雅にきっぱり反対されてはもう手の尽つくしようがない。

「あれ、そういえばカグラは？」

　朝はいたはずなんだ。昼食を作ってから姿が見えない。屋上でルシファーと話している時にひょっこり出てくるかと思ったけど、それもなかった。

「吾わが輩はいならここにいるぞ」

　ネコの姿のカグラは、机の上でうなだれていた。そこにはたくさんの本が置かれてあり、その全てが料理に関するものだった。がっかりしているのは、屋台が中止になったからだろう。

「貴様が屋上にいた事も知っている」

「そうなの？」

　ルシファーと会話していても、カグラは教室にいたのか。

「何も問題はなかろう。奴やつに敵意はないし、貴様の意志は吾輩には変えられぬ」

「……うん」

「それに吾輩は貴様についていくと決めた。どのような馬鹿げた道だろうが、貴様だけの悪あく魔まとして最後まで供をするつもりだ」

「カグラ」

「わ、私だってそうだよ！　にぃちゃんについていくからね！」

　雪伽も僕の袖そでにしがみつく。

「え、ちょっと待って。降天祭の話をしにいったんじゃないの？」

　渚をはじめ、クラスＸのみんなが慌あわてる。そうか、別れる時はそういう話だった。

「ええとね、それなんだけど……」

　何から説明すればいいのやら。

　よく考えれば、悪魔に対する価値観はともかく、降天祭に関しては完全に僕のわがままで交渉を決けつ裂れつさせてしまった。

　みんなになんてお詫わびすればいいんだろう。

「早い話、月斗は降天祭が気に入らないのだ」

「ちょっとカグラ！」

　どこで聞いてたのか知らないけど、なんでそうやって事実を歪わい曲きよくして伝えるのだ。

　──といっても、歪曲じゃないか。半ば事実だ。

「なんだよ月斗。学園祭にトラウマでもあるのか？　中学の時の俺みたいに」

「そ、そんなわけじゃないよ」

　ていうかボブは中学時代の学園祭で何があったのだろう。

「本当に降天祭は楽しみにしてたんだ。みんなで屋台やろうって決めた時も嬉うれしかったし、却きやつ下かされて本当に悔くやしかったんだ」

「じゃあ何がいけないの？」

　渚をはじめとする全員が僕を見る。

　──やはり、答えないとダメだろうか。

　さっき雅に話して、痛つう烈れつに批判されたばかりだ。

　クラスＸのみんなに嫌きらわれたくない。

　笑ってごまかして、何事もなかったようにルシファーのシステムに賛同すれば、きっと雅も許してくれるだろう。彼女が僕に甘いのは知っているし、雅に甘えるのは嫌いじゃない。

　でも、引き返したくない。

「……僕は、悪魔と戦いたくない」

「!?」

　教室内に冷たい衝しよう撃げきが走るのが、肌はだで感じ取れる。

　ああ、やっぱり。

　こうなると思ったんだ。

「戦いたくないってお前、これからどうするんだよ？　退魔士と手を組んで悪魔退治がんばりましょう、ってのが降天祭の目的だろ？」

「だから月斗くんはイヤだって言ってるんだよ」

　ボブの脇わきを小こ突づく銀河。

「月斗くんは、戦い以外の事がやりたくなったんでしょ？」

「うん」

　僕の言いたいことを察してくれたのか、銀河がスラスラと尋たずねてくる。

「僕は悪魔と交渉して、この戦いを止められないかと思ってるんだ」

「えー、交渉？　できるのそんな事？」

「……カグラの力があればできるんじゃない？」

「それにホラ、バルベルの口くち添ぞえもあるでしょ」

「あ、そっか。ならできない事もないか、月斗くんなら」

　僕を差し置いて、クラスＸのみんなで会話が進んでいる。

　少なくとも、荒こう唐とう無む稽けいな話だと笑ったりしない。

「……でも、その論調、ウチのクラスだけにしか通用しないと思う」

　冷静に呟つぶやく柚子。

「……私たちは、カグラで慣れてるから」

「悪魔に触れる事が？」

「……そう。こうやって日常的に接しているから、交渉可能だと思える。でも普ふ通つうの人にとって、悪魔は恐きよう怖ふか憎ぞう悪おの対象でしかない」

「だね。どちらかと言えば、人間側の意識改革が必要じゃないかなぁ。カグラさんがうまく橋はし渡わたしできればいいんだけど」

　柚子に同意する銀河。

　みんな頭ごなしに否定せず、様々な角度から僕の意見を考えてくれる。

「……でも、できるかどうかは別だし、やりたいかどうかも別の話」

　柚子は僕の意見に真っ向から対立する。

「おいおいユズコ！　月斗は戦いを終わらせたいんだぞ？　応おう援えんしてやろうぜ！」

「……馬ば鹿かは黙だまってて」

「なっ！」

　ボブを一いち瞥べつしただけで、柚子は僕を凝ぎよう視しする。

「……月斗。これは学園に対する反逆。退魔士の否定でもある」

「うん。分かってる。事が大きくなれば、多分学園にもいられなくなりそう」

　僕の言葉に、みんな気づいたようだ。

　今の僕は学園を敵に回そうとしている。

「だからみんなは付き合う必要はない。今までは悪魔を倒たおす、っていう明確な目的があったけど、今回ばかりは事情が違うんだ」

「月斗、お前……！」

　悔しそうな顔のボブ。

　さっき、柚子は「ウチのクラスだけにしか通用しない」と言った。それは本当だと思う。他ほかの人に話せば変な顔をされるか、あるいは通報されるかもしれない。

　悪魔を倒すために退魔士になる。

　それが七星降こう霊れい学園の理念。

　僕たちの居場所そのものを否定するのは、とても辛つらい。

「……私は退魔士になるために入学したの。だから退魔士を否定するのは難しい」

「私も──」

　下を向く渚。

「月斗くんの考え方は分かるけど、退魔士としては……」

　そういう言葉が来るのも予想していた。

　命をかけて悪魔と戦うのはいいが、今まで歩いてきた道を否定させるなんて誰にもできないだろう。

　わざわざ死亡率の高い退魔士になろうと思っているウチの学園の生徒は、生半可な覚かく悟ごを持って入学したわけではないのだ。

　しかし──

「俺は月斗に賛成するぜ」

　腕うでを組んだまま、ボブが名乗りを上げる。

「正気なのアンタ？」

　渚が辛しん辣らつな言葉を吐はくが、

「あったりめーだ。いや、そりゃ俺だって退魔士にはなりたかったけどよ。月斗がやろうとしてるのは、戦いを終わらせるための話し合いだろ？　戦いで命を落とす人が減るってんなら、やる価値はあると思うぜ」

「ボブ……」

「それによ」

　ボブは大きな手で自分の胸を叩たたく。

「ダチが困ってんなら、俺は助けるぜ。それが平和のためならなおさらだ」

　飛び上がって喜びたい気分だった。

　ボブがその場の勢いだけで語っていない事は分かる。ちゃんと僕の話を聞いて、その上で自分の立場を天てん秤びんにかけてくれたのだ。

「僕もボブに賛成、っと」

　手を挙げて立ち上がる銀河。

「リスクの高い賭かけだと思うけど、僕もやるべきだと思った。失敗したら退学かもしれないけど、成功すれば人類と悪魔の歴史が変わるんだ。しかもカグラさんのおかげで、成功率はけっして低くないと思う」

「…………」

　ボブと銀河。

　彼らを見る、渚と柚子。

　真っ向から割れた意見に、少しだけクラスに緊きん張ちようが走はしる。

「……これだから男は」

　露ろ骨こつにため息をつく柚子。

「んだとユズコ！」

「……現実見なさいよ。悪魔と戦うのとは訳が違ちがうの。下へ手たすれば人間と戦うかもしれないってのに。退学だけで済まないかもしれないのに」

「んなこたぁ分かってる！」

　机を叩くボブ。

「お前こそちゃんと考えたか？　今、ユズコが一番やりたい事は何なんだよ？　退魔士になって何がしたいんだ？」

「……私は」

　前に柚子は言っていた。

　退魔士は彼女の憧あこがれだと。

　──理由は、かっこいいから。

　柚子にとっての退魔士とは、自分の理想の頂点にあるものなのだ。だからこそ簡単には譲ゆずれないものがある。

「……きっと、どっちに転んでも無様ね」

　そう言って、彼女は微笑ほほえんだ。

「……だったらやりたい事やった方が得か」

「えっ、ユズコも寝ね返がえるの!?」

　渚が驚おどろいている。

「……ま、可能性は低くないし」

「そうだけどさぁ、でも退魔士の仕事的にこれは……うーん」

　頭を抱かかえて悩なやむ渚。慣れていない行こう為いにもどかしさを感じている。

　悩んでいるのは、僕の話をちゃんと聞いていた証しよう拠こだ。

　彼女もまた、天秤にかけてくれている。

　それがすごく嬉うれしい。

「にぃちゃん」

　僕のそばにいた雪伽が笑っていた。

「みんな、にぃちゃんの気持ちは分かってるよ。私だけじゃないもん。みんな一いつ緒しよに今まで戦ってきたでしょ。悪あく魔まに対する考え方とか、普通の人と違っちゃうのも仕方ないよね」

　僕には、仲間がいた。

　苦楽を共にした仲間だ。

　悪魔との戦いで、みんな同じものを得て、その材料で考えられる。だから僕の気持ちも分かってくれるんだ。

「悪魔にとっても、平和な世界が来るのかな……？」

　最後に渚が訊きいた。

　彼女の場合、父親が悪魔というのも大きい。話せば分かる悪魔が身近にいるから、僕の気持ちを分かってくれるんだ。

「そのために交こう渉しようするつもりだよ」

「本当に、そういう世界来るのかな？　お父さんみたいな人も人間界で普通に暮らせるのかな？」

「……そうなるように努力する。いや、そうしてみせる」

　僕は力強く答える。

「僕はカグラを手に入れ、バルベルを倒し、ルシファーと接せつ触しよくした。早くしないと、他の魔ま王おうも行動を起こす。戦いが起きる前に、なんとか話し合いたい」

「──分かった」

　渚も強く頷うなずいてくれた。

　そうだ。必ず平和な世界を作ってみせる。

　そうすればクラスＸのみんなも後ろ指をさされる事はない。

　僕のやっている事は正しかったと、世界に証明してみせなければ。

　そのためには、邪じや魔まなものがある。

　──ルシファーの捌はち号ごう防衛システム。

「聞こえていますよね、ルシファー」

　僕は天てん井じように向かって喋しやべる。

　学園は彼の手足のようなものだと言った。きっとこの会話もどこかで傍ぼう受じゆしているのだろう。

「僕は彼らにあなたの事を話します。その上で味方になってもらいます」

「おい月斗。何言ってるんだ？　ルシファーって」

「……空気読みなさい肉ダルマ」

「おま……誰だれが肉ダルマだ！」
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　聞こえてくるのは柚子とボブの会話だけで、ルシファーからの返答らしきものはなかった。僕はそれを肯こう定ていの意思と受け取る。

　ボブが柚子の言う通りに黙だまったところで、僕はみんなを見た。

「何回も謝ってるけど……巻き込んでゴメン」

　頭を下げた僕に、

「何を今さら」

　みんな笑え顔がおでそう答えてくれた。

　重くのしかかっていた肩かたの荷が、少しだけ下りるのを感じていた。







　窓の外では、降天祭の準備をしている生徒たちが見える。すでに大がかりな作業に取りかかっている生徒もいれば、教室で出し物の会議をしているクラスもある。わりとそのあたりはアバウトで、とにかく本番までに出し物があればいいらしい。

　他ほかの学校なら、あらかじめ決められた期間内で出し物を決め、間に合わなかった団体は何もできないという。しかし七星降こう霊れい学園の場合、天使を使って作業効率が大おお幅はばに高められるので、最悪、本番の一日前でもある程度の準備ができてしまうのだ。

　ルシファーは退魔士の基き礎そを作ったと言っていたけど、それは悪魔と戦わない降霊士の育成も含ふくまれているのだろう。

　天使の使い方を学んでいたからこそ、悪魔に破は壊かいされた建物を高速で修復できる。瀕ひん死しの人も治ち癒ゆできる。作物の魔ま力りよく汚お染せんも除去できる。

　そういう意味で、ルシファーは日本の父とも呼べる。その功績を否定するつもりは一いつ切さいない。

　だけど彼の平和を守るための戦争には、真っ向から反対できる。

　僕は教室で、みんなに全すべて話した。

　ルシファーの存在、そしてこれから起ころうとしている事。

「マジかよ……」

　全員、言葉を失っている。

　僕だって驚いた。まさかこの学校が、この日本が魔王によって作られたものなんて。

「……それ、ここで話して大だい丈じよう夫ぶなの？」

　柚子が教室をキョロキョロ見回しているのは、先ほどの僕のようにルシファーの目を気にしているからだろう。

「問題ない。具体的な話は聞かれぬよう、吾わが輩はいが潰つぶしておいた」

　机の上に座るカグラがニヤリと笑う。カグラの身体からだから薄うすい魔力が出て、この教室中を覆おおっているのが分かる。あれでルシファーの目から隠かくしているのだろう。魔王の目には、魔王の暗幕だ。

「あはははは、ここまで聞いたらもう戻もどれないね～」

　気楽に笑う銀河だが、事の重大さは全員理解している。

　この日本のシステムに逆らって、ルシファーを出し抜ぬこうとしているのだから。悪あく魔ま召しよう喚かんに近い犯罪行為をするかもしれないのだ。

　それでも逃にげる者はいなかった。

　皆みな、僕の意見をちゃんと聞いて、同意してくれた。

　もはや魔王の名前を出しても恐おそれなくなってるんだな。カグラとバルベルのせいで、耐たい性せいができてしまっている。

「にぃちゃん。それで、どうするの？」

「うん、そうだね」

　思想だけ語っても仕方がない。

　行動に移さなければ、僕の理想もただの言葉になってしまう。

「僕はカグラやバルベルを通じて、他の魔王とも交渉したい。戦いをやめさせたい。そのために、最初に交渉したい相手がいる」

「ルシファーだな」

「うん」

　現状、僕から見て一番好戦的なのはルシファーだ。

　平和のための戦いと言うが、やっている事は同じだ。

「だから捌号防衛システムも止める。あれを止めないと他の魔王を刺し激げきしてしまう」

「止める必要あるかな？」

　首をかしげる渚。

「それって、防ぼう御ぎよ用のシステムなんでしょ？　他の魔王もそういうのがあるって分かったら、手出ししないんじゃない？」

「いいや、手を出すに決まっている」

　答えたのはカグラ。

「たとえばだ、渚よ。貴様が月斗のために弁当を作ったとしよう」

「なにその例は!?」

　渚と雪伽が立ち上がるが、カグラは構わず続ける。

「貴様は月斗に弁当を食べさせたい。しかし吾輩や雪伽が食べさせまいと邪魔をする。それで諦あきらめて退散するか？　自信作の弁当を手に、すごすごと尻しつ尾ぽを巻いて帰るか？」

「……帰らない。食べたら美お味いしいし、月斗くんに食べてもらいたいし」

「うん。その気持ちすっごく分かるよ渚」

　何度も頷いて同意する雪伽。

「それと同じだ。貴様ら人間以上に、悪あく魔まは自分の行動に自信を持っている。ルシファーが絶対的な防御システムを作った？　ならば破壊してやろう、と考えるのが魔王だ」

　敵対している相手が何かアクションを起こせば、必ずそれに応こたえてくるだろう。人間ならともかく、魔王クラスになれば抵てい抗こうを試みただけで人間界が混乱する。それはもう戦争というより災さい厄やくに近い。

「月斗はそういう邪魔を排はいし、全てを受け入れさせるつもりなのだ。渚の弁当も、雪伽の弁当も、吾輩の弁当も、アナベルの弁当も、全て平等に食べると言っているのだ」

「え、あの、そこまでは言ってないけど……」

「だから完全な平和を手に入れるためには、あの捌号防衛システムとやらが邪魔だ」

　たとえ話には疑問が残るけど、カグラの意見はまさに僕が言いたかった事。

　平和のために作られたシステムが、僕の平和にとって障害になるのだ。

「じゃあ、当面の目的はルシファーと交こう渉しようしてシステムを止めさせる事かな？」

　雪伽の意見に、僕は賛成したい。

　でも、それじゃ足りない。

「交渉して止まるなら、最初からルシファーは止めているよ」

　すでに僕の意見は言った。しかしルシファーはあくまで僕の意見を退けた。

　システムは起動段階に入っており、僕の言葉ひとつで止まるとは思えない。

「ならばどうする、月斗よ？」

　答えの分かっている問いを投げかけるカグラ。

　僕の口から言わせたいんだな。

「止まらないなら──止めるしかないよ。僕たちの手で」

　僕の言葉にクラス全員が頷く。

　が、すぐにボブが顔を上げて、

「って、待てよ！　止めるって、壊こわすのか？」

「最悪、壊すしかないと思う。でも壊さなくても、止める権限を持っている人に頼たのめば」

「だからその権限を持っているのがルシファーなんだろ？」

「……うん」

　交渉に応じないルシファーが待ち構えているなら、やっぱり壊すしかないのかな。

「……壊すっていっても、どうやって？　どこの何を壊せば止まるの？」

　柚子の質問にも答えられない。パソコンのソフトひとつ止めれば良いというものでもないだろう。

「あとさ、これは些さ細さいな問題かもしれないけど」

　銀河が苦く笑しようしつつ、こんな事を言う。

「そのシステムって、降天祭の目玉なんだよね？　退魔省が自信を持って発表するって話じゃない？　それを止めたり壊すって事は──降天祭、台無しになっちゃうよね？」

「あ……」

　降天祭に関係なく、退魔士の邪じや魔まをすれば学園そのものの心証は悪くなる。せっかく仲良くしようという時に、システムを止めるようなマネをすればどうなるか。

　全校生徒に恨うらまれるだろう。

　もちろん日本や人間界をどうこうしようという時に、たかが学園祭ひとつどうなっても構わないだろう、という意見もあるかもしれない。

　けど、ついさっきまで降天祭の出し物で盛り上がっていた僕たちにとって、祭りそのものを潰すという選せん択たくは非常につらい。

　みんなで楽しく会話をしながら美味しい物を食べている最中に、いきなりちゃぶ台をひっくり返したらどうなるか想像してみればいい。

「仕方あるまい。いずれ学園だけでなく、日本中が月斗を敵対視するかもしれんのだぞ。その予行演習だと思えばいい」

「まだ壊すって決まったわけじゃないよ」

　カグラは笑っているけど、そのカグラの力があれば降天祭を壊さずにシステムを止める方法が見つかるかもしれないんだ。

　だけど現状、そんな方法はどこにもないわけで。

　困った。




　　　　＊




　結論が出ないまま、その日はそれで解散する事になった。

　降天祭までは時間があるので、また相談しようという事で全員と別れた。クラスＸのみんなが帰宅しても、僕と雪伽とカグラはしばらく教室に残っていた。

「うー……」

　頭を抱かかえながら、ようやく教室を出る僕。

「まだ言ってるの？　にぃちゃん」

「だって、みんなを巻き込んじゃって……」

「毎回そればっかりだな貴様は！」

　両側から雪伽とカグラに挟はさまれ、僕はずっとなじられ続けていた。

　いや、僕が悪いんだ。

　いつまでもウジウジと引きずっているのが悪い。

　この期ごに及およんで仲間を巻き込むのをためらって、それで不快にさせてしまうのも良くないと思ってる。

「でもさ、普ふ通つうに考えてよ。こないだは魔ま王おうの城へ乗り込んで、今度は学園を敵に回すかもしれないんだよ？　迷うでしょ絶対に」

「普通に考えるから、貴様は軟なん弱じやく者なのだ」

　後あと脚あしでジャンプして、僕の肩かたに乗るカグラ。

「貴様は魔王を従える器うつわを持った人間なのだぞ。もはやただの虫けらではない。魔王に匹ひつ敵てきする脅きよう威いなのだ。自分の立場を忘れるな」

「……うん」

　人間の未来だけじゃない。カグラやバルベル、悪魔の未来にも関かかわる事なのだ。

　僕なんかが──いいや。

　僕じゃなきゃできない事なんだ。

「そうだね。じゃあ、とりあえず行動しようか」

　僕は廊ろう下かの窓から外を見る。

　そこには巨きよ大だいなテントと、それに集まる退魔士がいた。

「にぃちゃん、大おお山やまさんとＸエクＸソｉシｓスｔト部隊の人いるよ？」

　僕の言いたい事を察してくれた雪伽が笑う。

　あの人たちに話を聞ければ──

　あれ？

　あそこにいるのは、牧原先生だ。

　何か大山さんに熱弁を振ふるっている。

「お願いします！　どうか──」

「ええい、くどい！　ダメと言ったらダメだ！」

「……くっ！　私は諦めません！　承しよう諾だくしてくれるまで、何度でも来ます！」

　そう言って牧原先生は一礼すると、綺き麗れいな姿勢で踵きびすを返して歩き出す。

　とても真しん剣けんなお願いをしていたようだけど、何があったのだろうか。







「やあ、月斗くん」

　僕と雪伽がテントに向かうと、大山さんは無ぶ愛あい想そうな表情で迎むかえてくれた。

　退魔省の特設ステージが丸ごと入ったテントの中には、大きなスクリーンと音おん響きよう機材、それらを繫つなぐケーブルで溢あふれていた。当日はイスが並べられ、二百人以上の観客が収容できるのだと言う。

「あの、さっきの牧原先生……」

「ん、彼女か？　なんでも私を『天使プロレス』とやらに出演させたいようでな。何度断ってもやってくる。まったく、私が戦う所など珍めずらしくもないだろうに」

　いや、それは牧原先生に賛成だ。大山さんが戦う姿は充じゆう分ぶんに人目を引く。そう言いたかったけど、ぐっと我が慢まんした。

「で、君たちはそれを訊ききに来たのか？」

「いいえ、僕は別件で来ました」

　僕らはもっと大事な用件がある。

　周りに人がいないのを確かく認にんしてから、僕は尋たずねる。

「──捌はち号ごう防衛システムについて、教えてください」

「なんだと……？」

　捌号防衛システムという名前は秘ひ匿とくされているはずだ。その名前を僕が知っている事に驚きよう愕がくしている。

「誰だれから聞いた？」

「ルシファーです」

「……そうか」

　思った通り、魔王の名前を出しても動どう揺ようしなかった。

　一いつ般ぱん人なら別だが、退魔士の中でも精せい鋭えいであるＸＸｉｓｔ部隊ならルシファーの存在を知っていて当然だろう。彼女はその中でも学園に頻ひん繁ぱんに足を運んでいる。知らないはずはなかった。

「ルシファーは、退魔省にも関わっていますよね？」

「関わるというか、創設者のひとりだ」

　やっぱり。

　学園だけじゃない、退魔省もルシファーが作ったとは。

　七十年前、悪あく魔まが人間界へのゲートを開いた時からルシファーは日本に来ていた。そこで退魔省と七星降霊学園を設立し、人間と自分を守ってきたのだろう。

「アバドンの使い手である君が知っていても不思議じゃないが、あまりその名前を出さないでくれよ。混乱を招く」

「分かっています。あの、それで訊きたい事が」

「なんだ？」

「そのシステムなんですけど、いつどこで起動するんですか？」

「なぜそんな事を訊く？」

「あ、いいえ。少し気になったんです。だってホラ、システムって言うからには実体があるわけでもないし、でも起動するにはコンピュータみたいな装置が必要だし、その」

「にぃちゃん、落ち着いて」

　僕の背中を叩たたいてくれる雪伽。

　咳せき払ばらいをして、改めて尋ねる。

「──でも、ここにはそういうモノがないですよね？」

「まぁ、ここは発表会場だからな」

　テント内を見回す大山さん。大勢の退魔士と作業員がステージの設営をしている。やはりこういう事も慣れているのだろう、ステージ設営はテキパキと進んでおり、今日中に全部終わってしまうのではないかと思われる。

「システム自体はルシファーが所有するコンピュータで管理するそうだ。この学園にあるサーバーと退魔省のサーバーも使用するが、その権限はルシファーに委い託たくしている」

　なるほど。退魔省では管理していないのか。てことはほぼ完全にルシファーが握にぎっていると考えていいのかな？

「我々退魔士が自由に学園に入れるようになったおかげで、ここのサーバーも守りやすくなった。だからこそ起動に踏ふみ切れたのだろうな」

「そう言えば、今までどうして退魔士は学校に入れなかったんですか？」

　以前までは文科省と退魔省で対立していた学園。そのせいでルシファーも窮きゆう地ちに陥おちいったんじゃないだろうか。なんでわざわざ退魔士を遠ざけるような事をしたんだろう。

「私も良く知らないが、予想はできる。学園を完全に退魔省の管理下に置けば、他ほかの省庁からやっかみを受けるからな。余計な敵を増やすわけにはいくまい。どうせ学園と退魔省の繫がりが切れるわけでもない」

「ルシファーとしては不服だったかもしれませんけどね」

「どちらにせよ、このシステムが起動すれば学園の在り方も変わるだろう。ルシファーはそれを見み越こしていたのかもしれない」

　システムによって戦せん闘とうの必要がなくなるのであれば、七星降霊学園で天使を使った戦闘授業はなくなるかもしれない。あくまで人の役に立つ降こう霊れい術じゆつを教えるだけの学園になるだろう。ルシファーの目もく論ろ見み通りになれば。

　だけど僕は、絶対にそうならないと信じている。

「良かったな、花村兄きよう妹だい」

　大山さんの笑え顔がおに、僕は何も言えない。

　退魔省も平和のために戦っており、その最終目的が捌号防衛システムだ。戦いがなくなるという長年の夢が叶かなえば、喜ぶのも当然だ。

「おい退魔士」

　カグラが僕の頭の上に乗って、背の低い大山さんを見下すように尋たずねる。

「貴様は、本当にこのシステムが発動すれば、世界が平和になると思うのか？」

「……どうかな」

　苦く笑しようする大山さん。

「期待が半分、ダメもとが半分ってところだな。まだ実験段階の域を出ていないと思うが、成功すれば儲もうけものだろう」

「大山さんでも、失敗すると思うんですか」

「だって『捌号防衛システム』だぞ？　今までに七回失敗しているんだ。今回も確実に成功するとは限らない」

「そうか……これで八回目なんですね」

　ルシファーでも七回失敗するほど難しいシステムって事か。日本中を覆おおう大規模な結界なんて、そう簡単に試ためせるものでもないし。

　僕と雪伽が感心していると、大山さんは少しだけ首をかしげてこう言った。

「君たちは知らないのか？」

「何がですか？」

「前回のシステム──つまり、この捌号防衛システムの基き礎そを作ったのは君たちのご両親なんだぞ？」

「……え？」

　僕と雪伽はお互たがいを見る。

「まぁ知らないのも無理はないか。当時、君たちは小学生になったばかりだ。両親の仕事の全容までは分からないだろう」

「父さんと母さんの仕事って、プログラマか何かだったんですか？」

「ＸＸｉｓｔ部隊って、そんな事までやるんですか？」

　僕と雪伽が同時に質問した。二人とも唐とう突とつすぎて混乱していた。

　僕の記き憶おくが確かならば、ＸＸｉｓｔ部隊は悪魔退治の精鋭のはず。両親もそこに所属していたのだから、悪魔退治が仕事だと思っていた。

「んー……まぁ、戦闘だけがＸＸｉｓｔ部隊の仕事じゃないさ。現にこうして私は学園に来て、君たちやアバドンの調査をしている。花村夫妻はルシファーの命令ではなく、独自にシステムを改良しようと考え、研究を申しん請せいしていた。ちょうど十年前の第七セブンス・聖戦クルセードに合わせてだ」

「じゃあ、戦いを終わらせるために……」

「結局、実現不可能となってしまったがな」

　第七聖戦で両親は死んだ。無断で悪あく魔ま召しよう喚かんをしたという不ふ名めい誉よな噂うわさと共に。

　けど、その時も防衛システムを作ろうとしていたのか。

「カグラはその事を知っていたの？」

「もちろんだ。吾わが輩はいはそのために召しよう喚かんされたのだからな」

　頭の上のカグラは自信を持って答える。

「ねぇカグラ。そのために、って、システムにカグラが必要だったの？」

　今度は雪伽が尋ねる。

「うむ。吾輩のような魔ま王おうクラスの悪魔のデータが必要だったらしい」

「じゃあ捌号防衛システムにも？」

　大山さんを見ると、

「おそらくはな。悪魔のデータなら退魔省のデータベースにもかなり蓄ちく積せきされているから、それを使ったと推測している」

「そうなんですか……」

　両親が基礎を作ったものを、まさか僕が止める事になるなんて。

　ここまで大勢の人が期待しているものを、僕は止めようとしているのか。

　でも、分かった事がひとつある。

　捌号防衛システムはルシファーが管理している。つまりルシファーをどうにかして止めればいいんだけど……ルシファーは交こう渉しように応じない。

　多少強ごう引いんな手を使うとしても、ルシファーがどこにいるか分からない。

　サーバーを壊こわそうとしても、学園も退魔省も守られているだろう。

「なんにしろ、システムの起動は降天祭での発表と同時だ。それまで期待していてくれ」

「……はい」

　つまり降天祭までにシステムを止めなければならないわけか。

　それまでにルシファーを捜さがし出さなくては。
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「ルシファーの居場所？」

　帰宅してからバルベルに尋ねる。

　きっとずっと監かん視ししていたに違ちがいない。僕たちが帰宅してから五分も経たたずにインターホンを鳴らしてきた。そしてアナベルと一いつ緒しよにくつろいでいる。この兄妹はウチをなんだと思っているのだろうか。

「うん。君なら分かるかと思って」

「アバドンにも分からないのに、どうして僕に分かると思ったんだ？」

　ソファに寝ね転ころびながら、バルベルは笑う。

　そう、カグラに頼たのんでもルシファーの居場所は分からないのだ。よくカグラは学園に「悪魔の痕こん跡せきがある」と鼻をひくつかせていたのに、ルシファーの匂においはまったく分からないという。

　ルシファーが巧こう妙みように隠かくしているのか、そもそも天使の匂いは嗅かげないのか。

　同じ悪魔の仲間だというけど、天使の生態は不明な点が多すぎる。悪魔よりも分からない事が多いのだが、御ぎよしやすいというだけで人類は使っているのだ。

　そういう意味では、まだ悪魔の方が交渉相手にふさわしい。

「それにゲット。僕は君のやる事を『見届ける』と言ったんだ。ルシファーに対して何をしようが口出ししないし、助けもしない。君を試している最中なんだよ？」

「そういやそうだったね」

　試すんだったら、なんでウチにきてごはん食べていくんだろう。こんなに近くで見られながら試されるのは、別の意味で不安なんだけど。

「それに僕は君の味方になると決まったわけじゃない。そう、あくまで交渉相手のままだよ。図に乗ってもらっては困る」

「じゃあバルベル。訊きくけど、僕が戦争をやめてくれと言ったら？」

「それが僕にとって有益な停戦なら、喜んで剣けんを収めるよ。法整備を徹てつ底ていして、配下の悪魔にも手を出させない。それは魔王として約束しよう」

「有益な停戦……か」

「そりゃそうだろ」

「そうだよね」

　当たり前の話だ。戦った末に得るものより、もっと良い条件が提示されればバルベルだってルシファーだって停戦してくれる。

　問題は、誰だれにとっても有益な条件だ。

　僕がそれを持っているかどうか──

「にぃちゃん！　見て見て！」

　自室から出てきた雪伽。廊ろう下かを走ってこちらに来る彼女は、いつもより大きく見えた。

　雪伽が着ているのは、明るい色の法はつ被ぴだ。

　胸にはさらしを巻いて、頭にはねじりハチマキ。完全に祭りのスタイルだけど、どこにこんな服持っていたの？

「おお、これが人間の祭りのスタイルか！　素す晴ばらしいよセッカ！　君の明るい輝かがやきがより強くなっている！　活発な君らしいじゃないか！」

「えへへ、ありがとバルベル」

「……この悪あく魔ま、僕より早く雪伽を褒ほめるだと……っ！」

　バルベルに対する怒いかりがこみ上げてくる。

　が、僕がカグラの武器を召喚する前にもう一つの足音が近づいてきた。

「……どう？」

　雪伽と同じ色の法被を着たアナベルだった。ハチマキはしているが、こちらは胸にさらしを巻いていない。っていうか何も着てないよ！

「アナベル！　下にも何か着て！」

「そうなの？　ゲットにはこっちの方がいいって言われたんだけど」
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「カグラぁっ！」

　犯人など聞かなくても分かる。

　僕が雪伽の部屋に向かって怒ど鳴なると、満足そうなカグラが出てきた。彼女も法被を着ているのかと思ったが、意外にもいつものドレスだった。

「あれ、カグラは法被じゃないの？」

「吾輩は作るだけで満足だ。アナベルをギャフンと言わせたかったのでな」

「……ギャフン」

　着ている法被を見ながら、義務のように呟つぶやくアナベル。どうやら気に入っているらしい。カグラもアナベルを超こえる服を作れてご満まん悦えつだ。

「でも、どうしたのカグラ？　急に法被なんて作っちゃって」

「祭りといえば、このコスチュームであろう？　クラスＸ全員の分も作ってやるぞ！」

「でも、僕たちは……」

　その祭りを壊そうとしている。

　学園も、退魔士たちも裏切るかもしれないんだ。

「月斗よ。そうシケた顔をするな」

「って言われても」

「貴様が降天祭をどうしようが構わん。だが、もしも祭りを破は壊かいするのであれば──」

「破壊するなら？」

「派手にやれ！　参加している者を白けさせるな。祭りには祭りで対たい抗こうだ。怒りだろうが憎ぞう悪おだろうが、とにかく発散させろ。やるなら一発、ドカンとブチかませ！」

　またムチャクチャを言う。

　でも、カグラの意見は正しい。どうせやるなら、悔くいの残らないようにしないと。

　こちらにはアバドンという魔王がついている。その魔王がコソコソした行動をとって、学生たちを苛いら立だたせるのは、なんだか地味だ。魔王らしくない。

　うん、そうだ。

　もっと強気でいいんだ。

　僕には頼もしい味方がいる。その味方の先頭に立つのだから、怯おびえていてはいけない。

　祭りなんだから、より大きく騒さわいだ者が勝つんだ。
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　そして翌日。

　僕はクラスＸのみんなと話し合い、新しく申しん請せい書しよを書いた。

　放課後まで待ってから、部室棟とうの降天祭管理委員会に行き、待ち構えていた千手院に用紙を叩たたき付けてきた。

「……仮装行列？」

　用紙を一いち瞥べつした千手院が目を丸くしている。

「うん。カグラは関かかわらないよ。僕たちが作る衣い装しようで、降天祭を盛り上げようと思うんだ。これなら悪魔は関係ないでしょ？」

「確かに……そうだが……」

　用紙を机の上に置き、目を皿のようにして読み込む千手院。書類に不備がないか探しているのだろうけど、何度も書き直したんだ。書式のミスはひとつもないと自負できる。主に柚子のおかげだ。

「まさか悪魔の扮ふん装そうをするつもりじゃないだろうな？」

「そんな事しないよ。ほら」

　僕が見せたのは、ケータイに撮とった雪伽の法被姿。

「こういうお祭りの法被を着るだけだよ。屋台ができないなら、せめて得意分野で活かつ躍やくしようと思って」

「仮装が得意分野って……ていうか、ちょっと待て。法被は古式オールド退魔エクソ術シズムの扮装じゃないのか？　神道の祭りで着るものだろう？」

「別に法律で禁じられているわけじゃないし、それを言ったら古式退魔術だって悪魔退治には変わりないじゃないか」

「しかし……」

　悩なやむ千手院。

　すると、教室のドアが開いて雅が入ってきた。

「どうした千手院」

「こ、これは『法王』！」

　起立して、顔をしかめる千手院。

　雅が来たからには、きっと僕の味方をするだろうと思っている。

「この書類がどうした？」

「こ、これはクラスＸの出し物なのですが、その──」

　雅は申請用紙を一瞥すると、

「却きやつ下かだ」

　それを真っ二つに破り捨てた。

「ええっ!?」

　驚おどろく千手院を尻しり目めに、僕を見る雅。

「この『法王』の名において、クラスＸの降天祭での活動を禁じる。理由は騒そう乱らんの恐おそれがあるからだ。祭りといえども一定の秩ちつ序じよを保たねばならない。クラスＸはそれを逸いつ脱だつする可能性が極きわめて高い」

　雅は、本気だ。

　僕の目をまっすぐに見て、つらそうに語っている。

「雅お姉ちゃん──いや『法王』。それが答えなの？」

「ごめんね、月斗ちゃん。私は七星降霊学園の『法王』として、七星降霊学園にふさわしい戦いをしなければならない。学園の秩序を乱すのなら、月斗ちゃんでも──いいえ、月斗ちゃんだからこそ容よう赦しやはしない」

　雅は強い意志を持って、僕に宣言する。

　それがこの学園を背負って立つ『法王』としての責務なのだ。

　それでこそ、僕の尊敬するお姉ちゃんだ。

「僕は──僕のやりたい事をやる。後こう悔かいしたくないから」

「──そう」

　目を伏ふせる雅に、僕は心の中で詫わびる。

「この世界の未来のために、僕は自分の道を行くよ。目先の戦いのせいで、大きな戦争を招くような悲劇は起こさせない」

「それなら私は、この世界の今のために戦う。今現在、悪魔のせいで苦しんでいる人を見過ごせないもの」

　彼女の言葉は、そのままルシファーの思想だ。

　今、日本を守るために悪魔を倒たおす。そのための捌はち号ごう防衛システムだ。それによって引き起こされる憎悪の連れん鎖さは無視している。

　大好きな人たち──雪伽やクラスＸの仲間、そして何より雅を戦いの未来から救うために、僕はルシファーを止めてみせる。

　その結果、降天祭を壊こわす事になっても。
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　当日の注意／不審者を見かけたら







　それから三週間、何事もなく過ぎた。

　正確にはクラスＳの目が光っているため、学校での行動が制限されていた。

　放課後になって集まろうとすると、すぐに下校するように命じられる。そのため僕らは毎日ファストフード店や誰だれかの家に集まった。

　その間の情報収集も怠おこたらないようにする──つもりだったんだけど、捌号防衛システムに関する情報は一いつ切さい手に入らなかった。

　ルシファーの仕し業わざだという事は分かる。

　学内のカメラを利用して自分の姿を投射するくらいなのだから、電子機器を操あやつる能力を持っているのは理解できた。カメラを操れるほどの悪あく魔まなら、ネットのデータを隠かくすくらい朝飯前だろう。しかも退魔省と繫つながっているとなれば、ルシファーに操れないデータはないはずだ。

　正せい攻こう法ほうで情報が得られないのならばと、カグラに協力を要よう請せいしたのだが、それでもダメだった。カグラが臆おく病びようだと評するルシファーは、その尻しつ尾ぽすら摑つかめないままだ。

　そうして、三週間後。

　僕らは何の成果も得られないまま、降天祭を迎むかえてしまった。

　当日になると、学外からのお客さんで溢あふれかえる。

　近きん隣りん住民はもちろんの事、退魔省との協力ということもあって、県外から来たお客さんや地元のテレビ局などもやってきて、文字通りお祭り騒ぎだ。

　聖書に載のっている人型天使の姿を模したオブジェが付属している、正門の看板。大きなフォントで「降天祭」と書かれたそれをくぐれば、学園の日常は崩ほう壊かいする。

　普ふ段だんは退たい屈くつな昇しよう降こう口ぐちまでの道は、チラシを配る生徒でいっぱいだ。目を引くような看板や、芸をして客引きする団体など、あらゆる手段でお客さんを摑もうとしている。その道から少しだけ顔を上げれば、カラフルに彩さい色しきされた校舎が見える。天使の力で色を塗ぬったそうだが、七色の校舎はまるでパチンコ屋のように派手だ。

　だけどその派手な色しき彩さいの学園が、今日だけは許される。

　降天祭はそういう祭りなのだ。

　で、僕たちは何をしているのかと言うと──

「んー！　やっぱりお祭りの雰ふん囲い気きっていいね！」

　無む駄だに広い校庭は、今やたくさんの屋台とステージが置かれている。高校生が屋台を運営するのは難しいから、そのほとんどが退魔省によるものだ。その代わり学生は色々な扮装で祭りに参加している。

　校庭の屋台ゾーンから少し離はなれた場所にある、飲食エリア。テーブルとイスが並べられており、合計で百人近くがくつろげる。

　そのイスに乗っかって、周囲を見回しているのは渚なぎさだった。彼女は二年生からの編入なので、降天祭は初めてなのだ。

「ね！　今度は何食べようか!?　退魔省カレーってのが売ってるけど、自衛隊のとどっちが美お味いしいかな!?」

　太陽のように明るく笑う渚は、浴衣ゆかただ。普段から活発な渚が奥ゆかしい服装で立っていると、どうしても周囲の目が集中する。

「……ところてん、美味しい」

　小さなカップに入ったところてんをすすっている柚ゆ子ず。彼女も浴衣姿。その隣となりでジュースを飲んでいる雪せつ伽かも浴衣姿だ。その隣に座っている銀ぎん河がは甚じん兵べ衛え。

　全員分、カグラが縫ぬってくれたのだ。縫うだけならまだしも、着付けまで完かん璧ぺきにできるカグラはさすがと言える。

「フン。ジャンクフードのくせに、予想以上に味が調ととのっているな。やはり大量に作るのに手慣れているせいか。退魔省も侮あなどれぬ」

　やきそばを食べているカグラまで黒い浴衣を着ている。もともとアナベルに対たい抗こうして、自分でも服を縫い始めたのがきっかけだ。そのせいで全員分の浴衣を作り上げてしまった。いつの間に採寸したのやら。

「……で、なんで俺だけコレなんだよ？」

　ボブだけ法はつ被ぴにフンドシだった。

　引き締しまった尻しりと脚あしの筋肉が非常に悪目立ちしており、渚とは別の意味で周囲の注目を集めている。さっきなんか外国人旅行者に写真を撮られていた。それに合わせてポーズをとるボブもボブだ。

「いいのかな、本当に。降天祭って天使を奉たてまつるのに」

　今さらだけど、場ば違ちがいだから目立っているのだと気づく。

　周りもコスプレしている生徒はいるけど、演劇で使う衣い装しようだったり、客寄せ用の着ぐるみだったりして、降天祭の景観を損そこなったりはしていない。

「別にいいんじゃねーの」

　そう答えたのは、クラスＳの御お前まえ崎ざき。

「お前らが妙みような格好しているおかげで、こっちは見失わずに済む」

「……お仕事ご苦労様」

　御前崎の他ほかにも、二人ほどクラスＳの男子がいる。テーブルの向こう側で、ジュースを飲みながら僕らを凝ぎよう視ししているのだ。

　彼らは監かん視し役だ。

　雅みやびのクラスＸに対する警けい戒かい度は異様とも呼べる。当日になって僕らが変なマネをしないように、一日中彼らをつけたのだから。本当は彼らも巡じゆん察さつしながら降天祭を楽しみたかっただろう。その恨うらみの篭こもった視線から感じ取れる。

「はーい御前崎くん。たこ焼きだよー」

　そんな彼らを労ねぎらうためか、雪伽が人数分のたこ焼きを買ってきてくれた。

「おっ、ありがとな花はな村むら！」

「あとね、焼きトウモロコシと牛ぎゆう串くしもあるよ！　全部退魔省の人が作ったんだって！」

　次々にテーブルに食物を置く雪伽に、クラスＳの三人がホッと肩かたの力を抜ぬく。

「お前らも大変だなぁ。まー食って気分直せよ」

　ボブもかき氷を手て渡わたす。

「ったく、誰のせいだと思ってんだよ」

　そう言いつつも、御前崎はたこ焼きを食べる。

　僕だって、彼らには本当に悪いと思っている。監視されるような事をしたこちらが全面的に悪いのだ。だからこうして機き嫌げんを取っているんだ。

　でも、僕らの計画は止まらない。

　今日、この時だけがチャンスなんだ。

　ルシファーの居場所を暴あばき──

「はい、にぃちゃん、あーん」

「ありがと雪伽」

　雪伽が僕にもたこ焼きを勧すすめてくれる。

　大きく口を開けて食べさせてもらったが、

「熱っ！」

「わーっ！　ごめんねにぃちゃん！」

　吐はき出しそうになるが、寸前でこらえる。すぐに雪伽が冷たいジュースを渡わたしてくれたので、口に含ふくむ。たこ焼きの熱さと相そう殺さいして、なんとか飲み込めた。

「ふー、助かったよ雪伽」

「ううん、ごめんねにぃちゃん。まだたこ焼き熱かったね」

「雪伽が食べさせてくれるものを拒こばむわけがないじゃないか。熱々のたこ焼きを食べさせようとしてくれたんだよね？　その気持ちはとても嬉うれしいよ」

「にぃちゃん……」

　僕が頭を撫なでると、雪伽は嬉しそうに微笑ほほえむ。

「おいコラァ！　人が食ってる前でイチャイチャしてんじゃねーよ！」

　御前崎たち三人が同時に立ち上がる。

「くそっ！　本当だったら俺たちだって彼女と降天祭を見回るつもりだったんだ。それがクラスＸの名物兄きよう妹だいのイチャイチャを見せ付けられるとは……」

　たこ焼きの熱気以上の温度が篭もった視線を投げかけてくる御前崎。そんな、本当に熱ねつ烈れつなカップルに比べたら、僕ら兄妹の愛情表現なんてたいした事ないのに。

「ほほう！　これが噂うわさのやきそばか！」

　聞き覚えのある声がする。

　視線だけを動かすと、屋台の前で派手な格好をした派手な兄妹がいた。

「なんというチープさだ！　この紙皿と割り箸ばしに載った、そばとも呼べない何か！　いや、しかしこのチープさが心地ここち好よい！　なんだ、予想していたのよりずっと美味しいじゃないか！」

「うーん、このたこ焼き、私ならあと一分は焼くなぁ。それから生き地じに紅ショウガを二％多めに混ぜて、ソースに辛からみをつければもっと良質のたこ焼きができる……」

　周囲の視線を独り占じめする美しい二人──ベルゼブブ兄妹。バルベルも法被で、アナベルは透すき通るような青い浴衣だった。こちらはカグラに対抗してアナベルが作ったものだ。バルベルの法被ですら高級感が漂ただよっている。そしてアナベルの方は女性でも振ふり返るほどの美しさ。とぼけたような目は、愁うれいを帯びた表情に変わり、浴衣の慎つつましさとよく合っている。

「なんだアレ？　花村の仲間か？」

「いや……知らない……」

　御前崎の手前、そう言う他なかった。

　普段ならバルベルの方から近づいてくるだろうが、今日の彼らは常に僕たちから一定の距きよ離りを保とうとしている。「見届ける」と言ったのだから、手を出さずに高みの見物というわけだ。あと、個人的に祭りを楽しみたいという理由もあるだろうけど。

「に、してもだ」

　たこ焼きをつまみながら、御前崎がぼやく。

「花村よぉ、お前『法王』に何言ったんだ？　よほどの事だぞ、あのお方がここまで警戒するのって。しかもお前なんて身内みてーなもんじゃねーか」

「あはは……」

「笑うなよ。マジで知りたいんだって」

　御前崎は真しん剣けんな目だ。

「まさかテロでも起こそうってんでもないよな。お前らが強いのは知ってるし、悪い奴やつらじゃないのも知ってるよ。だから訊きいてんだよ」

「御前崎くん……」

　多少おちゃらけた所はあるけど、彼だってクラスＳだ。

　エリートとは成績の話だけではない。その意識も含めてトップクラス。偏へん見けんの目で他人を見たりしない。あくまで自分できちんと見み極きわめる。

「花村。お前、何しようとしてんだ？」

「僕は──」

　迷った末に、僕は小声で告げた。

「僕が目指してるのは、悪あく魔まとの交こう渉しようによる平和。そのために全すべての戦いを止めたい」

「なるほどな」

　御前崎は納なつ得とくしたように頷うなずく。

「そりゃ『法王』に止められても当然だ。俺たちクラスＳも全力で止めるっつの」

「だよね」

「ったりめーだバカ野や郎ろう。あのな花村。お前さぁ、空気読めよ。悪魔と対話して平和になりましょうって、七ナナ星セ降こう霊れい学園で言えるわけねーだろ。農業高校で『これからは全部輸入品に頼たよろうぜー』って叫さけぶようなもんじゃねーの？」

「う、うん……」

　目の前の大きな問題に対処しようとして、自分の中で得た最適な結論が人と相あい容いれないのは仕方のない事だ。主張の是ぜ非ひより、周りの空気が大切というのは日本人らしい感覚だと思う。

「ま、でも実現不可能じゃねーと思うぞ」

　不ふ機き嫌げんそうな顔をしつつ、御前崎はそう言った。

「マジかよ御前崎」

　隣に座ったクラスＳの男子が苦く笑しようする。

「ただ、今じゃ無理だな。俺だったら悪魔に対して優位な条件になってから交渉を持ちかける。でないと悪魔がチョーシに乗るからな。すげぇ天使とか召しよう喚かんして、魔ま王おうのひとりくらいブッ倒たおしてから交渉した方がいいだろ」

　そうか、御前崎たちは防衛システムについて知らないのか。

　彼の戦略なら、防衛システムで優位に立ってから交渉を始めるわけか。成功率で言えばそちらの方が高い。けど、それだとやっぱり人類と悪魔に遺い恨こんが残ってしまう。

「そうすりゃ、人類の勝ちだ」

「ま、そのへんが落としどころだな」

　クラスＳの男子も納得したように頷く。

　彼らは冷静で、かつ強い。

　交渉ひとつでも相手の優位に立つ事を前提に考える。

「……それじゃダメだよ」

「ん？」

　僕は立ち上がる。

　それを合図に、クラスＸのみんなが準備に取りかかる。

「僕は、人間と悪魔の両方を救いたい。だから戦うんだ」

　クラスＳの三人は僕を見ている。

　だから、背後に忍しのび寄るクラスＸの全員に気づかなかった。

「今だっ！」

　僕の命令で、全員が飛びかかる。イスに座っていた彼らは立ち上がる間もなくテーブルに押さえつけられる。

　そしてあらかじめ用意していたロープで手足をイスに縛しばり付ける。さらにガムテープで口を封ふうじ、ケータイを取り上げた。

　普ふ通つうなら捕ほ縛ばく用の天使があるのだけど、それを使えばルシファーにバレてしまう。いや、もうすでに気づいているかもしれない。どちらにせよ天使は使えないと思った方がいいだろう。

　普通の人がルシファーに抵てい抗こうできない理由のひとつが、これだろう。

　たとえ思想に問題があったとしても、召喚システムをルシファーに牛ぎゆう耳じられているため、ろくな反はん抗こうができないのだ。今のご時世、天使や悪あく魔ま召しよう喚かんができなければ、退魔士どころか降霊士にだって勝てない。

「んーっ！　んーっ！」

　イスに貼はり付けられたまま、何かを叫ぶ御前崎。

「ごめんね御前崎くん。でも、僕の話をちゃんと聞いてくれたのは嬉しかった」

　本当に悪いと思っている。降天祭を楽しめない上、こんな目に遭あわせてしまって。

　だけど止まる事はできないんだ。

「ククク、月げつ斗とよ。貴様もなかなかワルになったな」

「最初からだよ。今の学園では、僕らは完全な悪だ」

　楽しそうに笑うカグラが僕の隣となりに立つ。

「さぁ、行くよ」

　僕が歩き出すと、クラスＸのみんながついてくる。

　本当の祭りは、これから始まる。

「降天祭を──壊こわすんだ」




　　　　＊




「おそらく五分も逃にげられれば良い方だろうな」

　カグラの予言通りになった。

　自然な動作で御前崎たちを拘こう束そくし、群衆に溶とけ込んで逃げ出したつもりだったけど、ものの二分で追っ手が来た。

　しかも、その気になればもっと早く現れる事ができた。僕らが人ひと気けの少ない校舎裏まで逃げたのを見計らって出てきたのだから。

「──こうなると予測していた」

　五人の生徒──全員クラスＳだ──が、僕たちを取り囲んでいた。

　校舎裏の広場は何もない、放課後に熱心な生徒が天使の訓練をするため、広い空き地になっている。が、降天祭の期間だけは各団体が物置に使っており、ビニールシートにかけられた材木などがあちこちに転がっている。まるで青いテントが並んでいるようだ。

　そのビニールシートの上に立ち、僕らを見下ろしているのは千せん手じゆ院いん。

「監かん視しは三人しかつけないんじゃなかったの？」

　実際、御前崎たち以外の視線は感じなかった。というか、他ほかに伏ふく兵へいがいるのならカグラが教えてくれただろう。

　なのに、たった二分で勘かんづかれた。手足を拘束してガムテープで口を塞ふさいだ御前崎たちから、どうやって連れん絡らくを受けたのか。

「僕には全ての情報が入る。それがなかろうと、君たちがよからぬ事を企くわだてるのは予想できていたがな」

　落ち着いてケータイを取り出す千手院。

　彼に倣ならって他のクラスＳの生徒もケータイを開く。いつでも天使を召喚できる態勢、つまり戦いの前まえ触ぶれ。

「花村月斗、そしてクラスＸ。御前崎以下三名に危害を加えた罪で、拘束する」

「……悪いけど、断る」

　僕は左手を伸のばした。

　肩かたに乗っているカグラの全身から膨ぼう大だいな魔ま力りよくが流れ込み、僕の左手に小さな盾たてを形作る。それは大きさこそ小さいが、黒い突とつ起きから常に禍まが々まがしい黒い煙けむりが流れている。カグラの魔力が漏もれているのだ。

　その盾を見た瞬しゆん間かん、クラスＳに動どう揺ようが走る。

　彼らは強い。だからこそ分かっている。この盾がどれほどの脅きよう威いなのか。

「抵抗する気か、花村」

「君が僕に危害を加えるならね」

　僕は強気に言い返す。

　──すでに交渉は始まっている。

　それは「脅きよう迫はく」と呼んでもいい。卑ひ劣れつな手段だ。

　だけどこの盾に恐きよう怖ふして、逃げ出してくれれば戦いを避さけられる。そのために武力を誇こ示じするやり方もある。

「このまま武器を収めて欲しい。でなければ僕らはここで暴れる。降天祭の片付けをさせられないほど、君たちを傷つける。僕にはそれだけの力がある」

　クラスＳの全員の怒いかりに火がついたのを感じた。

　普ふ段だんから見下しているクラスＸの僕に、そんな脅おどしを受ければ怒おこるだろう。しかし、僕の言葉が真実だと分かっているからこそ、怒りに乗って攻こう撃げきしてこない。本当に彼らは状じよう況きようを見極められる。

「そうか、やはり君はそうなんだな」

　千手院だけが冷たい態度のままだった。

「話し合い、交渉──そんな綺き麗れい事ごとを言っておいて、結局は暴力に頼るのか。野や蛮ばんな悪魔使いらしいな」

「暴力に頼っているのは、そっちだろう。話し合いの余地なんて、君たちにはないじゃないか」

「フン、当然だ。犬いぬ畜ちく生しよう相手に話し合いをするバカがどこにいる。花村、君の理想は反逆した家か畜ちくを相手に交渉をしようと言っているのと同じだ」

「なっ──！」

「そもそも我々に思考など必要ない。全てはあの方が考えてくれる。我々はただ剣けんとなって悪あく魔まを討うてばいいんだ」

　千手院の発言に、クラスＳの人たちも訝いぶかしんでいる。

「お、おい千手院……」

「君たちもそうだ。クラスＳは選ばれた戦士なんだろう？　その君たちが悪魔の力を恐おそれて進軍をためらうなど、あってはならないはずだ」

　千手院がケータイを操作する。天使を召喚するつもりか。

　僕らも身構える。

「ちっ……！　やっぱり使えねぇ！」

　ボブが自分のケータイを見てぼやく。学内ネットワークが封じられているのか。

「無む駄だだよ」

　千手院が笑う。

「君たちのアカウントはすでに凍とう結けつしてある。高たか遠とお、ハッキングしても無駄だ。君たちの行動は全すべてルシファー様に監視されているぞ」

「ルシファー……だって……!?」

　千手院の口から、どうしてその名前が出てくるのだ。

「僕は選ばれた人間なんだ。ルシファー様が作り上げた完かん璧ぺきな作戦に水を差すなど、どんな人間だろうと許されるものではない」

「君は、いったい!?」

「僕は汚よごれ役だ。ルシファー様の完璧な計画の前に現れるゴミを排はい除じよする、雑ぞう巾きんのように汚きたない人間だ。僕が汚れる事で、『法王』はより輝かがやくんだ。誰だれよりも美しい『法王』にこんな汚い仕事などさせられるか──！」

　千手院のケータイから甲かん高だかい音波が発せられる。高速詠えい唱しようだ。

　だけどこの呪じゆ文もんは、天使じゃない。

「匂におうぞ、月斗！　気をつけろ！」

　カグラの忠告に、僕は盾を構える。

「さぁ、ゴミ掃そう除じの時間だ。月光の導きのもとに、天使の粛しゆく清せいを──」

　その言葉は聞いた事がある。

　まさか、彼は──！




「召喚サモン」




　千手院のケータイが光った。天使を呼ぶ時のような、真っ白い光ではない。エラーメッセージのように赤く点てん滅めつする画面から、禍々しい魔力が放出される。

　そして彼のケータイから呼び出されたのは、紛まぎれもない悪魔。

　一体ではない。真っ黒な五体の人形型悪魔が彼を守るようにして立っていた。こうして見るとルシファーのようなマネキンに見えるが、一体ごとに腕うでが肥大化していたり、足の長さが違ちがっていたりと、全てが歪いびつだ。

　まるで完璧と称しようされるルシファーとは違うと言いたいようだ。

「おい、千手院!?」

　友人の唐とう突とつな悪魔召喚に、クラスＳの生徒も驚おどろいている。

「どうして悪魔召喚なんだ!?　お前、何やって──」

「うるさい」

　千手院が軽く腕を振ふると、彼が召しよう喚かんした人形型悪魔がクラスＳの男子に襲おそい掛かかる。長く黒い腕がクラスＳの男子を吹ふき飛ばし、反はん撃げきも許されないまま彼は材木の上に突つっ込んで動かなくなった。

「悪魔召喚程度で騒さわぐな。君たちは家畜を連れて歩くと驚くのか？　いずれ人間によって屠ほふられる立場の悪魔など、いくらでも使い捨てればいい」
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「千手院──！」

　彼の考えは異質だ。

　悪魔に対する恨うらみでも怒りでもない、侮ぶ蔑べつのまなざしを向けている。彼の使し役えきする悪魔はそれでも無言で付き従っている。まるで天使のように無言で待っている。

「月光の導き、って言ったよね」

　渚の質問に、僕は頷うなずく。

　同じ事を言った人間と、過去に出会った事がある。

　その人物は結界に守られているはずの学内で悪あく魔ま召しよう喚かんをし、多くの生徒を悪あく魔ま汚お染せんした罪を持つ。退魔省も躍やつ起きになって捜さがしていたが、尻しつ尾ぽも摑つかめないままだった。

　でも、その理由が分かった。

「千手院、君はルシファーの命令で悪魔を売っていたのか」

「……フン」

　その嘲ちよう笑しようは、肯こう定ていと受け取った。

　もう疑いようがない。




　千手院が、月光商人だったのだ。




　それに気づいた途と端たん、ルシファーの発言を思い出した。

　彼が校長の姿をしていた時、「これでまた生徒が強くなる」と喜んでいた。

　学内の生徒──つまり、未来の退魔士を育てるために、校内に定期的に悪魔を放つ。その結果、実戦に強い生徒が生まれる。その教官役が月光商人なのだ。

　なぜ最近になって現れたのかというと、捌はち号ごう防衛システムによってさらなる戦いが起きると予測していたから。

　ルシファーは戦いをやめるつもりなんかない。むしろ敵が疲ひ弊へいするまで戦い続けるつもりだったんだ。だからこそ優ゆう秀しゆうな兵士を量産するつもりだったんだ。

「じゃあ、雅お姉ちゃんも」

「この事は『法王』は与あずかり知らぬ。むしろ知らなくていい。『法王』とルシファー様に我が道を進んでいただくために、僕は戦うのだ」

「……僕は、戦いを止めるためならなんでもする」

　左手の盾に触ふれた。

　その突起が鋭するどく伸び、左ひだり腕うで全体を覆おおう爪つめのような形になる。

「千手院。僕たちは君を倒たおす。そうしなければならない」

　たとえルシファーが何を企たくらんでいようとも、今まで生徒たちを平然と傷つけてきたこの男を許すつもりはない。

「やれるものならやってみろ。このクズども」

「カグラ！」

　僕が命令すると、カグラから魔ま力りよくが噴ふき出した。

　それは武器の形に変化して雪伽、ボブ、渚、柚子、銀河の五人に分け与あたえられる。全身に纏まとわりつく黒い霧きりはボディスーツになり、各人の手には黒い武器が握にぎられていた。

　もはやカグラは僕と雪伽の契けい約やく上にはない。

　その代わり、カグラは僕だけのものになった。

　僕の盾たてや雪伽の銃じゆうのように、渚には黒いナイフ、ボブには黒い棒、柚子には黒い箱状の道具が与えられる。限界を超こえたカグラの武器は、感じられる魔力だけでもクラスＳを圧あつ倒とうしていた。

「下がってて」

　そんなクラスＳの人たちに命令すると、僕は千手院が召喚した悪魔五体を順番に指さす。すると、ほぼ同時に五体の悪魔の頭部が弾はじけとんだ。

　雪伽の銃だ。僕が言いたいことを全て理解して行動してくれる彼女は、動く五つの的に対してヘッドショットするくらいの実力は昔から持っている。彼女の銃は僕の武器であり、僕たちを守る心強い味方だ。

　彼女と同じくらい強い仲間が、あと五人いる。

「銀河。あの人をお願い」

「オーケー」

　銀河が手に持っているのは武器ではなく、十徳ナイフのような沢たく山さんのツールがついたもの。これもカグラの魔力で出したものだけど、僕には使い方が分からない。だけど材木に突っ込んだクラスＳの人にテキパキと治ち療りようを施ほどこしている銀河の手つきは慣れたものだ。初めて使う道具なのに。

「千手院。ケータイを出してくれ。それを破は壊かいすればケガはさせない」

　僕が手を伸のばすと、彼はまたケータイを開く。

「僕を見下すつもりか、花村。悪魔使いとしては、僕の方が長いんだ──召喚サモン」

　千手院のケータイから次の悪魔が出てくる。今度は複数ではない、たった一体の、全長五メートルほどのドラゴンに似た悪魔。

　座っているのに校舎の二階部分に届きそうなほど大きい。その前足が動き出すと、地面がわずかに揺ゆれた。

「ゴガァァァァァァァァァァァッ！」

　竜りゆうの咆ほう哮こうに空気が震ふるえる。

　普ふ通つうの生徒なら逃にげ出すところだが、クラスＳの人たちは逃げるどころかケータイを取り出して天使を召喚する。

「千手院。お前がやっているのは、本当に許可された召喚なんだろうな？」

「そうだ。全すべての責任は校長先生が取ってくださる」

「──分かった」

　召喚した剣けん型天使を構え、三人の生徒が僕らと対たい峙じする。こんな状じよう況きようでも動じないなんて、さすがとしか言いようがない。

「カグラ。あのドラゴンの攻こう撃げき、僕の盾で耐たえられる？」

「余よ裕ゆうだ。だが、あのクラスＳの連中は知らぬ」

「うん」

　できれば千手院以外、誰も傷つけたくない。

「渚、ボブ、柚子。僕がドラゴンをやるから、あの三人を無力化して」

「了りよう解かいっ！」

　僕の指示通りに動く三人。

　黒い影かげが三つ移動するのを確かく認にんしてから、僕はドラゴン型の悪あく魔まを見る。非常に大きいが、おそらく中級程度だ。

　中級なら──

「ゴァァ……!?」

　僕がドラゴンをじっと凝ぎよう視しすると、その動きが止まった。

　何もしていない。ただ見ただけだ。

　しかし僕の視線でドラゴンは動けない。カグラの魔力を得た僕の視線の意味を、あのドラゴンは知っている。中級程度の強さと知能があれば、それがどういう事か理解できる。

　ドラゴンは叫さけぶのをやめた。

　そして僕を見たまま怯おびえた目をしている。

「どうした！　なぜ動かないんだ!?」

　千手院が叱しつ咤たするが、それでもドラゴンは止まったまま。

「まさか……視線だけで中級悪魔を従えているのか……!?」

　そうだ。

　バルベルだってやっていた。上級悪魔を片手で殺したように、強大な力を全て誇こ示じする必要はどこにもない。

　ほんの少しだけ格の違いを分からせればいい。

　魔ま王おうの力の片へん鱗りんを。

「ウソだろ……なんなんだよアイツ」

　ドラゴンだけでなく、クラスＳの三人も僕に戦おののいている。彼らにしては、らしくないミスだ。そのたった一いつ瞬しゆんで、もう僕の仲間は行動に移れる。

「スキありぃ！」

　音もなく忍しのび寄った渚が、ひとりの足を払はらった。ただでさえ強い脚きやく力りよくを持つ渚が、カグラのスーツで強化された状態で放つ足あし払ばらいは、クラスＳの男子を空中で一回転させるほどの威い力りよくを持っていた。

「おっしゃ！」

　その隣となりにいたひとりを、ボブが黒い棒で軽く突つく。大して力を込めたように見えないが、打たれた彼は全身が痺しびれたように震え、そして倒れた。おそらく棒に魔力を込めて、神経全体に作用するように突いたのだ。

「……上級悪魔に比べたら、このくらい」

　最後のひとりは、柚子が埋うめた。

　箱のようなものを指で操作すると、相手の真下から手のようなものが生え、足を摑んで地面に引きずりこんだのだ。下はコンクリートなのに、まるでその一帯のみが泥どろ沼ぬまに変わったようだ。

　おそらく彼らはカグラの武器の使い方を知っている。

　初めて僕がカグラの鎧よろいを纏まとった時もそうだった。どういう動きをすればいいのか、昔から知っているかのように頭に入っているんだ。その知識もカグラの魔力から来るものなのだろう。

「くっ……！」

　残るは千手院だけ。

　しかしすでに攻撃は終しゆう了りようしている。

　あの騒さわぎの最中に、雪伽が一発だけ撃うったのだ。

　弾だん丸がんは千手院のケータイを破壊して、貫かん通つうした弾丸が彼の手に当たっている。痛みでその場に膝ひざを突く千手院。

　だが、

「まだだっ！」

　彼が僕に向かって手を伸ばすと、ドラゴンが吼ほえた。

　僕に怯えているはずのドラゴンが攻撃してくるのか──そう考えて身構えたが、千手院の目もく論ろ見みは別にあった。

「!?」

　ドラゴンがその場で爆ばく発はつしたのだ。

　タイヤが破は裂れつするような爆音とともにドラゴンの身体からだが四散する。その腹からは黒い霧が鮮せん血けつのように吹ふき荒あれ、周囲の壁かべや地面に降りかかり、そして消しよう滅めつしていく。

　大きな音に顔を背そむけると、その一瞬のスキに千手院が消えていた。

「千手院!?」

「逃げよった。さすがルシファーの犬、保身にかけても天才的な男だ」

　カグラがそう言うなら、もう追いかけても無む駄だだろう。きっとルシファーのところへ逃げ帰ったか、あるいはルシファーの手引きでどこかへ隠かくれたか。

　ドラゴンの爆発の影えい響きようは逃とう亡ぼうだけではない。

「何だ今の音は!?」

「なんかいるぞ！　クラスＸか！」

　音を聞きつけた退魔士や巡じゆん察さつ中のクラスＳの生徒が駆かけ寄ってくる。その数はおよそ十人を超えている。よほど遠くまで聞こえたのだろう。

　千手院が五人だけで僕らを囲んだのは、おそらく極ごく秘ひに処理したかったためだろう。だけど戦力の差を見せ付けられて、なりふり構わなくなったわけか。

「どうするの、にぃちゃん？　全員倒す？」

「いや」

　銃を構える雪伽を止め、僕は遠くを見る。

　校舎と校舎の間に見える、大きなテント。退魔省が建てた発表会場だ。あそこには今、大勢の観客がいる。

　時計を見ると、正午に近い。そろそろシステムの発表会が始まる時刻だ。

　僕はあそこに行かなくてはならない。

　そして、そこに行くまでに必要なものがある。

「雪伽。彼らを倒たおさないで。だけど戦せん闘とう開始だ」

「えっ？　どういう事？」

「倒さずに戦うって、防戦に徹てつするのか？」

「ううん」

　ボブの質問も否定する。

「なるべく派手にやって欲しいんだ。会場にいる全ての人たちに見えるように」

「なるほどね」

　僕の意図を理解して、渚がナイフを構える。

「……あなた、なかなかゲスね」

「ハハ──」

　忌き憚たんのない感想をくれる柚子には、苦く笑しようするしかない。

　降天祭を楽しむ人々には申し訳ないけど──

　もう、止まらない。







『──従いまして、この防衛システムの発動にかかるコストは、結界内に住む人々の魔ま力りよくになりますが、およそ成人男性が一日に消費するカロリーの一パーセント未満で、これによる体調の変化は一いつ切さいございません。非常にエコな結界となります』

　学内の至る所に設置されているスピーカーからは、テント内で行われている製品説明会の内容を流している。よく通る声の女性が語るのは、捌はち号ごう防衛システムの利点とそれがもたらす人類の明るい未来。

　その声を発している現場まで、約五百メートルほど。

　屋台やオブジェ、その他降天祭を盛り上げる建造物に挟はさまれた道路を、僕たちは悠ゆう然ぜんと歩いていた。六人と一いつ匹ぴきが道の真ん中を歩き、まっすぐテントを目指す。

「おい！　何やってんだクラスＸ！」

「危ねーだろうが！」

　僕らを見る学園の生徒は、全員脇わきに退どいてくれる。

　完全武装している僕らは、ことさら武器を強調して歩いていた。僕らを止めようとするクラスＳの生徒も何人かいたが、全て叩たたきのめした。

「止まれ！　そこの君たち！」

　今もまた、退魔士が二人走ってくる。

　その二人の足を、僕の盾たてが摑つかんだ。盾から伸のびる黒くて太い触しよく手しゆが退魔士の足を搦からめ捕とり、天高く放ほうり投げたのだ。もちろんカグラが計算しているので死にはしない。今ごろ藻もが張ったプールで仲間と合流しているだろう。

「なんだなんだ？　パフォーマンスか？」

　何も知らない見物客は、僕らを写真に撮とったりしている。事情を知る学園の生徒たちも、あまり驚おどろいていない。「またクラスＸか」と傍ぼう観かんを決め込んでいるのだ。

　誰だれも脅きよう威いに思わない。

　いわばこれは魔王の行軍にも等しいのに、ただの仮装行列だと思っている。

　今までの学園ならこうはいかなかっただろう。本物の悪あく魔ま召しよう喚かんでなくとも、悪魔の仮装をしただけで危険因子とみなされてしまう。

　ところがカグラが現れてから、学園の雰ふん囲い気きも変わっている。

　生徒の中で例外が生まれている。それが魔王だとも知らずに。

　この光景を見ているはずであろうルシファーはどう思っているのだろう。

　五百メートルの仮装行列は、やがて終わりを告げる。

「えっと、君たち？」

「すみません」

　退魔省のテントに到とう着ちやくした僕らは、入り口で待機していた退魔士に一礼する。その合図で柚子が何か粉のようなものを吹きかけると、その退魔士は気絶してしまった。

「わぁっ！」

　その様子を見ていた見物客の悲鳴を背後に、僕はテントに入る。

　前に大おお山やまさんと話していた時は、ステージの上のモニターで防衛システムの概がい要ようを映しながら説明する段取りだと聞いた。

　しかし今、ステージの上には十人以上の大人がいた。

　全員、今まさに入り口から入った僕らに対し、銃じゆうのようなものを向けている。彼らが着ている制服は、ＸエクＸソｉシｓスｔト部隊のもの。

　テントの入り口からステージまで、観客は誰もいなかった。

　防衛システムの説明会には生徒や一いつ般ぱん客きやく以外にも、マスコミや企き業ぎようの人間が集まると聞いていたのだけど、それらしい人間は誰もいない。ステージのＸＸｉｓｔ部隊とは別に、テントの内周に数十人の退魔士たちが待機している。

「……月斗くん」

　ステージの上から大山さんの声が届く。

　ＸＸｉｓｔ部隊の中央で銃を構えながら、彼女は片手で僕らを招いた。僕が頷うなずくと、クラスＸ全員がテントの中央に進む。退魔士たちが警けい戒かいするが、僕はまったく意に介かいさない。そう振ふる舞まいながらステージの大山さんを見上げる。

「僕がやろうとしている事、知っていたんですか」

「悪いが、最初から気づいていた。君たちの行動は逐ちく一いち監かん視しさせてもらった。その上で、今日ここに来るのも予測していた」

「じゃあ、システムの発表と起動は行わないんですか？」

「それは君たちを拘こう束そくした後で行う」

「……そうですか」

　なら、ここに来たのは間ま違ちがいじゃない。

「花村月斗！」

　その大山さんの隣となりにいるのは、牧まき原はら先生。

　ああ、やっぱり彼女にもバレていたのか。

「私は降天祭の出し物については自主性に任せると言った。しかしこれは学生の範はん疇ちゆうを超こえている。やろうとしている事は理解できるが、教師として、退魔士として止めなければならない」

「……すみません、先生」

　牧原先生に関しては、謝るしかない。

　この件で彼女の立場も相当悪くなるはずだ。教師としても退魔士としても、非常に問題のある行動をしてしまったのだから。

　だけど牧原先生は怒おこっているようには見えなかった。

　僕の事情を全すべて理解した上で、はっきりと対たい抗こうしているように見える。

　だからこそ、申し訳ないと思う。

　今は、ただ僕の道を貫つらぬくのみだ。

　僕は牧原先生から目をそらすと、テントの中を見回した。

「カグラ。見通しを良くして」

「よかろう」

　僕が命令すると、カグラの尻しつ尾ぽが伸びる。尻尾に帯びた魔力が刃やいばの形をとり、テントの幕を大きく切り裂さくと、外で待機していた一般客の視線が向けられた。

「何を!?」

　退魔士たちが僕らに近づこうとするが、

「待ってください！」

　僕の盾から発せられた魔力の壁がそれを阻はばむ。黒い霧きりのような壁が僕たちの周囲に展開し、人も武器も阻む。銃じゆう弾だんすら通さないだろう。

「おい、なんだあれ？」

「退魔士……と、真ん中にいるのは、誰？」

　切り裂かれたテントに、人が大勢集まってくる。先ほどの僕らの仮装に惹ひきつけられた人もいるだろう。

　その数は百を下らない。テントの収容人数を考えるとまだ少ないが、それでも充じゆう分ぶんだろう。

　僕はテントの中央で、大きく息を吸う。

「大山さん、退魔士の皆みなさん、本当にすみません！」

　頭を下げると、集まった人々がざわめき出す。

「月斗、これを使え」

　どこから持ってきたのか、カグラがマイクを渡わたす。スイッチを入れて小さなハウリングを起こすと、僕はマイクに向かって続きを話した。

「退魔省がこれから起動しようとしている、捌号防衛システム。僕はそれを止めに来ました！」

　ざわめきが大きくなる。

　僕の声はスピーカーからテントの外にも流れ、学内にいるあらゆる人が聞いてくれるはずだ。人前で喋しやべるのは苦手だが、臆おくしている場合ではない。

「止めろ！」

　大山さんの命令で退魔士が殺さつ到とうする。が、僕が作った黒い障しよう壁へきが邪じや魔まをしている。

「捌号防衛システムは、日本を守れる優すぐれた武器だと思います！」

　退魔士に構わず、僕は叫さけぶ。

「ですが、僕は捌号防衛システムが平和の邪魔になると考えています！　だから止めに来たんです！　壊こわしに来たんです！」

「ふざけるなっ！」

　大山さんの隣にいたＸＸｉｓｔ部隊の人が怒ど鳴なる。

「防衛システムを止めるだと!?　君のやっている事は、テロだ！　高校生のくせに、国の防衛に口を出すな！」

「そうだ！　何考えてるんだ、ガキ！」

　ＸＸｉｓｔ部隊の人に合わせるように、テントの外にいた一般客が野や次じを飛ばす。

「よく見たら悪あく魔まの武器じゃないか！　なんでそんなの使ってるんだ!?」

「天使の運用システムを止めるだって！　バカじゃねーの!?」

「ガキが夢物語語るな！」

　罵ば声せいはどんどん大きくなる。

　その声はいつしか僕を捕とらえようとしていた退魔士よりも大きくなり、テントの中に容よう赦しやなく浴びせかけられる。

「ふざけんな花村！　そんな事で降天祭を潰つぶそうとしてんのかよ！」

「みんなの思い出がメチャクチャよ！」

「帰れ花村！」

「悪魔使いのくせに！」

　学生も大人も、等しく僕をなじる。

　とうとう言葉だけではなくなった。ゴミが投げ入れられ、靴くつが投げ入れられ、中身の入ったコップが投げ入れられる。僕を汚けがす言葉とゴミはどんどん増えていき、僕らを取り囲んでいた退魔士が今度は観客を止める騒さわぎになる。

「にぃちゃん……！」

　怯おびえている雪伽の肩かたを、僕は一度だけ叩く。

「こうなる覚かく悟ごはしてたよ」

「……うん」

　降り注ぐ罵声を、僕は一身に受け続ける。

　やがて僕が黙だまっていると、罵声が小さくなる。皆、僕の反応を待っているのだろう。

　それに応こたえるために、僕が発言しようとすると──

「待ってください」

　ステージの上に、新たな人物が現れた。

　見た目だけは小太りのおじさんだが、その正体はこの中で誰よりも強力な存在。

「校長先生……」

　ＸＸｉｓｔ部隊も彼の正体は知っている。校長がステージの真ん中に来ると、自然と彼らは道を開ける。僕に罵声を浴びせていた生徒や一般客も、校長の出現で一気に静かになった。

「あー、マイクはありますか」

　とぼけた口調で頭を下げると、すぐに退魔士がマイクを渡す。

「ああ、どうもどうも。では花村くん。お話をしましょう」

　彼の発言は、観客が思っている以上の意味を持つ。

　ルシファーが僕と交こう渉しようしようと言っているのだ。

「まさかここで悪魔の力を使って暴れるつもりはありませんよね？」

「はい。僕は話をしに来ました」

　そもそもこんな場所で戦せん闘とうをすれば、多くの人を巻き込んでしまう。それを知っているからこそ、あえてルシファーは交渉場所に選んだのだ。どこまでも臆おく病びようで、平和主義な魔ま王おうである。

「よろしい。ではお聞きしましょう。まず、分からない人のために捌はち号ごう防衛システムの概要をご説明しましょう。これは悪魔が人間界へのゲートを開いた時、それを自動感知して天使を召しよう喚かん、迎げい撃げきさせるシステムです。人間が戦う必要はありません」

　その説明を聞いて、観客から声が漏もれる。

　僕だって優れたシステムだと思う。ほとんどリスクなしに悪魔を退治できるのだから、今まで血を流して戦ってきた退魔士はお役やく御ご免めんになる。

「ですが花村くんは、それに異を唱えています。その理由はなんですか？」

「迎撃に成功しても、戦いは終わらないからです。悪魔は人間に憎にくしみを抱いだき、捌号防衛システムを上回る攻こう撃げき方法を考え、実行します。そうなったら人類はさらに恐おそろしい戦いに巻き込まれる」

　僕が発言すると、また周囲がざわめく。

　ただし今度は罵声だけではなく、少しだけ納なつ得とくするような声もあった。

　そもそも捌号防衛システムがどれほどの威い力りよくなのか、まだ実じつ践せんしていない。どの階級の悪魔も等しく殺せるとは限らない。中には天使の攻撃をかいくぐれる、防ぼう御ぎよ力に長たけた悪魔がいるかもしれない。

「なるほど。悪魔がこちらの想定を上回る攻撃をしてくる可能性はゼロではありません」

「じゃあ、そうなった場合は？」

「そのための退魔士です。緊きん急きゆう出動の用意はいつでもできています。システムのおかげで頻ひん度どは減るでしょうが、なくなったりはしない。そして、その間に対策を考えます。システムはそのための時間稼かせぎもできます」

「つまり、戦いを終わらせる気はないんですね？」

　ルシファーの夢見る世界は「完全な防御」であって、「完全な平和」ではない。

　それによって多くの人が新しい戦いに巻き込まれることになっても、被ひ害がいが出た後で対策を考える。それでは遅おそすぎるのだ。

「では花村くん。このシステムに異を唱えるのでしたら、代だい替たい案あんはあるのでしょうか」

「はい。僕は対話によって、悪魔と人間の平和を望みます」

　僕の発言で、一気に場の空気が変わった。

　退魔士だけじゃない。それまで僕の反論を聞いていた人全てが、僕に向かって敵意を向けるのが分かった。

「対話って……！」

「できるわけないだろ、そんな事」

「悪魔と話なんてできるかよ！」

　侮ぶ蔑べつ、失しつ笑しよう、激げき怒ど。そんな感情のこもった言葉。

　でも、彼らは知らない。

「では訊ききます！　この中に、悪魔と会話した事のある人はいますか!?」

　僕が叫ぶと、退魔士も一いつ般ぱん客きやくも苦く笑しようする。

　あるわけがない。人類の敵である、悪魔と会話した経験など。

　だけど──

「んなの、あるに決まってるじゃん」

　生徒の一人が、そう呟つぶやく。

「花村の肩に乗ってる黒ネコ、あれ悪魔だろ？」

「あ、そうか」

　それに気づいた他ほかの生徒も頷うなずく。

「フハハハハハハハ！　学園の生徒ならば、吾わが輩はいと会話した事もあろう！」

　肩から頭の上に登って、カグラが高笑いする。

　そう、ウチの学園にいるならカグラを知らない者はいない。こんなに破は天てん荒こうな悪魔、誰だれだって覚えている。

「ええ？　この学園、悪魔がいるのか……？　しかも話も？」

「いや、話っつーか、俺学食でメシ作ってもらった事も……」

　事情を知らない一般客のおじさんが驚おどろいている。学園の生徒もカグラの事を思い出し、悪魔との対話について印象を改める会話をしている。

　カグラの出現で、空気は大きく変わる。

「僕はカグラと対話して、平和を摑つかめると実感しました。魔王ベルゼブブと話した事もあります。多少の小こ競ぜり合いはありましたが、僕はこうして生きている」

　かつての僕なら、もちろんできなかっただろう。

　だけどカグラと出会い、カグラに力をもらった今ならできた。バルベルに認められ、友として並び立つ事もできるようになった。

　ほとんど偶ぐう然ぜんで得たような力だけど、だからこそ使い方を考えなくてはならない。

「対話できるんです。悪魔だって、話せば理解してくれるんです！」

　僕の言葉に、周囲の反応は侮蔑から興味に変わる。

　悪魔との対話が「できるわけがない」から「もしかしたら」に変わってきている。

「では花村くんは、その論調が悪魔にも通用すると？」

「通用します。悪魔は欲よく望ぼうに忠実な生き物です。だからこそ話を聞いてくれる。より住みやすい世界を作るためなら、きっと協力してくれると信じています」

「それが魔王であっても？」

　校長が言っている「魔王」とは、自分も含ふくんでいる。

　もちろんルシファーの気持ちをないがしろにするつもりはない。平和な世界とは、ルシファーも安心できる世界だ。

「はい、やってみせます」

「人間にその力があるとは思えませんが」

「普ふ通つうの人間ならそうかもしれません。でも──」

　僕は自分の胸を叩たたく。




「僕ならばできる。人類で唯ゆい一いつ、魔王を従えた僕ならば」
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　おお、と歓かん声せいが上がった。僕たちを取り囲んでいた退魔士ですら、銃じゆうを下ろして僕の言葉を聞いている。

　アバドンの力を得た僕なら、交渉のテーブルにつく事ができると思った。また、そうしなければならないと思ったんだ。

「人類の代表になるつもりですか、花村くん」

「そんなつもりはないです」

　そこまで偉えらくもないし、人類全体を背負うつもりもない。

「ただ、僕は僕個人として、みんなが平和になれる方法を探していただけです。人類も悪魔も、それ以外の生き物も、平和な方がいいじゃないですか」

「平和の定義もまた、悪魔によって違ちがいます」

　校長はにこやかな笑えみを崩くずさず反論してくる。

「同じ魔王でも好戦的な者とそうでない者がいます。たとえば──アジアに出しゆつ没ぼつしている魔王インドラの一派は、戦いこそが正義だと思い込んでいる集団です。それらも交渉によって解決すると？」

「戦いでしか語れないのであれば、そうします」

「戦争を望むと？」

「違います。人間との戦いではありません。あくまで僕個人と悪あく魔まとの戦いです」

「あなたとアバドンが全すべての魔王を相手にする……と」

　カグラの力があれば、怖こわいものはない。

　あくまで戦争を望む魔王がいるのだとすれば、黙らせるだけだ。

「人類とも悪魔とも立場を違たがえ、たったひとりで平和への道を拓ひらくつもりですか」

　校長は目を閉じて俯うつむく。




「──花村くん。あなたは、アクマになるのですね」




　人間でも悪魔でもない存在に、僕はなるのかもしれない。

　だけどそれで全てが平和になるのなら構わない。

　僕がアクマと呼ばれようが、何も変わらない。

　隣となりに雪伽がいて、後ろに仲間がいて、そして肩かたにカグラがいれば、どんな立場だって戦い抜ぬけるから。

「それを宣言するために、わざわざこのテントまで来たのですね？」

「はい。ここじゃないと聞いてもらえなかったので」

　もしも本気でルシファーを止めようと思ったら、こんなに堂々と行動はしない。カグラの力をフルに使って、学園と退魔省のコンピュータを物理的に攻撃する事もできた。姿を消し、コソコソと逃にげ回る事もできた。

　だけどこの場でルシファーを含む大勢の人たちに、僕の意志を聞いてもらいたかった。誰にもはばかる事無く、僕の道をまっすぐ進むために。

「花村くん」

　校長が手を挙げる。

　すると銃を下ろしていた退魔士たちが、一いつ斉せいに銃じゆう口こうをこちらに向けた。ＸＸｉｓｔ部隊はタブレット端たん末まつを手にしている。

「お、おい……あの人、学園の校長だよな。なんでＸＸｉｓｔ部隊に命令してんだ？」

　何も知らない一般客が放った疑問に答えられる者はいない。

「君の言い分は理解しました。成功すれば、君の言うような未来になるでしょう。ですがその計画を実行するにはリスクが高すぎる」

「それも覚かく悟ごしてます」

「学園を預かる身としては、それでは困ります。あなたが持つアバドンの力がどれほどのものか、私には分からない。ですから不安要素は排はい除じよします。それが私の結論です」

「──そうですか」

　交こう渉しよう決けつ裂れつ、か。

　ならば戦うしかない。

　戦って、魔ま王おうを黙だまらせる力がある事をルシファーに証明するのだ。

　僕が盾たてを構えると、クラスＸも戦せん闘とう態勢に入る。

　その時だった。

「あっはははははは！　なかなかダサい演説だったね！」

　無数の虫が僕の前に集まる。

　数万匹ひきの羽虫が集まって人間の形を作り、その際に漏もれた巨きよ大だいな魔ま力りよくが突とつ風ぷうを生む。破れたテントの幕がヒラヒラとはためき、大勢の人間の帽ぼう子しやパンフレットが飛んでいく。

　登場しただけでこの騒さわぎ。

　でも、魔王にしては地味な方だ。

「バルベル──」

「やぁゲット！　聞かせてもらったよ！」

　虫から生じたバルベルは、テントの中央付近に浮ふ遊ゆうしたまま周囲を見回している。さっきまで着ていた法はつ被ぴではなく、玉座で着ていたスーツとガウンで。

「初めまして人間よ！　僕は魔王ベルゼブブだ！」

　甲かん高だかい叫さけびに、その場にいた全員が凍こおり付く。

「だけど逃げる必要はないよ！　僕は戦いに来たわけじゃない！　落ち着いて僕たちの話を聞いて欲しいなぁ！」

　パニックが起きる前にそう叫ぶバルベル。

　マイクを使っているわけでもないのに、彼の声はよく響ひびいた。全ての観客にも聞こえているはずだ。その証しよう拠こに理性を失って逃げ惑まどう人は誰もいなかった。

「ベルゼブブ……どうして……!?」

　大山さんを含むＸＸｉｓｔ部隊も言葉を失っている。

　僕だって驚いている。

　ずっと静観を決め込んでいたバルベルが、どうしてこのタイミングで現れるのか。

「どうして僕が現れたのかって？　そうだね、ゲットのやり方で言うなら、対話とやらをしに来たのさ」

「対話……誰だれとだ？」

「ここにいる全ての人さ」

　身体からだから漏れる魔力は膨ぼう大だいで、それに怯おびえる人は多数いる。だけどバルベルの表情や言葉からは敵意が感じられない。

　むしろここにいる人たちは、彼が何かとんでもない事をするのを待っているかのようだ。ここは発表会をするテントの中。派手なショーを期待してしまうのも仕方ない。

「ゲット！　君の話はともかく、やり方はすごいね！　全ての魔王と交こう渉しようし、ダメだったら殺す。しかも人類の代表としてではなく、ゲット個人として──ムチャクチャだよ！　普通の人間なら考えつかないよ！」

　僕に対する遠えん慮りよなど一いつ切さいなく大笑いするバルベル。

「やっぱりおかしいかな？」

「おかしいよ！　まず考えつかないよ！」

　バルベルは堰せきを切ったように笑い続け、やがてそれも収まる。彼の笑いが消えるのと同時に、観客の慌あわてる声もなくなり、完全なる静せい寂じやくが訪おとずれた。




「でも、僕は君と共に行きたいと思った」




　笑っていないバルベルは美しい。

　僕を殺そうとした時の、あの顔と同じだった。

「理由はただひとつ、面おも白しろそうだからだ。確率だけで生きているルシファーよりもずっと退たい屈くつしない未来が待っているだろう」

「バルベル……」

「そういうわけで、お立ち会いの皆みなさん！　たった今からこの花村月斗には魔王ベルゼブブの後見がつく！　どうだい、これでも彼に賭かけようと思う者はいないのかい!?」

　バルベルが味方についてくれるなら、これほど頼たのもしい事はない。

　カグラとバルベル、二人の魔王がいてくれるなら他ほかの魔王も説得しやすくなる。

「悪いが、我々は状じよう況きようによって立場をホイホイ変えられるような職業ではないのだ」

　大山さんが僕ではなく、バルベルをターゲットに変える。タブレット端末を指でなぞり、いつでも召しよう喚かんできる態勢になる。

「月斗くんの意見も分かるが、それでも我々は退魔省の退魔士だ。人々を守るために悪魔と戦うのが仕事なんだ」

「ま、そうだろうね」

　バルベルが僕を見る。

　どうするのか尋たずねようと思ったら、いきなり僕の身体が後ろに引っ張られた。

「うわっ！」

　僕だけではない。雪伽やクラスＸのみんなが長い棒のようなものに摑つかまれている。そしてテントの外に放ほうり出された。

「いてっ」

　引っ張られた後は、尻しり餅もちをつく。

　そして僕たちを引っ張ったものに気づく。それは木の枝だった。空間を歪わい曲きよくさせたゲートから出現した、魔ま界かいの木だ。

「兄様、助けたよ」

　それを呼び出したであろうアナベルが微笑ほほえんでいる。彼女は正装ではなく、まだ浴衣ゆかた姿のままだ。

「でかしたぞアナベル！　さぁ、ここは僕に任せてくれ！」

　バルベルが指を鳴らすと、テントの周囲に見えない壁かべが出現した。さっき僕が出した黒い霧きりの壁と違ちがい、中がよく見える。そこに取り残された退魔士たちが、見えない壁をしきりに叩たたいている。

「我々を殺すつもりか、ベルゼブブ！」

　激げつ昂こうする大山さんに対し、

「いいや、殺しはしない。祭りを血で汚よごすのはマナー違い反はんだと教わった。だがケンカは祭りの華はなとも言うらしいな」

「なにぃ？」

「ハンデをやろう。僕は素す手ででやってやる。君たちは天使でもなんでも使うといい。バリアが張ってあるので、お客さんにも迷めい惑わくはかからない。どうだい、魔王の戦いが見られるんだよ？　しかもタダで」

「おおおお！　すげぇっ！」

　バルベルの扇せん動どうに観客が沸わき立つ。

　カグラの時と同じパターンだ。なまじ人間の姿に近いから、彼がどれほど強力な悪魔なのか分かっていない人がほとんどだ。そして魔王の力を分かっているのは、バリアの中の退魔士たちだけだ。

　観客の注意がそちらに向いているうちに、僕らは逃げなくては。

「立てる？」

　尻餅をついていた僕に、アナベルが手を差し出す。

　左手を差しだそうとして、武装していた事に気づく。僕は自分も含ふくめて全員分の武器とスーツを消した。力を誇こ示じする時間は終わった。

　手を摑まれて立ち上がる僕の身体を、アナベルがそっと抱だきしめる。

「──下に」

「下？」

「ルシファーの気配。魔力は感じないけれど、ルシファーはきっとこの下にいる」

「どうして分かるの？」

「ルシファー以外の強大な魔力を感じるの」

「……分かった。ありがとう、アナベル」

　礼を言って、アナベルから離はなれる。

　すると僕の視線の先に、魔力が立ちこめる黒い銃じゆうを持って怒いかりに燃えている雪伽がいた。

「せ、雪伽、これはね」

「……アナベルが情報をくれなかったら、撃うってた」

　怖こわい。

　なんて言い訳しようか迷っていると、今度はアナベルの腕うでが雪伽を抱きしめる。

「えっ？　ちょっとアナベル？」

「セッカも気をつけて。トモダチを失いたくないから」

「う、うん……ありがと」

　雪伽もアナベルをぎゅっと抱きしめた。

　さて、和なごやかにしている時間はない。

　バルベルが作ってくれた時間で、僕らは行かなければならない。

「みんな、行くよ」

「おおっ」

　クラスＸの全員がいる事を確かく認にんして、僕は進む。

　僕たちを見る視線でいっぱいだと思っていたが、なんと周囲にいる全員がテントの中を見ていた。

　振ふり返ると、素手のバルベルに対して、ＸＸｉｓｔ部隊までタブレットを投げ捨てているではないか。

「なめるなよ魔ま王おう。魔ま力りよくなしのステゴロ勝負で、鍛きたえ抜ぬいたＸＸｉｓｔ部隊に勝てると思ったのか」

　上着を脱ぬいだ大山さんが先頭に立って挑ちよう発はつしている。

　この勝負、最後まで見ていたい気もするけど、今はルシファーが先決だ。

　バルベルが誰だれも殺さない事を祈いのりつつ、僕らはテントを後にした。




　　　　＊




　アナベルは「下」と言った。つまり地下だ。

　地下と分かれば、もう探す必要はない。

　この学園で地下とくれば、あまり選せん択たく肢しは残っていないのだ。地下でまともに行動できる場所とくれば、戦せん闘とう用フィールドか配電施し設せつくらいだ。だけどこの二つの場所は外部の人の出入りが多い。ルシファーが暗あん躍やくするにはふさわしくない。

　となると、残りはひとつ。

　学内でも限られた人間しか出入りできず、かつ厳重に守られている場所があるのだ。それはある意味、金庫や土地の権利書よりも大切なものを保管している場所。

　召喚用コンピュータが置かれている校舎の地下。

　巨きよ大だいサーバールームだ。

　三階建てのコンピュータ校舎は、生徒や教師の端たん末まつを一いつ括かつして管理している。ここに出入りしているのは管理者と呼ばれる退魔省のプログラマたち。トラブルがない限り、生徒や教師はあまり出入りしない。学園で配布されている個人の端末があれば、わざわざコンピュータ校舎に行く必要はないのだ。

　だから僕もこの校舎に入るのは初めてだった。

　ガラス張りの壁へき面めんで四方を囲んだ、立方体のような校舎。入り口の扉とびらを開けると、クーラーの冷気が飛んでくる。

　張り切って乗り込んだつもりだったのに、誰もいなかった。

　普ふ段だんなら朝から職員さんがたくさんいるはずのコンピュータ校舎は、もぬけの殻からだ。何者かの作さく為いが働いているとしか思えない。

「なぁ、ここ全部ブッ壊こわせばいいのか？」

　黒い棒を担かついだボブが周囲を見回す。

「……無む駄だでしょ。データは別に保管されてるから、ここの機材を壊してもすぐに新しいものと取り替かえられる」

　柚子の言うとおりだ。データそのものを破は壊かいしないと意味がない。

　そしてデータとは、七星降こう霊れい学園の命。天使や悪あく魔まと、その運用方法。これらの情報はいわば戦闘経験であり、なくなったら学園は戦う力を失ってしまう。

「で、そのデータがここにあるんだね」

　銀河が見ているのは、エントランスの右にある「関係者以外立入禁止」と書かれた扉。

　鍵かぎはかかっておらず、引くと簡単に開いた。

　扉の向こうには、地下へ下りる階段。

　階段を照らす電気がついている。すでに誰だれかが使っていた証しよう拠こだ。

　僕が先頭に立ち、ゆっくりと階段を下りる。

　十回ほど踊おどり場で折り返した後、目的の場所にたどり着いた。

　地下にそびえ立つ、巨大な扉だった。

　扉だけでも、十メートル以上の高さがある。幅はばも僕ら六人が手を開いて並んで立っても、まだ端はしに届かない。

「……これ、見たことあるよ」

　雪伽の言葉に、僕も思い出す。

　バルベルの城で見た扉によく似ている。

　魔王の玉座を守る扉は巨大でなければいけないルールでもあるのだろうか。

　そんな事を考えていると、扉が開いた。自動ドアのように、横にゆっくりと開いていく。

「さむっ……！」

　霜しもが見えるほどの冷たい風が吹ふいた。

　扉の向こうは氷の世界のようだった。

　全すべてが白く染められている。寒さのせいではなく、機材が白いのだ。

　巨大なドーム状の空間だった。

　そこにあるのは、無数の柱。

　柱のひとつひとつが時折、青白く点てん滅めつしている。何らかの電気信号を発しているのだ。確認しなくても分かるが、あの柱がサーバーなのだろう。

　そしてドームを支えるかのように立っている、中央の巨大な柱。まるで巨きよ木ぼくのように伸のびているあの柱が、サーバーを統とう括かつするスパコンの類たぐいだろう。

「こうなってたんだ……」

　七星降霊学園の頭脳は、こんな場所で保たれていたのである。

　美しいと思った。

　秘ひ匿とくする理由も分かるが、もっと多くの人に見てもらいたいと思った。この白い世界は芸術品のようだ。

　そのサーバールームに相応ふさわしく、美しい人間が待っていた。

　学生服を着た、二十人ほどの集団。

　その先頭に立つ、もっとも美しい人。

「来たわね、月斗ちゃん」

　雅だった。

「ルシファーの予想通りね。必ず月斗ちゃんはここに来ると言っていた」

「……待っていたんだね」

　テントで退魔士と騒さわぎを起こしてから、ここまで誰も追つい跡せきしなかったのが不思議だったんだ。学内で騒ぎを起こさせるよりは、誰もいない場所で確実に僕らを仕留めたかったのだろう。

「何か言い残す事はあるかしら？」

「僕の主張は知ってるはずだよ。僕は平和のために戦う」

「ええ。私も平和のために戦うつもり」

　雅はタブレット端末を取り出し、指で操作する。

「お姉ちゃん！　もうやめて！」

　雪伽が叫さけぶと、雅はゆっくりと首を振る。

「止まらないわよ。ここまで来たら、白黒ハッキリさせた方がお互たがいのため。文句があるなら、実力で私たちを排はい除じよしてみなさい」

　雅に合わせて、クラスＳの生徒たちもタブレット端末を操作する。

　複数のタブレットが一いつ斉せいに光り、画面に魔ま法ほう陣じんが映し出された。

「刻呪法第一条二項こうに基もとづき、三年クラスＳ『法王』秋あき月づき雅が緊きん急きゆう国防用召しよう喚かんを発動する。其そは神の守護者にして剣けん、四つの座にて光臨を頂く印、来たりて守護するは楽園の旗、汝なんじその力を顕けん現げんせよ」

　タブレットの画面にヒビが入る。魔法陣から出る魔力に端末が耐たえられないのだ。それほど強力な天使を召喚しようとしている。

　画面の光に照らされ、雅の全身が発光しているように見える。

　光の中で、彼女は甲かん高だかく叫んだ。

「召喚コールっ！」

　光が集束すると、雅は武装した姿で立っていた。

　全身を白い鎧よろいで包んでいる。前に渚や柚子が召喚した鎧型天使に似ているが、そこから発せられる魔力は桁けた違ちがいだ。この学園を守る結界と同等の力があるだろう。僕にはそれが分かる。

　そして目を引くのは、手に持っている剣。まるで槍やりのように長い。

　他ほかのクラスＳの生徒は鎧のみが同じ。手にした武器はそれぞれ違ちがう。ただ雅の持っている長い剣だけが異様な魔力を放っている。

「なるほど、あれがバルベルを刺さした剣か」

　カグラの言葉で思い出した。

　バルベルと戦った時、何者かが彼の胸を刺したのだ。あれは確か「ウリエル」と呼ばれていた剣だ。

「そうよ」

　雅はそのウリエルを片手で持ち上げる。

「この『ウリエル』と『ガブリエル』はルシファーがくれたもの。最高位の天使であるこの剣と鎧があれば、カグラちゃんでも倒たおせる」

　バルベルですら死にかけたあの剣で刺されれば、確かにただでは済まない。

　けど、そんなのは承知の上だ。だって相手は魔王なんだから。

「カグラ！」

　僕が左手を伸ばすと、カグラの魔力が注がれる。今度は盾たてだけじゃない。全身を鎧で覆おおい、左手は盾のような爪つめに変える。バルベルと戦った時と同じ装しよう束ぞくだ。

　僕だけじゃない、クラスＸの仲間にもさっきと同じスーツや武器を与あたえる。アバドンの力が等しく行き渡わたると、僕らも構える。

　アバドンの力と、ルシファーの力。

　これは悪魔と人類の戦いの縮図かもしれない。

　だけど、僕はそんな重いものを背負うつもりはない。

　目の前にいるのは、秋月雅。

　誰よりも強くて、誰よりも美しい、僕のお姉ちゃん。

「行くよ、雅お姉ちゃん」

「来なさい、月斗ちゃん」

　ありったけの魔力を込めて、僕は最愛の姉に飛び掛かかった。
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　有志の募集／後片付けについて







　分かってたけど、強い。

　学力も身体能力もあり、卒業したら退魔省から即そくスカウトが来ると噂うわさされている雅みやび。もともとクラスＳは退魔士のサポートとして実戦に駆かり出されるので、経験まで積んでいる。そして全校生徒を束ねるカリスマ性も備えている。

　そんな彼女が今、最強の天使を身につけて僕を全力で攻こう撃げきしてくる。

　鬼おにに金棒とはまさにこの事。

　槍のように突つき出される長ちよう剣けんをギリギリの所で避さけると、僕は左手を前に突き出す。雅は僕の手から光こう弾だんが出ることは知らない。

「っ!?」

　なのに、至近距きよ離りで僕の光弾を避けた。

　わずか一メートルの距離で放たれた光弾を身を屈かがめて回かい避ひすると、低い姿勢から僕に体当たりする。

「ぐっ！」

　最初の長剣も、このタックルも布石だ。

　僕が体当たりでバランスを崩くずした瞬しゆん間かんを狙ねらって、首を落とす勢いで長剣が横よこ薙なぎに襲おそってきた。

「うわっ！」

　左手で剣を受け止める。

　カグラの魔ま力りよくとルシファーの魔力が反発し、強い光を発する。

　今度は雅が体勢を崩した。僕が雅の長剣を押し返すと、残った右手を伸ばし、彼女を摑つかもうとする。

『召喚コール』

　しかしその瞬間、狙っていたかのように僕と雅の間に武器が降ってきた。

　天てん井じようから三本の槍型天使が落ち、床ゆかに沈しずんでいく。

　上を見ると、可動式アームに摑まれたモニターが見えた。あそこから何者かが天使を召喚して邪じや魔ましたのだ。

『ルシファーの仕し業わざだな』

　僕の鎧から、カグラの声。

　今のカグラは鎧と同化しており、僕を全力で守ってくれている。

『ここはルシファーの巣も同然。あらゆる方向に気を配れ、月げつ斗と』

「……分かった」

　ただでさえ強い雅が相手なのに、ルシファーの妨ぼう害がいもついてくる。

　分が悪いどころじゃない。最悪のアウェイだ。

　一歩下がる雅の向こうに、別の戦いの光景が見える。

「おらぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　ボブが手にした棒で、複数のクラスＳの生徒を押しとどめていた。彼らは雅のサポートにつこうとしているのだが、それをボブが食い止めているのだ。

「はっ！」

　さらに空中では渚なぎさが三人ほどの生徒と戦っている。カグラの作ったスーツの力と渚の身体能力が合わさり、重力を無視した戦いを続けている。柱を蹴けり、壁かべを蹴り、いつまでも空中で刃やいばを重ねる彼女たち。それについてくるクラスＳの男子も大したものだ。

　ボブも渚も、クラスＳ以上の強さを持っている。双そう方ほうとも魔ま王おうクラスの装備なのに、こちらが複数の生徒を圧あつ倒とうしているじゃないか。

　さらに彼らだけでなく、背後には雪せつ伽かや柚ゆ子ずや銀ぎん河がも待機している。

　万が一の時は、彼らのサポートが──

　いや。

　違う、そうじゃない。

「くっ！」

　僕は背後を振ふり返り、急いで走る。

「雪伽！」

　とにかく叫んだ。それだけで雪伽が僕の意思を理解してくれると信じて。

　そして雪伽は応こたえてくれた。

「ぐぁぁっ！」

「くそっ！」

　複数の悲鳴。

　それまで何もないと思われていた空間に、姿を消して近づいていたクラスＳがいたのだ。彼らは雪伽の銃じゆう弾だんに撃うたれて倒れている。

　柱だらけのサーバールームにおいて、遮しや蔽へい物はあまり存在しない。彼らはサーバーである柱を守るため、柱に隠かくれる事はできないから。

　そのため姿を消して近づくのが最適なのだ。天使の中には、カモフラージュに長たけた性能を持っているものがある。

　そしてターゲットはボブや渚じゃない。

「はああぁぁぁっ！」

　僕は左手から光弾を発射する。

　まさに柚子と銀河を狙って斬きりかかっていた、二人のクラスＳの男子に向けて。

「ぐっ！」

　僕の光弾はひとりに命中したが、倒れるまでには至らなかった。もうひとりはギリギリのところで鎧よろいで防いだ。どちらも僕に狙われていると分かると、その場を離はなれる。

「柚子！　銀河！」

「……だ、だいじょうぶ」

「ありがとう、月斗くん！」

　二人とも固まって周囲を警けい戒かいしている。

　柚子は相手を阻そ害がいする天使が得意で、銀河は人を癒いやすのが得意だ。

　敵から見れば「生き残っていると困る」存在に違ちがいない。

　だったら彼らから潰つぶすのが定石だ。

　たとえ僕が目の前にいようと、雅ならそうすると思ったんだ。

「月斗くん！　僕らなら平気だから！」

　珍めずらしく、銀河が武器を手にしている。

　カグラの魔力が生んだ、黒い針のようなものが数本。

「……あんたは大将首を狙いなさい」

　柚子もロープのようなものを手にして、銀河とくっついている。二人が固まっていれば、そうそうやられない──そう信じるしかない。

　それに今は、僕も手て一いつ杯ぱいだ。

「はっ！」

　真上から降ってくる剣けんを、僕は左手で受ける。

　雅の攻撃が止まる事はない。

「くっ！」

　左手を雅に近づける。そのまま彼女の剣を喰らおうとするが、素す早ばやく剣を引き、僕が摑めない速度で突いてくる。

　その剣に負けない速さで光弾を撃とうとするが、その時には彼女の姿は消えている。まるで僕が光弾を撃つのを知っているかのように。

　僕の攻撃を避けた雅が、さらに剣で突く。

　それを受け止め、反はん撃げきをしようと前に出ると──

『召喚コール』

「にぃちゃん！」

　雪伽の銃じゆうが、僕の真上から落ちてきた斧おの型天使を撃ち落とした。さらにサーバールームに設置されているモニターを撃つが、強力な結界が張られているらしく、壊こわれない。

　雅の攻撃と、クラスＳの攻撃。モニターからの召喚。

　どれもが致ち命めい的てきな威い力りよくを持っており、警戒を解けない。

「前進！」

　雅の命令でクラスＳの生徒が僕に殺さつ到とうしてくる。それまでボブや渚と戦っていたのに、命令が下ると戦せん闘とうを放ほう棄きしてまで僕を攻撃してきた。

「っ……！」

　襲い掛かかる複数の天使。さらに彼らの後方にも銃型天使を持っている生徒が何人かいる。彼らの一いつ斉せい射しや撃げきをカグラの鎧が喰らい、そして近接攻撃を仕し掛かけた生徒の武器もまとめて左手で嚙かみ付くようにして奪うばい取る。

　天使を喰らい、敵の武器を消す。同時に魔力を回復させる。

　そういう戦法だったが、武器を奪われた生徒はすぐに新しい天使を召喚する。どうやらルシファーの領域ではカグラ同様、召喚者の魔力は必要ないようだ。

　さらに僕が彼らを相手にしていると、雅の剣が銀河と柚子に襲い掛かる。

「このぉっ！」

　銀河が手にした針を投げる。カグラの武器は銀河が使っても強力なはずだが、雅はその針を難なく避ける。そして柚子がロープを繰くり出して雅の動きを止めようとするのだが、そのロープもあっさりと避けてしまう。

　銀河たちが頼たよりないのではない。雅が規格外なだけだ。

「危ないっ！」

　彼らを守ろうと、雅を追う。

「──そうすると思った」

　瞬間、背後から声が聞こえた。

　振り向くと、僕が背中を追いかけていたはずの雅がいた。

　どういう事だ？

　僕が追いかけていたのは、雅ではなかったのか。

　考えている間に、雅の剣が背後から僕を突つき刺さした。

「ぐぁ……っ！」

　容よう赦しやのない一いち撃げきが、僕の右みぎ肩かたを貫つらぬいている。

　本来、天使の武器は人間に効果はない。だけどウリエルほど強力な武器になれば別だ。単純に鋭えい利りな刃は物ものでもあるし、悪あく魔まの鎧など簡単に貫ける。

　激痛に顔をしかめつつ、顔を上げる。

　先ほどまで銀河たちを狙っていた雅の姿が消えた。

　そうか。

　──ルシファーが学園で使っていた、ホログラム。

　幻げん影えいのようなものを見せていたのか。

「うああああぁぁっ！」

　雅の剣がさらに押し込まれる。右肩からどくどくと血が流れ、剣を伝って床に落ちる。意識が飛びそうになるが、痛みが現実に引き戻もどす。

「こんなに刺されても、この程度で済むのね。普ふ通つうなら痛みで耐たえられないわよ」

「……雅、お姉ちゃん」

「月斗ちゃん。あなたの事なら何でも知ってるの。お友達がピンチになったら、絶対に助けに来るって。そう仕向ければ、スキを作るのは簡単よ」

　そうか。どうにも戦いにくいと思ったのは、雅が僕の性格を知っていたからだ。

　僕の動きを誘ゆう導どうし、自分のペースに引き込む。戦いでなくても、スポーツなどで使われる技術だ。

　やっぱり雅は強い。

　僕の弱点を知り尽つくしている。

「カグラ！」

　僕が叫さけぶと、鎧の背面から触しよく手しゆが伸のびた。後ろから剣を刺した雅を突き飛ばし、反動で僕の身体からだも前に動く。さらなる激痛と引き換かえに、肩かたから剣を引き抜ぬくことができた。

「っ……！」

　刺された右肩に手をあてる。すでに傷は塞ふさがりかけていた。腕うでも自由に動く。

　だけど痛みはまだ消えない。血も大量に流れたせいで、頭がクラクラする。

「はっ！」

　僕が回復しきる前に、雅の剣が飛んできた。

　呼吸が乱れている僕を前に、機械のような正確さで剣を突き入れてくる雅。その剣の合間にモニターから武器が召喚される。その数は徐じよ々じよに増えていき、雪伽の銃じゆう声せいがどんどん増えていく。いつか雪伽が対処しきれなくなったら、全員が危ない。

「雅お姉ちゃん！」

　剣を受けながら、僕は叫ぶ。

　彼女の剣も徐々に速くなっている。僕がどう避さけるのか分かっているみたいだ。だから行動に無む駄だがなくなっている。

　まるで詰つめ将しよう棋ぎのようだ。

　徐々に僕らの行動に余よ裕ゆうがなくなっていく。

　数で攻せめられ、技術で攻められ、力で攻められる。

　あらゆる方法で僕らを追い詰める雅は、まさに学園を率いる将軍の器うつわ。

　けど、そんな彼女を超こえなければ、魔ま王おうには届かない！

「ああああああああああっ！」

　覚かく悟ごを見せると言った。

　なら、こんな戦い方じゃダメだ。

　僕は右手を前に突き出した。

　僕の右手に合わせて、雅の剣が伸びる。

　避けなければ、刺さる。

　だけど──

「ぐっ……ああああああああああああっ！」

　僕は自分の右手に、雅の剣を突き刺した。

　さっき刺されたから分かる。刺されると物もの凄すごく痛い。

　だけど僕の右手は彼女の剣をがっちりと摑つかんで離さない。手から二の腕まで刺さった剣に、カグラの鎧ががっちりと食い込んでいく。捕ほ食しよくしているようだ。

「離しな……さいっ！」

「離さないっ！」

　ありったけの声で、僕は叫ぶ。

「雅お姉ちゃんが、僕の話を聞くまで！」

　僕の目的は、対話だ。

　だけど戦いを避けるという意味じゃない。安全な所から言葉だけで相手を納なつ得とくさせられるわけがない。痛みから逃にげていては、誰だれも僕の言う事など聞いてくれない。

「月斗ちゃんの言いたい事は、全部分かってる！」

　剣を引き抜こうと力を入れながら、雅も叫び返す。

「あなたが平和を望んでいるのも知ってる！　月斗ちゃんが誰よりも優やさしい子だって、私は知ってるから！　だけど！」

　雅は剣の柄つかを強く握にぎり締しめる。

「私はクラスＳの代表なの！　学園を背負って立つ身なの！」

「雅お姉ちゃん……？」

「クラスＳは学園の理念を体現する集団よ！　もしもあなたの言葉にほだされて、意い趣しゆ返がえしをしたらどうなると思うの!?　学園にいる全員が失望するわ！　七ナナ星セ降こう霊れい学園の気持ちがバラバラになってしまう！」

　それも、知っている。

　悪魔がいる落ちこぼれのクラスＸが道理を外れた行動をしても「またクラスＸか」で済まされる事が多い。

　だけどクラスＳが同じ事をすれば、学園そのものの権けん威いが落ちる。

　一いつ致ち団結して悪魔を倒たおそう、という理念を持つ学園において、それはとても危険な事だ。

　だから雅の意思に関係なく、僕の意見には反対しなければならないのだ。

「じゃあ……雅お姉ちゃんは、ルシファーの言葉に反対するの？」

「いいえ。ルシファーが悪魔だろうと、平和を望む言葉に噓うそはないと信じてる」

　それも月斗は否定しない。

　平和の在り方が違ちがうからこそ、こうやって対立してしまったのだから。

「それにルシファーがどれだけ裏で手を引いていようと、結局最後に戦うのは人間。ルシファーは人間の可能性を信じてくれている！」

「それは他ほかの魔王だって同じだよ！　だからこそ敵にも味方にもなれるんだ！　人間だって魔王と並び立つことができるんだ！」

「でも！　あなたはそう考えてないじゃない！」

「!?」

　僕が何も言えないでいると、雅が剣けんを引っ張った。何かがブチブチと音を立てながら、僕の右手から剣が引き抜かれる。

　僕の血と魔ま力りよくで染まった剣を手に、雅はこう言った。




「月斗ちゃんは、人間として戦ってないじゃない！」




　雅の目め尻じりに涙なみだが浮うかんでいる。

　今の僕には、その涙を拭ぬぐう資格はない。

「月斗ちゃんだけが人類から外れて、たったひとりで魔王と交こう渉しようしようとしている！　悪魔の力を身につけて、人間という立場も肉体も捨てようとしてる！　一番悪いのは、月斗ちゃんがそれを望んでいるって事！」
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「雅お姉ちゃん……」

「あなたは人間よ！　誰がどう見ても人間！　けして悪魔でも、それ以外の何かでもないの！　私が子供の頃ころから知ってる、花はな村むら月斗という人間なの！」

　僕がテントで言った事、聞いていたんだ。

　人類の代表ではなく、僕個人として魔王と交渉するって事。それは人間という括くくりから外れて、魔王と同等の立場を手に入れると宣言したようなもの。

　つまり、人間を辞やめるという事だ。

　それが──雅を泣かせている。

「私はそんなの許さない。だから月斗ちゃん、あなたを人間に戻すために戦う！」

　再び剣を構える雅。

　僕は──

「心配してくれてありがとう、雅お姉ちゃん。でも──」

　彼女の事が、大好きだ。

　子供の頃から一いつ緒しよに過ごしてきた、大切な姉だ。

　雪伽と雅と僕、三人でどこまでも歩んでいける。そう思っていた。

　もちろん、今もそう思っている。

　だから、彼女の心配に応こたえる。




「僕は──ひとりぼっちじゃないっ！」




　左手から光こう弾だんが雅に向けて発射される。

　間かん一いつ髪ぱつでそれを避けた雅。しかし僕の光弾はまっすぐに飛んでいき、空中で渚を狙ねらっていたクラスＳの生徒に当たる。

「サンキュー、月斗くん！」

　右手でナイフを振ふりながら、左手の親指を立てる渚。そんな彼女に複数の敵が飛び掛かかっているが、どういう力が働いているのか、空中で方向転てん換かんして避けている。

「よそ見をしないでっ！」

　渚を助けている間に、雅は僕に斬きりかかる。

　が、彼女の背中に大きなものがぶつかる。それはボブが投げつけたクラスＳの男子。大きな鎧よろい同士がぶつかり、派手な音を立てる。

「うっ!?」

「も、申し訳ありません、『法王』……！」

　ぶつかった男子は立ち上がろうとして、やがて床ゆかに倒れた。それまでボブが痛めつけたおかげだ。

　僕はボブを見る。彼は無言で頷うなずいていた。

　すでに渚とボブのおかげで、クラスＳの半数の男子が倒れている。同じ魔王の力でも、カグラの力がルシファーを上回っているようだ。

　それにこちらは六人なのに対し、あちらは二十人。さらにルシファーはモニターから天使を召しよう喚かんするのにも力を使っている。個々に与あたえる魔力が分散しているのだ。

「雅お姉ちゃん！」

　下がる雅を追いかけ、僕は手を伸のばす。

「月斗ちゃん！」

　体勢を立て直した雅が、剣を突つく。

　が、彼女の剣は僕に当たらない。首を狙っていた剣は、僕の肩かたをかすめただけだ。

　避けたつもりはない。

　雅が当てられなかったのだ。

　そして僕の左手は、雅の身体からだを摑む。

「……っ！」

　すでに雅は戦意を失っている。

　僕の肩と手を刺さした時から、剣が鈍にぶっていた。

「泣くくらいなら、刺さなきゃいいのに」

「……私」

「雅お姉ちゃんは、悪あく魔まを殺した事はあっても、人を傷つけた事はないもんね」

「月斗ちゃん……」

　それだけ僕の事を大切に想おもってくれたんだ。

　だから本気で止めにきてくれた。

「僕は人間だよ。でも、人類とか退魔省とか七星降霊学園とか、そういうものが必要なくなっただけなんだ。僕は『花村月斗』という個人だ。雅お姉ちゃんの事が大好きな、ただの人間だよ」

「……でも、あなたは私の手の届かない所へ行こうとしてる」

　雅の手から、剣が落ちた。

　その音を聞いて、クラスＳの男子も異変を察知し、攻こう撃げきをやめる。

「うん。僕は行かなくちゃならない。みんなが平和になるために」

「私は──『法王』だから、月斗ちゃんの道には」

「いいや、そんなの関係ないよ。雅お姉ちゃんが僕から離はなれる必要なんてどこにもないんだ。いつものように、僕のそばにいて欲しい」

　僕は手を差し出す。

「僕は平和な世界を作るために、強くなりたい。だから、雅お姉ちゃんにも手伝って欲しい。一緒に来て欲しいんだ」

「……バカ」

　雅は俯うつむく。

　手を震ふるわせて、僕を軽く叩たたいた。

「バカ。月斗ちゃんのバカ」

「雅お姉ちゃん……」

「どうして──」

　震える声で、雅は僕の頰ほおに触ふれる。




「どうして最初からそう言ってくれなかったのよぉ……」




　顔を押さえて、雅はその場に崩くずれ落ちた。

　声を上げて泣く『法王』の姿に、クラスＳの生徒も完全に戦意を失っている。もちろんクラスＸのみんなも矛ほこを収めていた。

「ずっと雪伽ちゃんやクラスＸのみんなと危険な場所に行って、私だけおいてけぼりで、どれだけ心配したと思ってるのよぉ……！」

「ごめんね、雅お姉ちゃん」

　雅の肩に触れると、彼女の強い腕うでが僕を抱だきしめた。

「最初から言ってくれれば、『法王』なんて辞めて、すぐに月斗ちゃんの所に行ったのに！」

「そ、それは困るよ！」

「でも、私も決めた！　『法王』じゃなく、私個人として月斗ちゃんの味方するから！」

「……うん。ありがと」

　泣なき腫はらした雅の頰に触れる。温かい涙が鎧を着けた僕の手に触れる。

　もう彼女は泣いていなかった。いつもの強くて優やさしい雅だ。

「ねぇ雪伽ちゃん。アレはいいの？」

　僕の後ろで銀河が尋たずねる。

「え？　だってお姉ちゃんだもん」

　そんな答えを返す雪伽も雪伽だ。カグラや渚なら激げき怒どするのに、雅ならいいんだ。

「私、にぃちゃんが将来結けつ婚こんするならお姉ちゃんって思ってるからね」

「雪伽、僕の父さんみたいになってるよ……」

　息子むすこさんを私にください、って雅が雪伽に頭を下げてる光景が目に浮うかぶ。

　そんな和なごやかな会話を、ほんの一いつ瞬しゆんだけする。

　その一瞬で、雅の手が僕から離れた。

「……！」

　雅の顔が青ざめる。

　身体から力が抜ぬけていくのを感じる。




　雅の背中に、刃は物ものが刺さっていた。




　天使じゃない。これは人間を殺すための投げナイフだ。

　それが背後から鎧を貫かん通つうして──

「月斗……ちゃん……」

　雅の鎧の隙すき間まから血が流れる。

　力を失った雅の身体は、急激に重くなった。

「雅お姉ちゃん──」

　刺された、と感じた瞬しゆん間かん、僕の頭は冷静になれと命令を下す。

　だけどそれ以上の怒いかりが僕を支配しようと燃え上がっている。

「どうして……どうしてなのですか……『法王』……」

　その声に、前方にいたクラスＳの男子が背後を見る。

　サーバールームの中央、巨きよ大だいな柱の真下に立っている、ひとりの生徒。

　千せん手じゆ院いん。

　涙なみだを流している。

「最強の力と最強の天使を手にしておきながら、花村のような男の口車に乗るなど……そんなの『法王』じゃない……僕が目指した、僕が憧あこがれていた『法王』は、そんな人間じゃないっ！」

　あの男が、雅を刺したのか。

　背後から、雅を。

　その事実だけで充じゆう分ぶんだ。

「……銀河」

　かろうじて、それだけ口にした。

「任せてっ！」

　すぐに銀河が飛んできた。雅の鎧を外すと、傷ついた背中に黒い針を刺す。あのカグラの武器は、攻撃にも医い療りようにも使えるようだ。針の刺さった箇か所しよから光の波は紋もんが生じて、雅の傷を治していく。

「お、おい！　俺たちも手伝うぞ！」

「しっかりしてください『法王』！」

　動けるクラスＳの男子が全員駆かけ寄ってきて、雅を取り囲む。ケータイで次々に医療用天使を召喚し、傷を癒いやすスプレーのようなものをふりかけている。

　全員、『法王』を心配しているんだ。僕がひとりじゃないように、雅にも心配してくれる仲間がいる。それがなんだか嬉うれしい。

「……そうだ、『法王』など最初からいなかったんだ。そうだよ、ルシファー様のお言葉を理解できる崇すう高こうな人間など、はじめから僕ひとりで良かったんだ。『法王』なんて幻げん想そうに頼たよらずとも、僕の悪魔さえいれば……っ！」

　背後で、誰だれかが何かを言っている。

「フフ、フフフフフフ……無能な連中に用はない。僕が花村を倒たおしてやる。ルシファー様のお言葉を実現できるのは僕だけだと証明してやる。召喚コール！」

　空間が歪ゆがむ。

　サーバールーム全体が歪んでいる。空中にいくつもの魔ま法ほう陣じんが浮かび上がり、そこから天使が召喚される。

　人型天使に見えるが、少し違ちがう。下半身は獣けもののようで、上半身は腕が六本ある。全すべての腕に武器を持ち、顔らしきものは存在しない。

　表面は天使のようにツルツルだが、まるで悪魔のように醜しゆう悪あくなデザインだ。

「どうだ、これが捌はち号ごう防衛システムによって召喚される天使だ！　最強の天使の素体に魔ま王おうの行動データを注入した、最強の天使だ！　ルシファー様に認められた僕だからこそ使える、完かん璧ぺきなシステムさ！」

「千手院」

　僕は、振ふり向く。

「花村！　これで君とアバドンも終わりだ！　ルシファー様の完璧な世界の前に、君たちは何もできないだろう！」

「少し、黙だまっててくれないかな」

「……何？」

「今、治ち療りよう中なんだ。騒さわいでいると銀河たちの集中が途と切ぎれちゃうから」

「何を言っている花村！　この状じよう況きようで──」

「どの状況？」

　僕の影かげが伸のびる。

　影は肥大化し、やがて立体になる。

　サーバールームの天てん井じように届きそうなくらい巨大な影が立ち上がり、空中に浮いている天使とやらを二本の腕でまとめて搦からめ捕とり、握にぎり潰つぶす。最強の天使とやらは、たった一瞬で胡こ椒しようのような粉末状の何かに変化した。

　その粉末を影の口に流し込む。影は大きく揺ゆれて咀そ嚼しやくすると、ゴクリと飲み込んだ。

　それでおしまいだ。

　先ほどと変わらない。雅を治療してくれる人と、彼らを応おう援えんする人がいるだけ。

「こいつっ──！」

　なのに、千手院は騒ごうとする。

　うるさいな。

　──消してしまうか。

「!?」

　僕の影が伸び、千手院の身体からだを握る。

　天使ですら胡椒にしてしまう握あく力りよくは、さっき彼も見ていたはずだけど。

「や、やめろっ……！　やめろ花村！」

　影から逃のがれようとする千手院。

　僕は動けない彼に近づく。

　ようやく力の差に気づいた彼は、目を見開いて僕を見ている。

　彼の目の奥にある脳に語りかけるように、僕は小さく呟つぶやく。




「──お前も香こう辛しん料りようにしてやろうか」




　千手院を握る力を強くする。

「ひ、ひぃぃぃぃっ！」

　僕の影が、青ざめた彼を高く持ち上げる。

　ゴムのように伸しん縮しゆくするその影を、僕は思いっきり振りかぶる。

　死にはしないだろう。

　死んだところで、構いはしない。

　雅を傷つけた人間は、誰であろうと許しはしない。

「やめ、やめろぉぉぉぉぉぉぉっ！」

　僕の影が、千手院を力の限り投とう擲てきした。

　剛ごう速そつ球きゆうのように飛んだ千手院の身体は、サーバールームの中央の柱を破は壊かいする。まるで天使でできているような光こう沢たくを持った柱に大穴を開け、瓦が礫れきが床ゆかに散らばる。

　千手院の身体はそのままサーバールームの壁かべまで吹ふき飛び、そして瓦礫と一いつ緒しよに床に落ちていった。後は知った事ではない。

　そんな事より、問題は壊こわした柱だ。

　僕が破壊した中央の柱は、中が空くう洞どうになっていた。

　その中に入っていたものが、ズルリと落ちてくる。

　人のようだった。

　サイズとしては、人よりずっと大きい。三メートルほどの大きさの、人型の何か。

　マネキンのような人形。

　その身体には無数のケーブルが接続されており、それが柱の内部と繫つながっていた。

　まるで集中治療室にいる患かん者じやのようだ。

　命の危険すら感じられるほど、儚はかなく見える。

「そこにいたのか、ルシファー」

　僕の鎧よろいが脱ぬげ、カグラは黒ネコの姿に戻もどる。

『はい。これが私の本体です』

　サーバールームのスピーカーから声が聞こえる。

「随ずい分ぶんとみすぼらしい姿になったものだ」

『否定しません。現在の私には、魔ま力りよくはほとんど残されていない』

「魔力のほとんどを機械の運用に使っているのか。なるほど、これが貴様流の武装というわけだ」

　ずっとルシファーの魔力を感じられなかったのは、そういう事情だったのか。そんなに少ない魔力を感じ取れたアナベルの才能が桁けた外はずれなのだ。

「で、どんな気分だ？　ハラワタの中で暴れられて」

『リスクの高い賭かけでした。私は好みません』

「だろうな。貴様はそういう輩やからだ。しかし収しゆう穫かくはあっただろう」

『……否定しません』

　若じやつ干かん間を置いて、ルシファーが答えた。

『さて、花村くん。この勝負は私の負けです。どうぞ殺しなさい。この身体を破壊すれば完全なる勝利です』

　僕はケーブルに繫がれたルシファーの本体を見る。

　あれが、七星降霊学園の校長。

　いや、七星降霊学園そのもの。

　今まで僕らを守ってきた、天使の長おさ。

「殺しません。僕は話し合いに来たんです」

『暴力をふるっておいて、話し合いですか』

「はい」

　悪びれるつもりは一いつ切さいない。

　何な故ぜなら、そうするだけの理由があるから。




「それを望んだのはルシファー、あなたでしょう？」




　ちょっと考えれば分かる話だった。だけど僕はそのちょっとの思考すらできないほどのぼせ上がっていたようだ。

　僕の作戦など浅はかすぎて、ルシファーにもお見通しだろう。

　そもそもルシファーと退魔省は密接な繫がりがある。テントで待ち伏ぶせできるのだったら、もっと早く僕らを拘こう束そくする事だってできた。

　さらに言えば学園のセキュリティを強化する事もできた。扉とびらにロックをかけてサーバールームへ入れないようにする事も可能だった。

　だけどルシファーはあらゆる防衛手段を使わなかった。

　あえて僕らをサーバールームに入れ、直接戦わせた。

「僕を試ためした……んですよね」

『はい』

　ルシファーの返事に、僕も安心する。

『花村くんの作戦を遂すい行こうするためには、まずあなた方の戦力を調べなければならなかった。アバドンがどれほど侵しん食しよくしているか、ベルゼブブがどのように干かん渉しようしてくるか、それらは私にとって不確定要素でした。それらのデータが揃そろわない限り、花村くんの案は検討できませんでした』

「交こう渉しようのカードと呼べるものは、それだけです。カグラとバルベル、それに僕とクラスＸの仲間だけ。それで充じゆう分ぶんだと思っていました」

『花村くん。あなたの力は、私を凌りよう駕がしています』

　ルシファーが噓うそをつくとは考えられない。彼が分ぶん析せきしてそう思ったのならば、きっとそうなのだろう。

『それはアバドンの力だけではありません。今後、ベルゼブブを使った場合、また人類を扇せん動どうした場合など、あらゆる状況を想定して、私はあなたに対して敗北を認めます』

「ルシファー……」

『ですから、あなたの意見を聞きましょう。今後、他ほかの全ての魔王と交渉するつもりなのですね？』

「はい」

『今の戦せん闘とうデータを加味して計算した結果、成功率は七％以下です。それでも先ほどまでは〇％でした。大おお幅はばなプラスです』

　それでも低い可能性な事には変わりない。

『そして私の計画している捌号防衛システムが起動した場合、人類が勝利する確率は五十％ほどに落ちました。これはアバドンとベルゼブブが協力態勢になったからです』

「……捌号防衛システムを止めろ、とは言いません」

『ほう？』

「もしも僕が失敗したら、その時は誰だれも邪じや魔まをしません。システムを起動させればいい。だから、それまでの時間をください。これが僕の唯ゆい一いつの望みです」

『私の援えん助じよを期待しないのですか？　あなたにはそれをする権利がある』

「援助……ですか」

　考えた事もなかった。

　だけどルシファーが持っているものの中で、僕が欲しいものはもう持っている。

「雅お姉ちゃんがいれば、他には何も要いりません」

「おい月斗、貴様は謙けん虚きよに見えてムチャクチャ図ずう々ずうしい事を言っているぞ」

　カグラに言われてしまうほど図々しい願いだろうか。

　確かに雅は『法王』で、七星降霊学園の全軍の指揮を担になっている。教師よりも人望が厚く、彼女が一声かければ全校生徒が集まってくる。ルシファーの持っている武器の中では最強かもしれない。

『それでは花村くん。今後は交渉のために動く、という事でよろしいですね？』

「はい。僕は平和のために魔ま王おうと交渉します」

『承知しました。成功率の低い賭けですが、少しでもその確率を上げるために私も尽じん力りよくする事を誓ちかいます』

「ルシファー……」

　ケーブルだらけのルシファーの身体が発光し、浮ふ遊ゆうする。掃そう除じ機きのケーブルが引っ張られるように、ルシファーは柱の穴の中へ引きずられていく。やがてルシファーが完全に柱の中に入ると、どこからともなく丸い天使が飛んできて、柱にスプレーを吹きかけた。スプレーで柱を修復しているのだ。

　同時に丸い天使は僕たちが破壊したサーバールームを修復する。瓦礫に埋うもれた千手院を発はつ掘くつした天使は、何も言わずにそれを運んでいく。彼がどこに行くのか、誰も知らなかった。

「……ええと、これでいいのかな」

　勝った、って事でいいのか。

　なんだか実感が湧わかない。戦闘は終わったけど、何かをした気分じゃない。

「いいと思うよ。にぃちゃんの初交渉は大成功だね」

　僕の隣となりに立って、雪伽が微笑ほほえむ。

「交渉……そうか、成功したのか」

　ルシファーの求めた条件は、僕の力の提示。それを分析して勝算があると判断したから僕の案件に乗ってくれたわけだ。

　交渉の成功って、こんな感じなのか。

「勘かん違ちがいするなよ。今回はもともとルシファーが乗り気だったというだけの話だ。でなければ貴様は何回死んでいるか分からぬ」

「そうだね。これから先、どこでどんな敵が待っているか分からない」

　カグラの言葉に、僕も自らを戒いましめる。

　魔王と交渉をするためには、越こえなければならない障害が多い。その過程で自分や仲間が傷つかない保証はどこにもない。今回はたまたまうまくいっただけだ。

「でも、みんながいれば、僕は戦えるよ」

　気がつけば、僕はひとりじゃなくなっていた。

　頼たのもしい仲間が後ろについててくれれば、僕は魔王の懐ふところにだって飛び込める。

「ところで月斗よぉ」

　肩かたを鳴らしながらボブが近づいてくる。

「止めなくていいのか？」

「え？」

「いや、上」

　ボブが天てん井じようを見上げる。

　いや、彼が見ているのは天井じゃなくて、さらにその上の──しまった、忘れてた！




　　　　＊




　急いでコンピュータ校舎から出ると、凄すさまじい歓かん声せいが聞こえてきた。

　震しん源げん地ちは退魔省のテントだ。

　急いでそっちに向かったんだけど、もはや様相が違ちがいすぎていた。

　まず観客の数が桁けた違ちがいに増えていた。最初は百人いるかいないかくらいだったのに、わずかな時間で五百人くらい集まっている。これ降天祭に来てるお客さんがほぼ全員集まっているんじゃないのか。生徒だって持ち場を離はなれている。

　で、彼らはずっと上を見ている。テントで戦っていたはずのバルベルは、気がつけばテントの地面を丸ごと持ち上げて、空中ステージを作り上げていた。その上でＸエクＸソｉシｓスｔト部隊を相手に素す手でで戦い続けている。

　戦せん況きようは誰の目にも明らかだ。なまじ大おお山やまさんが素手で戦ったから、全員バルベルにいいようにあしらわれている。およそ二十人ほどのＸＸｉｓｔ部隊の拳こぶしを全すべて避さけ続け、それでも息一つ乱さないバルベル。

　本来なら、ＸＸｉｓｔ部隊を応おう援えんすべき戦いだろう。人類の代表が、魔王と戦っているのだから。だけど安全な場所で見ている分には、バルベルの人間離ばなれした動きはショーのように美しく、人の目を引く。

　それにほとんどの観客は、あれが本物のベルゼブブだと思っていないだろう。これから悪あく魔まを倒たおそうという祭りを行っている時に、まさか魔王がやってくるなんて思うはずがない。

「おーい、バルベル！」

　大歓声の中、僕はできる限り大声で呼びかける。でも、五百人近い人が熱ねつ狂きようしている中、僕の声はかき消されてしまう。

「ん？　ゲット、話は終わったのかい？」

　と思ったのに、バルベルは僕のいる方向を正確に向いて返事してくれた。それにあんなに遠くにいるバルベルの声がクリアに聞こえる。

「終わったよ！　もう戦わなくていいんだ！」

「オッケー。じゃあお開きだ」

　バルベルが指を鳴らすと、彼らの足場が消しよう滅めつした。

「うわっ！」

　悲鳴を上げる観客。だけどバルベルとＸＸｉｓｔ部隊はテントの屋根に落ちると、トランポリンのように跳はねた。あれもバルベルが魔ま力りよくで改造したのだろうか。とにかく落下でケガをした人はいなかった。

「にぃちゃん、先に行って！　私たちはお姉ちゃんを看みてるから！」

「うん！　頼んだよ雪伽！」

　雪伽やクラスＸの仲間に頼んでから、僕は急いでテントの下へ向かう。カグラも肩に乗ってついてきた。

　観客をかき分けて震源地へ辿たどり着くと、息を切らしているＸＸｉｓｔ部隊と、平然と立っているバルベルがいた。

「げ、月斗くん……！」

　ボロボロになった服の大山さんがしゃがみ込んでいる。彼女が一番重傷だ。すぐに治ち療りようしようと思ったけど、ＸＸｉｓｔ部隊と周囲の退魔士が率そつ先せんして強力な医い療りよう用天使を召しよう喚かんしていた。

　そして大山さんの隣で気絶しているのは、牧まき原はら先生。なぜか満足そうな顔をしながら眠ねむっているのだが、それは大山さんの戦う姿を見られたからだろうか。

「ルシファーは……どうなった……？」

「交こう渉しようしてきました」

「交渉……？　そうか……」

　それで納なつ得とくしたらしい。大山さんだけでなく、他のＸＸｉｓｔ部隊も安あん堵どしたように息を吐はく。

「捌はち号ごう防衛システムの起動を遅おくらせてもらいました。そのためにご迷めい惑わくをかけて、すみませんでした」

「……いや、いい。結果としてルシファーと学園に被ひ害がいが出なければ」

　疲つかれ切った声の大山さん。

　精せい鋭えいであるＸＸｉｓｔ部隊が魔王にあれだけおちょくられれば、元気もなくなるだろう。

「フハハハハハ！　派手にやったなぁバルベルよ！」

　カグラが大笑いしている。何がそんなに面おも白しろいのか。

「いや、来てくれて助かったよ、ゲット」

　笑いながらバルベルが近づいてくる。

「あと数分来るのが遅おそかったら、僕は滅ほろぼされていたかもしれない」

「え？」

「見てくれ、これ」

　まったく汚よごれていない上着をはだけるバルベル。

「これは……！」

　彼の胴どう体たいはほぼ黒い霧きりになっていた。手足と首だけで生きているようなものだ。

　普ふ通つうの人間なら死んでいるし、悪魔だってここまでされればほぼ死ぬ。バルベルが生きているのは魔王の魔力があるからだ。

「肉体を通じて魔力を流し込む戦い方など、基き礎その基礎だ」

　ＸＸｉｓｔ部隊のひとりが疲れた笑え顔がおを見せる。

「古式オールド退魔エクソ術シズムの技わざを応用したものだがな」

　そうか、ボブの戦い方と理論は同じなのか。

　でも退魔士だって悪魔を殺す技ならなんでも使うわけではない。あらゆる技に精通しているＸＸｉｓｔ部隊だからこそ習得できた技だ。

「ま、今回は彼らの勝ちだね」

　そう認めるバルベルも凄すごい。

　笑っている彼の腕うでが、ボトリと落ちた。

「きゃああああっ！」

「あ、悪魔だっ！　本物の悪魔が！」

　黒い霧を吐き出しながら転がっている腕を見て、ようやく観客が悲鳴を上げる。バルベルの登場を知らない人たちだ。

「はいはい、静かに！」

　よく通る声が観客に届く。きっと一番後ろにいる人にも聞こえているだろう。

「僕は悪魔だけど、ここにいる花村月斗の友人だ！　彼がいる限り、僕はこの降天祭を邪じや魔ましたりしない！　みんな安心して出し物の続きをやってくれ！」

　ざわめく会場。

　悪魔にそんな事を言われて、みんな素す直なおに従うとは思えない。

　今もちぎれた腕が無数の虫に化けてバルベルの身体からだに戻もどろうとしている光景に、近くにいる人が顔をしかめている。

　この状じよう況きようをどう収めるか考える。ＸＸｉｓｔ部隊の人が何か言ってくれるのを期待したけど、騒さわぎを起こしたのは僕なのだから、僕がしっかりしなきゃ。

「すみません、ご迷惑をおかけします！」

　僕は会場にいる観客に頭を下げた。

「ですが彼は人間に危害をくわえません！　そう約束したからです！　悪魔にとって契けい約やくは絶対です！　僕は悪魔使いです！　彼とそういう契約を交かわしました！　ですから安心して降天祭の続きを楽しんでください！」

　ざわついていた観客が、少しだけ静かになる。きっと僕の事を知っている生徒は信じてくれるだろう。悪魔使いという単語を聞いて、一いつ般ぱんのお客さんも納得し始める。

『まもなく、三時をお知らせします。この後、三時半から第一講堂で演劇部による公演が行われます。また、四時からは吹すい奏そう楽がく部による演奏も行われます』

　ちょうど僕の声に重なるようにして、スピーカーからアナウンスが流れた。

「ああ、そうそう。あの演劇部は見物だぞ！」

　と、バルベルがそんな事を語る。

「公演前に演劇部員がバック転の練習をしていてな。どうやら劇中で行うダンスの一いつ環かんらしい。それに主演も美人ではないが、笑顔が爽さわやかな娘むすめだった。それと吹奏楽部も屋上でひとり練習している生徒がいたな。あの演奏は人間にしてはかなり上手な方だったが、出演するのだろうか──」

「ねぇバルベル。なんで君そんなに詳くわしいの？」

「だから僕はこの祭りを壊こわすつもりはないと言ってるだろう。純じゆん粋すいに楽しいものが好きなんだ。僕を楽しませてくれるものがある限り、人間を滅ぼすなんてマネはしないさ」

　僕とバルベルのやりとりに、失しつ笑しようする人もいる。

　反対にバルベルの感想を聞いて「演劇部見に行こうぜ」と誘さそっている生徒もいた。なんで彼が演劇部や吹奏楽部の宣伝をしているのか。

　あれだけいた観客も、そんな話をしている間に徐じよ々じよにいなくなっていく。演劇部を見に行く者もいれば、他ほかの出し物に興味が移った人もいる。

「というわけで、僕も祭りの続きを楽しむとするよ。じゃあねゲット！」

　そう言うと、バルベルは無数の虫に化けてどこかへ飛んでいってしまった。別人に化けて祭りに潜もぐり込むつもりだろうか。

　バルベルがいなくなり、残るは少数の観客とＸＸｉｓｔ部隊。

「結局、君の目もく論ろ見み通りになったわけだ」

　上着を着た大山さんが、僕の胸を軽く叩たたく。

「すみません」

「謝る事はない。ルシファーも納得したのだろう？」

「はい。ルシファーもバルベルも、カグラも僕の味方です」

「ならば、今までと同じだ。君は敵ではない。監かん視しのレベルは上がるがな」

「……はい」

　傷を癒いやしたＸＸｉｓｔ部隊が次々に立ち上がる。

「さて、我々も祭りに戻るか」

「大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

「そのためにやってきたんだ。システムの発表は流れたが、学生相手にパフォーマンスをする仕事が残っているんでな」

　魔ま王おうと戦った後にパフォーマンスか。さすがプロだ。何よりもその体力と気力に驚おどろいてしまう。

「さ、部外者は出ていってくれ。これから壊されたものを元通りにして、出し物に備えなければならない」

　大山さんが付近の退魔士に命令すると、彼らはタブレット端たん末まつから天使を召喚する。今度は人間じゃなくてテントを直すようだ。天使にかかれば大たい抵ていのものは修復できる。

「……はい。お邪魔しました」

　まだ話をしたかったが、僕は一礼してテントを出た。

　きっと彼らは僕の顔を見たくないだろうから。

　壊されたのはテントだけではないはず。

　まだ高校生である僕たちに乱入され、主あるじであるルシファーに接近を許し、魔王ベルゼブブとの戦いを見み世せ物ものにされた。

　ＸＸｉｓｔ部隊のプライドはズタズタだろう。

　そうなるように仕向けたのは、僕だ。

「何を考えている、月斗」

　肩かたのカグラが尋たずねる。

「僕は……退魔士にはなれそうもないね」

「悪あく魔まを滅ぼす仕事なのだから、まぁそうだろうな。仮に目指したところで、退魔省には完全にマークされているだろう」

「だとしたら、この学園にいる意味ってあるのかな？」

「ないな。貴様は退魔士ではなく、もっと大いなる者を目指す身になった。なれば七星降こう霊れい学園は貴様にとって枷かせでしかない」

　そうだよね。

　悪魔を倒たおす退魔士になるために学園にいるのだとしたら、すでに僕は魔王とも互ご角かくに渡わたり合える力を持ってしまっている。そして僕はその力を使わずに、もっと恐おそろしい事をしようとしている。




　──学園を去る日が、近いのかもしれない。




　僕が本当にやりたい事を考えたら、その結論に辿たどり着いてしまう。

　それでも学園にいたいと思うのは、やっぱりわがままなのだろう。

　僕は──

「おい花村！」

　テントの前で、怒ど鳴なるように呼ぶ声がした。

「あ、君は──」

　ええと、確かクラスＳの石いし田だ……だったっけ。そんな名前の生徒だ。さっきまで渚と空中戦をやっていたはず。

「お前らんとこの大おお河内こうちも手伝ってくれたおかげで、『法王』の治ち療りようが早く終わった。もう普通に動けるぞ」

「本当に!?　良かった！」

「……チッ」

　露ろ骨こつに舌打ちする石田。

「石田くん？」

「うるせぇ！」

「いたっ！」

　いきなり尻しりを蹴けられた。

「何するんだよ！」

　僕が抗こう議ぎすると、背後から別の影かげが忍しのび寄る。

「ふんっ！」

「がっ！」

　今度は別の男子に顔を殴なぐられた。

「おらぁっ！　死ね花村！」

　さらに別の男子が僕の腹を蹴る。

　息が詰つまりそうになるが、苦しんでいる間もなく別の誰だれかが僕を殴る。

　いつの間にか僕の周囲にはクラスＳの男子が大勢集まっていた。全員が憎ぞう悪おの目で僕を睨にらんでいる。

「カ、カグラ！」

　肩に乗っているはずのカグラも、気がつけば避ひ難なんしている。

「悪いが月斗。今回は貴様を助けるつもりはない。自分で蒔まいた種だ、諦あきらめろ」

「……？」

　なんで僕、こんなに責められてるんだろう。

　だって、戦いは終わったんじゃないのか。

「ま、待ってよ！　ルシファーとの交こう渉しようは終わったんだよ!?　僕らが戦う理由なんてないじゃないか！」

「黙だまれこの野や郎ろう！」

　また別の生徒が僕を殴る。

　倒れた僕をクラスＳの全員が見下ろしていた。

「……『法王』からルシファーの事を聞かされた時は、びっくりしたよ。けどな、俺たちはルシファーの命令で戦っていたわけじゃねーんだ」

「俺たちクラスＳは学園の名を背負って、生徒を守るために戦っている。誰に強制されたわけでもない」

「だが、それとこれとは別だぁっ！」

　倒れた僕に対し、クラスＳの蹴りが飛んでくる。

「ど、どういう事なの!?」

　彼らの言っている意味が分からず、僕は降り注ぐ蹴りから逃のがれ、クラスＳの包ほう囲い網もうを突とつ破ぱする。傷ついてはいるが、動きに支障はない。素す早ばやく立ち上がって、僕はクラスＳから逃にげ出す。

「花村が逃げたぞ！」

「追え！　捕つかまえろ！」

「絶対に『法王』には近づけるなよ！」

　サーバールームで戦っていた時よりも殺気に満ちた声が追いかけてきた。

　僕は祭りの騒さわぎに紛まぎれるように、人ひと混ごみの中に潜り込む。屋台通りをたむろする生徒の集団の中を通り抜ぬけ、酒の匂においがするおじさんの集団に入り、人ひと気けのない校舎裏を目指して走った。

　色とりどりの看板が下がっている校舎の中に入り、教室で模も擬ぎ店の呼び込みをしている生徒を上手にかわしながら、僕は階段を上がって踊おどり場で休む。ここまで来れば追ってこられないだろう。

「なんでクラスＳは僕を殴ったんだろう……？」

「本当に気づいていないのか貴様は」

　逃げたはずのカグラが僕をバカにした表情で座っている。

「まぁいい。どうせすぐに忘れる」

「え？」

　聞き返そうとすると、

「あー、いたいた。にぃちゃん！」

　雪伽が階段の上から手を振ふっていた。

「なんで僕の居場所が分かったの？」

「だってこれがあるから、その魔ま力りよくを辿っただけだよ？」

　雪伽は黒い銃じゆうを見せる。そうか、カグラの魔力でできた銃を持っているから、製造元と繫つながっているようなものなのか。

「それよりホラ、見て見て！」

　雪伽が脇わきに退くと、後ろに立っていた人物が見えた。

　一いつ瞬しゆん、誰だか分からなかった。

　純白のドレス。

　まるでウェディングドレスのようだけど、よく見ると違ちがう。胸の所に武器のような装身具がいくつもつけられており、戦う花はな嫁よめといった雰ふん囲い気きだ。強さと美を兼かね備えた、七星降霊学園を象しよう徴ちようするようなドレス。

　それが似合うのはこの世でただひとり。

「雅お姉ちゃん……」

「えへへ、ごめんね。心配かけて」
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　微笑ほほえむ彼女は、化け粧しようもしていないのに綺き麗れいだった。

「背中の傷は？」

「うん、完全に塞ふさがってるよ」

　クルリと後ろを向く雅。開いた背中にはシミひとつ残っていない。

　良かった。これで傷きず跡あとが残ろうものなら、千手院を本当に塩しお胡こ椒しようにしなければならなかった。

「でも、その格好……」

「吾わが輩はいの最高傑けつ作さくだ」

　カグラの目が光る。

「アナベルには負けられぬのでな。吾輩が降天祭に間に合うように縫ぬったのだ」

「うふふ、ありがとカグラちゃん」

「さあ雅よ。吾輩の威い光こうを知らしめるために、その格好で練り歩くと良い！」

「練り歩く……あ、そうか」

　雅は言っていた。『法王』として巡じゆん察さつ任務を兼ねて、降天祭を歩くのだと。実質、休みのようなものだから──

「本当に大だい丈じよう夫ぶなの、雅お姉ちゃん？」

「大丈夫よ」

　そう言って雅は僕の手をとる。

「月斗ちゃんたちが一いつ緒しよなら」

「雅お姉ちゃん……」

　当日はみんなで遊べると喜んでいた雅。その笑え顔がおがまた戻もどってきた。

　今になって、ようやくクラスＳに殴られた理由が分かった。

　そうか、僕の側そばにはこんなに素す敵てきな笑顔の女性がいたんだ。

「うん、一緒に行こう」

　僕も雅の手を握にぎり返し、強く頷うなずいた。

　そして雅は、空いた左手を差し出して、

「雪伽ちゃんも、一緒」

「え……」

　ところが雪伽は雅の手を握らずに、後ろに下がる。

「わ、私は、今日は遠えん慮りよするよっ！」

「どうして？　三人で行きましょう？」

　いつも三人だったのに、なんで雪伽は遠慮するんだろう。

　それに普ふ段だんは僕が雅と一緒にいると怒おこるのに。

「お姉ちゃん！　き、今日だけだからね！　今日だけにぃちゃんを貸してあげる！」

「雪伽ちゃん……」

「じゃあ私、クラスＸのみんなの所に戻るから！　カグラ、行くよ！」

　僕らに背を向けて、雪伽は走り出す。苦く笑しようしながら雪伽を追いかけるカグラ。

　きっと雪伽にとって、最大級の無理をしたのだろう。

　誰かに僕を押しつけるなんて、雪伽にとって半身をもがれるような苦痛のはず。

　だけど雅ならと、それを許してくれた。

「今度、埋うめ合あわせしないとね」

　僕はもう一度雅の手をとった。きっと歩くだけで目立つだろう。

　クラスＳのみならず、学園中の男子の視線が突つき刺ささるだろう。

　でも──彼女の笑顔は、僕のものだ。

「行こっか、雅お姉ちゃん」

「うんっ！」

　今日、この降天祭だけは僕が独り占じめだ。

　──たとえそれが、いつか失われるものだとしても。







　エピローグ







　降天祭が終わり、次の日は振ふり替かえ休日になった。

　それをいいことに、早さつ速そく雪せつ伽かに埋め合わせをする事になった。一日丸ごと使って水族館と植物園とショッピングに連れて行かれる事になり、サイフの中身が気になって仕方がなかった。

　それで一日楽しめれば、何事もなく終わったんだろうけど──

　水族館でイルカのショーを眺ながめている時に、複数の人間に尾び行こうされている事に気づいた。水族館を出て植物園に行っても、その後でファストフード店に入っても、十人以上の人間が僕たちを監かん視ししているのだ。たまったものではない。

　誰だれなのかは想像がつく。全員退魔省のエージェントだろう。

　普ふ通つうの人間なら気づかなかっただろうけど、今の僕たちなら分かる。カグラの魔力が残っているせいだろう。雪伽も尾行に気づき、げんなりして帰宅した。きっと家にも監視がついている。

　この視線だらけの生活が終わりを迎むかえるのは、きっと遠い未来になるだろう。

　今の僕は日本で一番危険な悪あく魔ま使いなのだから。

　翌日から、僕が通うのは学園ではなくなった。

　朝、玄げん関かんを出ると黒服が待ち構えている。彼らに連れられて、僕と雪伽とカグラは黒くろ塗ぬりの外車に乗る。本当に移動しているのか疑問に思えるほど揺ゆれない車内で一時間ほどの距きよ離りにある、退魔省の本庁。

　そこで僕を待っている、大勢の退魔士。

「おはよう、花はな村むらくん」

「お、おはようございます」

　会議室のような広い部屋に通された僕は、そこにいる退魔士全員と挨あい拶さつする。

　僕が入った瞬しゆん間かん、刺すような目で睨にらまれて萎い縮しゆくする。しかしその中のひとりが隣となりに座っていた人に耳打ちしている。

「……あれ、ほら。花村さんとこの」

「ああ、双ふた子ごの。大きくなったなぁ！」

　両親の名前を出すと、途と端たんに態度が優やさしくなる。うちの両親の名前は退魔省のどこまで広まっているのだろう。

「茶だ！　茶を出せ！」

「ちょっとカグラ！　失礼でしょ！」

　相変わらず横おう柄へいなカグラを押さえつける雪伽。

　僕も彼女も、要監視対象になった。

　カグラ──アバドンと契けい約やくではなく、まったく別の体系で結ばれた僕らは、ルシファーだけでなく退魔省にとってもイレギュラーな存在だ。だから監視しているわけだ。

　会議室にいる退魔士は、ほぼ全員初老の男性だった。その中の何人かは教科書に載のっているほど有名な人。普通に退魔士を目指していては、まずお目にかかれない人物がズラリと並んでいる。

　そして彼らにお茶を配っているのが、大おお山やまさん。

「ほら、月げつ斗とくん」

「あ、ありがとうございます」

　ＸエクＸソｉシｓスｔト部隊である大山さんが、こんな事をさせられているのか。彼女ですらこの中では下っ端ぱなのだろう。

　お茶を配り終えると、大山さんは僕の隣に座る。確か彼女は七ナナ星セ降こう霊れい学園における僕たち担当の監視役なのだとか。

「で、だ。早速本題に入るが、いいかね？」

　会議室のモニター前に座っていた老人が口を開くと、全員が身を乗り出して話を聞く姿勢になる。僕と雪伽も耳を傾かたむけ、カグラだけがあくびをして机に座っている。

「ああ、私は降霊大臣政務官の日ひ比び野のと言います。よろしくお願いします」

「よ、よろしくお願いします」

　今この人、サラリととんでもない役職を言った。

　退魔省の組織図で言ったら、上から三番目くらいの人じゃなかったっけ？

「まぁまぁ、そう緊きん張ちようしないで」

　日比野と名乗った政務官は優しい顔で笑う。

「我々もね、魔ま王おうがこの場にいるというより、高校生が同席している方が緊張するもんなんだよ。若い降霊士とはたまに話すけど、さすがに高校生はないからねぇ」

「日比野さんはお孫さんが中学生じゃないですか。かくいう私も、高校生相手だと話題に困っちゃいますね」

　そう言って日比野政務官の隣にいた、恰かつ幅ぷくのいい偉えらそうなおじさんが笑う。

「彼は事務次官の芹せり沢ざわさんだ。日比野さんと同じくらい偉い方だ」

　大山さんが耳打ちしてくれる。

　やっぱりこの場は、退魔省のトップが集まる場だったんだ。

　そんな場所に僕たちが──

「ビビる必要はないぞ、月斗」

　カグラが僕の膝ひざの上に座る。

「貴様らはこの場において、この老いぼれどもより価値のある人間だ。何も臆おくする事はない。むしろ堂々としていれば良いのだ！」

「カグラ！」

　僕が窘たしなめるも、

「いいや、アバドンの言う通りだよ。我々は君たちが必要だからここに呼んだ。この場においてもっとも発言権を持っているのは君なのだから」

　事務次官にそう言われて、僕は言い返せないでいる。

　そんなに大きな存在なのか、僕たちって。

「……あの、それで今日はどんな御ご用ようで？」

「ああ、ようやく本題に入れる」

　日比野政務官が咳せき払ばらいをして、身を乗り出した。

「花村月斗くん。雪伽くん。君たちが魔王と交こう渉しようするというので、我々はそのお膳ぜん立だてをしようと考えている」

「……はい」

「アバドン、ベルゼブブ、そしてルシファーの同意を得た今、他ほかの魔王が君たちに目をつけるのは自然だ。猜さい疑ぎ心しんが強まり、新たな戦いを招く前に交渉してもらいたい。成功するにしても失敗するにしても、早い方がいいわけだ」

「僕も、そう思っています」

　好戦的な魔王も存在する。彼らに攻こう撃げきされる前に交渉を始めなければならない。迅じん速そくな対応が要求されている。

　防衛システムで守るはずだった人々を、今ここで僕が守らなければならない。

「というわけで、早速交渉してもらう」

　日比野政務官の手がリモコンに伸のびると、会議室のディスプレイの電源が点ついた。入力切り替かえの画面で、何も映っていない。

「魔王は七人存在している。ここにいるアバドン、君の友人と名乗るベルゼブブ、我々の知っているルシファー。アジアのインドラ、南北アメリカにいるサタン、あとは中東アフリカのアンリ・マンユ、それから英国を根城にしている『女王』」

　インドラ。

　サタン。

　アンリ・マンユ。

　そして『女王』。

　この四人の魔王と交渉しなければならない。

　そのためにはまず同じテーブルにつく所から始めなければ。

「今ルシファーが交渉の下準備をしている所だよ」

「ええっ!?」

　そんな事までしてくれていたのか。

「サタンに話をつけると言っていた。もうすぐ戻もどってくると思うんだが」

「なるほど、サタンか」

　カグラが納なつ得とくしている。

「どうしてサタンなの？」

「千せん手じゆ院いんが言っていただろう。捌はち号ごう防衛システムには天使の素体と魔王のデータが使われていると。つまりルシファーは何らかの方法で魔王サタンのデータを入手できるほどの接せつ触しよくをしていたという事だ」

「そう考えると、すごいシステムだね」

　悪魔の行動データを入力した天使の実力は、前に戦って分かった。捌号防衛システムの天使はまだ発展途と上じようだけど、やり方次し第だいでどんどん強くなる。

　たとえばカグラは以前よりパワーアップしているけど、それはアナベルによる改造のおかげだ。全すべてを食くらい尽つくすカグラに大量の悪魔を食べさせた結果だ。そうやって捌号防衛システムもあらゆる悪魔のデータを入れたら、もっと強くなるのではないか。

『失礼します』

　急にディスプレイの画面が切り替わり、とある風景が映し出された。

　それは荒こう野やのような場所だ。真っ赤な大地がどこまでも広がっている。

「ルシファー!?」

『お待たせして申し訳ありません。サタンとの交渉を進めようとしたのですが、魔ま界かいに置いた全七百七十の監視用天使が全て消しよう滅めつしていました。今ご覧になっている映像は、たった今送り出した監視用天使です』

「監視用天使が、消滅？　サタンが怒おこってるの？」

『それも分かりません。ですがサタンが怒っているのであれば、何かしらの反応をするはずです。ただ監かん視し用天使を破は壊かいするだけで気が済むはずがない』

　珍めずらしくルシファーの声に感情がある。しかしこれは焦あせりだ。自分の予定通りに話が進まないので、困こん惑わくしているのである。

「つまり……何があったの？」

『それを調べるために、もう少し進みます』

　監視用天使の映像が動き出す。

　魔界の荒野の奥──地平線の向こうまで映し出される。

　その映像が一いつ瞬しゆんで切り替わり、今度は塔とうのような場所になった。

「あれはサタンの根城だ」

　カグラが説明してくれる。

　けど、異変が起きているのは僕にでも分かった。

　サタンの塔は、中なか程ほどで折れていた。

　さらに遠目にも分かるくらい、壁へき面めんが削けずれている。それと、あれはなんだろう。黒いもやもやしたものが塔の全体を覆おおっていて──あれは悪魔のオーラだろうか。塔全体を包み込むオーラで防ぼう壁へきを張っているのか。

「なんだと!?」

　会議室に動どう揺ようが走る。

　監視用天使が塔に近づくと、その様子が克こく明めいに映し出される。

　バルベルの城でもそうだったが、普ふ通つう、魔王の居城には大軍団が控ひかえているものだ。爵しやく位い持ちの悪あく魔まが率いる、何万、何億という軍勢が主あるじを守っているのが普通だ。

　しかし塔に軍団はいなかった。

　近づいた監視用天使が映し出すのは、死に絶えて黒い霧きりになる悪魔たち。塔の下部に立ちこめる大量の霧は、塔そのものを黒く染めている。あの塔を覆っていたのはオーラではなく、悪魔の血だったのか。

　戦いすらない。

　ただ塔の下で無数の悪魔が死んでいる光景があるだけ。

　億に近い悪魔が全て、黒い霧になる。

「別の魔王が攻せめ込んで来たの？」

「馬ば鹿かな」

　雪伽の疑問に、カグラが笑う。その笑いはいつものような嘲ちよう笑しようではなく、低く篭こもったものだ。カグラですら焦っている。

「魔王同士の戦争があれば、ルシファーでも気づく。ましてやこんな一瞬で決着がつくはずがない。これは戦いというより虐ぎやく殺さつだ。雑ざ魚こならともかく、あのサタンの居城を守る悪魔がそう簡単にやられるはずがない」

『ですが実際に殺されています。原因は不明ですが、事実は受け止めるべきです』

「ええいルシファーよ！　サタンを捜さがせ！」

『はい』

　カグラに命令されるより早く、ルシファーの監視用天使は塔の中に侵しん入にゆうしていた。超ちよう高こう速そくで動いているせいだろう、画面はノイズのようなものでよく見えない。

　それから十秒ほど待つと、塔の内部が映し出された。

　きっと人間では一生かかっても上れないような高く険しい場所にあるだろう、サタンの玉座。魔王の部屋の例に漏もれず、巨きよ大だいな扉とびらの奥にあるドーム状の空間。

　ただバルベルやルシファーの居城と違ちがうのは、扉が粉々に破壊されていた事。

　そして玉座の間に悪魔が誰だれもいない事だ。

「む……！」

　カグラが顔をしかめる。

　監視用天使が映し出しているのは、玉座に座っている魔王。

『おぉ……ルシファー……か』

　人間のサイズではない。そもそも玉座からして高さ十メートルほどある。そのイスに収まる大きさの人ひと影かげ。おそらく実際に会えば、僕らは踏ふみ潰つぶされてしまうだろう。

　頭には二本の角が生え、顔は険しく、上半身は裸はだかだ。肌はだは青銅のように青く、下半身には汚よごれた布が巻き付けられている。

　そして一番目立つのが、胸に開いた大きな穴。

　魔ま力りよくが漏れ出している。

　十メートル近い大きさの魔ま王おう、サタンの胸に大穴を開けたのか。

『サタン。何があったのです』

　ルシファーの質問は彼に届いたのだろう、サタンは大きく目を見開くと、すがるように手を伸ばす。

『や、やられた……我が軍勢は、全て殺された……』

「全て、だと!?」

　会議室の大人たちがさらに騒さわぎ出す。

　いくらなんでも、皆みな殺ごろしなんて。

　残ざん虐ぎやくだとか以前に、ひとつの軍団を皆殺しにするって、無む茶ちやに決まってるじゃないか。圧あつ倒とう的な敵に出くわしたって、普通は逃にげたり降参したりするだろう。

　いったい、どんな敵がやったと言うのか。

『誰がやったのですか？　私の天使でも観測できませんでした』

『おぉ……それは……ゴフッ！』

　口から血のような黒い霧を吐はくサタン。

　きっともう助からない。今から行っても間に合わないだろう。

　サタンは最後の力を振ふり絞しぼり、僕らに何かを伝えようとする。

　けど、それも叶かなわなかった。

『グハァァァァァァァァァァァァァッ！』

　断だん末まつ魔まの叫さけびと共に、サタンの胸の穴が広がっていく。身体からだを内側から裂さかれるように、サタンの身体が大きく膨ふくらんだかと思うと、破は裂れつして消滅した。後に残るのは黒い霧。魔王の持つ魔力の量は膨ぼう大だいで、ディスプレイは黒く染まって何も見えなくなる。

「サタンが死んだか──」

　カグラの呟つぶやきは見たままを語っている。が、それがどういう事なのか説明しなくても分かる。少なくともカグラに匹ひつ敵てきする力を持った魔王が死んだのだ。それだけで魔界のバランスは大きく崩くずれる。

　しかもただ死んだだけではなく、圧倒的な力で。

　全ての軍勢を皆殺しにしたあげく、ろくに抵てい抗こうもできないままのサタンを殺したのは何者なのか。カグラやルシファーが言っていたように、他ほかの魔王という線は考えにくい。

　戦いではなく一方的な虐殺になるほどの力の差。

　そんな力を持った者が、どうして今まで魔王から隠かくれられたのか。

『魔力を感知』

　ルシファーの報告に顔を上げると、ディスプレイを覆っていたサタンの黒い霧が晴れてきた。

　ついさっきまでサタンが座っていた玉座に、何かがいる。けど、小さくて見えない。もともとサタンが大きかったのだ。

『拡大します』

　玉座に立っているのは、やはり人型に見える。

　悪魔？

　人型の悪魔は珍しくないが、何か違う。

　やがてその姿が拡大されると、僕は言いようのない不安に襲おそわれた。

　だって、玉座に立っているのは、まるで人間の女性。

　透すき通った長い髪かみ。

　大きな瞳ひとみに、小こ振ぶりな唇くちびる。

　何度も、何度も見た事がある、その姿。

　目を閉じても克明に思い出せる。

「あれ？」

　おかしいよ。

　そんなはずがない。

「えっ？」

　声を上げた人物に視線が集まる。

　会議室にいる大人が全員、ひとりの人間を見ていた。

「…………」

　雪伽。

　言葉を失う彼女に、僕もかける言葉を持たない。

　きっとこの部屋にいる全員が同じ感想を抱いだいている。

　なぜなら──




「これ……私？」
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　黒い霧きりを纏まとって玉座に立っている悪あく魔まは、雪伽にうり二つだったんだ。








つづく　　









　あとがき




「今日の実習は畜ちく産さんだ！」

「…………」

　いつものように牧まき原はら先生の無茶ブリを聞く僕ら。

　集められたのは七ナナ星セ降こう霊れい学園の一角にある厩きゆう舎しや。そこでは牛やニワトリなど様々な家か畜ちくが育てられているのだ。

「こんな場所あったんだ……」

　動物の匂においに鼻をつまむ渚なぎさ。

　かくいう僕も知らなかった。いつから七星降霊学園は農業高校になったんだろう。

「悪あく魔ま退治と畜産とどういう関係があるんスか？」

　手を挙げたボブに、牧原先生は「いい質問だ」と頷うなずき、厩舎を見回した。

「もともとはどこかの教師が趣しゆ味みで始めたらしいのだが、悪魔の研究が進むと同時に動物の有効性が実証されてきた」

「動物を悪魔退治に？」

「うむっ。一番有効な手段は囮おとりだ」

「囮……ああ、なるほど」

　古来より人類は悪魔に対して家畜を使ってコンタクトをとっていた。悪あく魔ま召しよう喚かんの儀ぎ式しきに山や羊ぎやニワトリの血を使ったり、自分にかけられた呪のろいを家畜に移したりと、様々な使い方が考案されていた。

「なんか残ざん酷こくだね……」

　雪せつ伽かが困ったような顔をする。

「もちろん今はそんな非効率的な真ま似ねはしない。当時と違ちがって召しよう喚かんシステムが進化しているため、家畜を使わずとも悪魔や天使を召喚できるようになっている」

「でも、囮に使うって」

「今は生肉を使わず、純じゆん粋すいに調理して悪魔を呼び寄せる。これはそのために品種改良された、魔ま力りよくを含がん有ゆうしている家畜だ。牛ならばおよそ下級天使一体分くらいの強さを持つ」

「ええっ!?」

　厩舎でのんびりと草を食べている牛を見る。あの牛、天使と同じくらい強いのか。

「この家畜を調理して、悪魔に食べさせる戦法が有効なのだ。天使の肉は、悪魔にとっては毒になるからな。もちろん一部の獰どう猛もうな悪魔に対してだが」

「そうだったんだ……」

　てっきり最近は畜産マンガとか農業ラノベが流は行やっていたからとか、そういう安直な理由だと思ってた。良かった。

「まぁ、ぶっちゃけ流行に乗ってオイシイ思いをしようといっても、あとがき程度で何かが変わるものでもなかろう」

　本当にぶっちゃけたよこの先生。

「あと、動物は単純に見ていて和なごむからな。放課後など、よく疲つかれた教師が悟さとったような目をして動物を眺ながめているのをよく見かける。アニマルセラピーというヤツだ」

　ああ、やっぱり教師とストレスは切っても切れない仲なんだ。なんで牧原先生はそんな現場を見ているのか。

「おい貴様らぁ！　動物なら吾わが輩はいがいるではないか！」

　そう主張するのは、僕の頭の上に乗っているカグラ。

「一応、このシリーズも可愛かわいい動物が魅み力りよくを振ふりまいて読者をキャッチするというサービス精神に基もとづいて書かれたものなのだぞ！」

「肝かん心じんの動物がこれじゃねぇ……」

　そもそも一度でもカグラが動物形態で愛くるしい態度をとった事があるのか。

「カグラで和むのは、ちょっと難しいなぁ」

「そもそもキャラが違うしねー」

　クラスＸのみんなも口々に正直な感想を述べている。

「貴様ら……言いたいように言わせておけば！」

　ネコの姿で僕の頭を叩たたく。きっと前足で地じ団だん駄だを踏ふんでいるのだろう。

「いいだろう！　ならば吾輩とそこの家畜、どちらが上か勝負してやろうではないか！」

「勝負って、どうやるの!?」

　まさかカグラを食べるわけにもいかないし。

「家畜とは人間のために飼育されている動物の事だろう!?　ならばどちらが人間にとって有益な存在か証明すれば良いのだ！」

「えー……」

　うわー、すごくめんどくさい。

　もうこの時点で何も言わない家畜の方が良かった──とは、その場にいた全員に後から聞いた話。

「ちょっと待った！」

　そこで異を唱えたのは、なんと銀ぎん河が。

「家畜とカグラさんじゃ勝負にならないよ。同じ動物モノといっても、さらに細かいジャンル分けがあるでしょ？　和みっていう目的なら、なおさらだよ」

「ならば銀河よ。吾輩に相応ふさわしい和むジャンルとは何だ？」

「そりゃもちろん、獣じゆう医いモノだよ！　動物だって病気やケガをするんだし、カグラさんの魅力を引き出すにはいいと思うんだけど」

　つまりワイルドなアレだったり、動物のお医者さんだったりするアレか。それってどちらかと言えば銀河のジャンルじゃないのか。

　まぁ、こっちの方が和むけど……。

「待て銀河。つまりそれは、吾輩が患かん者じやになる必要があるのか？」

「そうだよ。傷ついたカグラさんをみんなで看病する方が、きっと和むと思うな」

　想像してみる。

　傷ついたカグラに薬を塗ぬり、包帯を巻く銀河。弱々しいカグラは食事もせずに、おびえるばかり。最初は人間を信じなかったカグラだけど、徐じよ々じよに人間を信しん頼らいしていくという展開──

「バカにするな！　吾輩が病気やケガをすると思うか！」

　毛を逆立てて怒いかるカグラ。

　うん、この性格じゃムリだ。

「むしろ吾輩が医者になってやる！　そこの家畜どもを全部まとめて診しん察さつしてやろう！　さぁ貴様ら、全員そこになおれ！　悪魔式獣医術を披ひ露ろうしてやる！」

「待ってカグラ！　家畜が興奮しちゃうから！」

　いきりたったカグラが厩舎に飛び込もうとするのを、全員で押さえた。最初は抵てい抗こうしていたカグラも、しっぽを摑つかんでぶら下げたらおとなしくなった。

「……つまりカグラは何がしたいの？」

　雪伽の質問に、

「この家畜どもより和む存在であれば良い！」

　露ろ骨こつにそう答えるカグラ。

　それはどんな任務より難しい気がする。そんなカグラの思おも惑わくなど知らず、厩舎の牛やニワトリはのんびりエサを食べている。そんな動物を見ていると、和むなぁ。

「……あ」

　そんな時、柚ゆ子ずが虚こ空くうを見上げながら呟つぶやいた。

「……動物エッセイモノとかどう？」

「あー、飼かい猫ねこと作者の心温まる日常を書くヤツか」

　なるほど、それはいいかもしれない。

「カグラとの日常かー……」

　朝起きると枕まくら元もとに人間の姿で寝ねていて、作ってくれた朝食を食べて、学校で騒さわがしくして、家に帰ると家事をしながら雪伽とケンカして──

　動物と生活している感じがまったくしないのは、どういう事だろう。どちらかといえば押しかけ同居人とのラブコメだよね、これ。

「和む……かなぁ」

「私はイライラするけどね」

　冷たい視線で僕を見る雪伽。

　違うんだ。これは僕のせいじゃない。和む日常を壊こわしていくのはカグラじゃないか。

「あとは、やっぱりアレだ」

　ボブは笑って提案する。

「飼ってる動物が死ぬヤツ。お涙なみだ頂ちよう戴だいモノだな」

「おい肉の塊かたまり。吾輩に死ねと言ってるのか？」

「いやいや、そういうわけじゃねーけど、そういうジャンルもあるって話で」

「愚おろか者が！　安易にキャラを殺す事でしか感動を得られぬようでは三流よ！」

　そう怒ど鳴なりつつ、カグラは僕の頭の上から飛び降りる。

　着地すると、カグラの姿はネコから人間に戻もどっていた。

「フン。ツッコミにも飽あきたな。吾輩は疲れたから休むぞ」

　と、カグラは手を伸のばして魔ま界かいへのゲートを開く。その中に入るのかと思えば、ゲートからティーセットを取り出したではないか。テキパキと支し度たくをして、お茶を淹れるカグラを全員で眺める。

「ほれ、飲め」

　差し出されたお盆ぼんから、全員がティーカップを受け取る。

　一口飲むと、甘さと温かさでとろけるようだ。

「あ～……和むなぁ……」

　全員の口から同時に言葉が漏もれたのだった。




　　　　＊




　どんどんあとがきのネタページが増えていく……。




　ハイ、というわけでお送りしました七星降霊学園のアクマ五巻！

　いつも読んでくださってありがとうございます！

　いよいよストーリーも大きくなってきました！　はたして七星降霊学園という枠わくで収まるのか心配になってきましたが、そこは大だい丈じよう夫ぶ！　七星降霊学園は永遠に不ふ滅めつです！

　人類と悪あく魔まの行く末はどうなってしまうのか、月げつ斗とと雪伽、そしてカグラの関係など気になる部分もあるでしょうが、次で全すべてに決着をつけます！

　どうぞ、最後までおつきあい下さい！




　ところでこの作品を書いている時は、いつもカグラのモデルになった某ぼう閣下の曲をＢＧＭに流してテンションを上げているのですが、熱いバトルシーンはともかく、しんみりしたシーンも楽しげなシーンも同じバンドの曲なのでテンションがおかしな事になっています。もちろんこのあとがきを書いている時も！

　いや、派手な曲ばかりじゃないんですけどね。メロディアスなバラードとかも歌っているんですけど、どの曲も聴きいてると燃えて来ちゃうんですよね。もしもこのあとがきを読んで興味を持った方、教典（ＣＤ）を買ってみてはいかがでしょうか！




　毎度毎度いろいろ面めん倒どうを見てもらっております、担当Ｉ女史！　そして毎度毎度カミナリを落としてくれます、Ｍ編集長！

　このあとがきを書いている時点ではドラマ「孤こ独どくのグルメ」に大ハマリだった娘むすめ！　そんな娘の将来を不安がりつつも「松まつ重しげ豊ゆたかならいいか」と開き直るヨメ！

　そしてこの本に関かかわっている全ての方々！　いつもどうもありがとうございます！

　本当にいろんな人に支えられて生きてるなぁ、俺おれ。




　というわけでまた次回！

　全てに決着をつけてきます！








田た口ぐち　仙せん年ねん堂どう　　
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